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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　あとがき


　解説











　場所はどこでもいいし、そうなった理由も問わない。


　ちょっとこういう状じよう況きようを思い浮うかべてみよう。


　登場人物は二人。


　発育良好な身体からだをした年とし頃ごろの少女と。


　おなじく年頃で、心身とも至いたって健康な少年である。


　その少女は力なくまぶたを閉とざし、手足をぐったり床ゆかに投げ出しているとしよう。


　かたや少年のほうは、血走った目をぎらつかせて四つんばいになり、少女の上におおいかぶさっている、とする。


　さて、そんな光景を目まの当たりにした時──


　人はこれを、どんな場面と判はん断だんするだろうか？





　　　　＊





　女の子を押おし倒たおしている。


　どうやらそういう事になるらしい──と、二にノの宮みや峻しゆん護ごは冷静に考える。


　困こまったことではある。


　が、彼はあくまでも冷静である。


　なぜならこれは事じ故こなのだから。


　不幸な偶ぐう然ぜんが重なって、たまたまこんな状況になってしまった。それだけのこと。


　どいてしまえばそれで済すむ。床から手をはなして立ちあがり、服についた埃ほこりをはらう真ま似ねでもして、頭を搔かいてはははと苦笑いすればいい。


　それだけのことだ。


　それだけで、すべては丸くおさまる。


　さあ。


「…………」


　さあ。


「…………」


　──なぜ、どかない？


　彼はふたたび試みる。


　床から手をはなして立ちあがり、服についた埃をはらう真似をして、頭を搔いてはははと苦笑いをしろ。


「…………」


　なおも押し倒したまま。


　もういちど、試みる。


　床から手をはなして立ちあがり、服についた埃をはらう真似でもして──


「…………」


　ついに、峻護は気づく。


　彼がいまこうして巡めぐらせている冷静な思考は、意い識しきの片かた隅すみで細々と営いとなまれているそれでしかないことを。


　意識の大部分では、理り性せいと煩ぼん悩のうが血みどろの抗こう争そうを繰くり広げていることを。


　そして戦況は煩悩側の圧あつ倒とう的優ゆう勢せいで推すい移いしており、理性側はほどなく白旗をあげるであろうことを。


　まずい。


　ようやくあせりはじめる。


　まずいまずいまずい。あせりが募つのる。


　ああああああああこのままではおれは忌いまわしきふとどきなケダモノああああああああ


　おちつけ。おちつけおちつけ。


　順序よくいこう。いいか、まずは考えてみるんだ。


　なぜ、一体、どうして、こんなことになってしまったのか──




　其の一　一大事だよ二ノ宮くん







　事の起こりは数時間前、二にノの宮みや峻しゆん護ごの生活がまだ平へい穏おんだった頃ころにまでさかのぼる。





　　　　＊





　ピーン……ポーン





　事じ件けんはチャイムとともにやってきた。


　梅つ雨ゆがあけて最初の日曜日。まだセミの声もまばらな昼下がり。


　階かい段だんと長い廊ろう下かを通って玄げん関かんから聞こえてきたかすかな音を耳でひろい、峻護は掃そう除じ機きのスイッチを切って顔をあげた。


（──客？）


　ピーン……ポーン。ふたたび階下から催さい促そくの音。


「はい、ただいま」


　階下に向けて大声を返し、まだ強い日ざしの差してくる廊下を小走りに駆かけ、階段を二段とばしでおりる。


　前時代的な黒電話の横をぬけ、シャンデリアをかかげたホールを突つっ切り、


「どちらさま？」


　言いながら、玄関を押おしあけた。


　同時、外の光とともに満面の笑えみをたたえた青年の姿すがたが目に映うつり──


　そう、この唐とう突とつで機き嫌げんよさげなマシンガントークから、すべては始まったのだ。


「やあすまないすっかり遅おそくなったいや仕事が長引いてしまってねところでこちらの家に来るのは初めてだがなかなかどうして悪くないじゃないか都心の一等地にこれだけ趣おもむきのある屋や敷しきと緑をのこしている場所はざらにないだろうしかしあれだね観光気分で見て楽しむだけならともかくこんなホテルみたいな建物に住んでいるとかえって不便なことのほうが多くはないかな丘おかの上に建っているからここまで毎日登ってくるのも面めん倒どうだろうでもうんなかなか気に入ったよ今日からここで厄やつ介かいになるけれどこれから先の暮くらしが楽しみだそうそう君の姉さんはもう帰ってきているかな？」


「…………」


「ん？　どうしたんだい？」


「いや、その」


　面食らいつつ、やっとそれだけを返す。えらくフレンドリーにまくし立てるこの男に見覚えがあるか検けん索さくするラインと、その一方的な早口に追っつこうとするラインとが脳内で混こん線せんし、うまく機き能のうしていない。


　ともあれ、長ちよう広こう舌ぜつの断だん片ぺんから察するにこの男、来客であることは確たしかなようだが──


　峻護はこの素すっ頓とん狂きような訪問者を、上から下までながめ回した。


　相当な優やさ男おとこである。『おとぎ話の中から飛び出してきたんです』と紹しよう介かいされればすんなり信じてしまいそうなほどに。身なりもいい。身長も、大おお柄がらな峻護よりさらに高い。年ねん齢れいは二十代半ばといったところか。


　手には馬ば鹿かでかいトランク。ちょっとした旅行、というのには大げさすぎる荷物である。


　……そう、そういえば妙みようなことを言っていた気がする。ここで厄介になるとかどうとか。


　いや、その前にまず、こちらも何かしら応おう答とうしなくては。


　気を呑のまれたままあれこれ考えた末、至し極ごくまっとうな質しつ問もんを峻護は口にした。


「あの、失礼ですが」


「なんだい？」


「あなたは、どなたですか？」


「おや」何が楽しいのか男はにこにこ笑いながら、「涼りよう子こくんから話は聞いてないかい？」


「姉から？」


　渋じゆう面めんをつくる。もうそのひとことで、だいたいの事じ情じようを察した峻護である。


　姉さん、また何か勝手なことをやったな──


「いえ、何も聞いていません」


　じわりと、この青年を見る峻護の目がうろんげになっていく。


「では自じ己こ紹介をしておこうか」そんな彼の態たい度どにまるで動じた風もなく、


「僕ぼくは月つき村むら美み樹き彦ひこという。よろしく」


　峻護が何か言うより早く、にこにこ顔で手を握にぎってくる。


「はあ、どうも。僕は──」


「いや、いい。君のことはよく知っている」礼れい儀ぎとしてこちらも名乗ろうとするのを制せいし、


「で、こっちの子が」うしろを振ふり返った。


　と、峻護はそこではじめて男──月村美樹彦に連れがいることに気づく。


　青年の陰かげに隠かくれるようになっていた人物が、おずおずとこちらに姿を見せた。


「妹の真ま由ゆだ」


　たぶん紹介されずともわかっただろう。細身なその少女は、一目でそれと知れるほど美樹彦によく似にていた。


「君と同じ高校一年生でね。僕ともども今日からこの家でお世話になる」


（お世話──やっぱりそうか）


　聞きまちがいではなかったらしい。


（この家に住む、だって？）


「ほら、真由」


　兄にうながされて、うつむいていた少女があわてて顔を上げる。


　長い髪かみ。ピュアホワイトの袖そでなしワンピース。美樹彦のよりは小さい、だが彼女の体たい格かくからすればずいぶんと大きなトランクを、両手でさげている。


「あの……」


　小声で少女。顔は上げたものの、目線は下に向けたままだ。


　頰ほおが、はっきりそれとわかるほど上気している。


「その……」


　口を開けたり閉とじたりして何か言おうとし、結局またうつむいてしまった。


「真由、」にこにこしながら美樹彦、


「この融ゆう通ずうの利きかなそうな面つら構がまえの彼が峻護くんだ。これから何かと手間をかけることになる。ちゃんと挨あい拶さつをしなければいけないよ」


「はい……」


　かぼそい返事。それでもまだもじもじとためらっていたが、美樹彦からさらにうながされ、ようやくこちらを見た。
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　はじめて目が合った。


（──ん？）


　ふと、心に何か引っかかった気がして、


「つ、月村真由です。あの……」


（なんだ？）


　引っかかった部分をさぐりなおそうとした、その時。





　ぢりりりりりん……　ぢりりりりりん……





　黒電話のカン高い音が洋館の隅すみ々ずみにまで鳴りひびいた。


「っと、ちょっと失礼します」


　会え釈しやくし、ホールへ取って返す。


（誰だれだろう）


　受話器を取ってやかましくがなる準じゆん骨こつ董とう品ひんを黙だまらせ、応おう答とうする。


「はい、もしもし。二ノ宮ですが」


　返事はこうだった。


『ぱうんぱうん。ちゅいんちゅいん。だだだだだ、がしゃん、ちゅいん、ぼぐっ、どんどんどん、たすったすっ、きん、きん、ききききん、ぱららららららららららららららら』


「…………」


　峻護は受話器を耳から離はなし、まじまじとそれを見つめた。


　首をかしげる。


　自分のとぼしい知ち識しきから推すい測そくするに、今の音は各種の銃じゆう声せい、かつそれにともなう破は壊かい音だった気がするのだが。


「──もしもし？」


　気を取りなおして再ふたたび受話器を耳にあてる。


　今度は──相変わらず不ふ穏おんな雑ざつ音おんまじりだったが──ちゃんと人間の声が返ってきた。


『ああ峻護？　わたしだけど』


　姉の涼子だった。


『そういえば話すの忘わすれてたわ。今日から同居人がふえるわよ。ふたり』


　いきなり本題。前フリなし。


「……姉さん、そういうことはおれにも事前に話を通してほしい。それと、もう少しまめに電話してくれっていつも言ってるだろう。今回も一か月ぶりじゃないか。いや、それより今、どこで何をしてるんだ？」


　返事はこうだった。


『ちゅいん！』


　思わず顔をしかめ、受話器を遠ざける。今度のはかなり近いところで聞こえたような。


「……もしもし？」


『今日あたり、そっちに着いてると思うけど』


　何事もなかったように姉は話を続けている。


『わたしも夜までには帰るから──ああもうっ、うっとうしいわね。こっちは手がはなせないから、くわしいことは美樹彦にぶつっ』


「？　もしもし？　姉さん？」


　切れた。というより、むこうの電話にトラブルがあった──のか？　最後の一いつ瞬しゆん、銃じゆう弾だんが受話器を撃ちぬく音を聞いたようにも思うが。


（まあいずれにせよ──）


　ちいさく吐と息いきし、峻護は受話器を置く。


　面めん倒どうごとに巻まきこまれたにしても面倒ごとを巻きおこしているにしても、姉の心配はするだけ無む駄だである。経けい験けん上、そのことはよく知っている。そろそろこちらに戻もどってくるようだし、言いたいことはその時に言おう。そうそう、夕食は二人ぶん用意しないと。


　そう結けつ論ろんづけ、ふたたび玄げん関かん先さきへ出た。


　気をとりなおし、来客にむかって、


「えー、ちょうどいま姉から連れん絡らくがありまして」


　咳せきばらい、


「たしかにお二人の話は聞きました。美樹彦さんの名前も口にしていました。ただ──」


　相変わらずにこにこしている青年と、また顔を伏ふせてしまった少女を交こう互ごに見てから、


「僕はこの件けんについてまったくの初耳なんです。こういう状じよう況きようでは何をするにも差しつかえがありますから、まず事じ情じようを説明」


　ぴるるるるるるるる……


　美樹彦のふところで鳴った携けい帯たいの着信音が話の腰こしを折った。


「おっと失礼」愛あい想そよく峻護に断ことわってから、受話口を耳にあて、


「やあ、あなたですか。思ったよりも早かったですね、この番号が知れるのは──」


　しかたなく、携帯と話す美樹彦を見守る。


　ふと視し線せんを感じる。


　少女が戸と惑まどい気味の表情でこちらを見ている。目が合うと、あたふたとうつむく。


（？）


　そのことについて何か思うより早く、峻護は右手の庭へ目をやった。干ほしてある洗せん濯たく物ものが強い風にあおられる音を聞いて少し気になったのだ。しかし気のせいだったか。視線の先にある衣類はただ、ゆらゆらと微び風ふうにそよいでいるのみ。


「……こまりますね、そんな依い頼らいをされても。そちらにも回っているはずでしょう？　僕がしばらく休業する話は──」


　が、おかしい。やっぱり聞こえてくる。ぱたぱたぱたぱたという音。しかもだんだん大きくなってくる。それでもやはり、洗濯物は水草のようにゆっくりとなびくばかりで──


「……日米安保改正の成せい否ひがかかっている？　そんなことを言われてもですね……はいはいわかりましたよ、しかたない。この貸かしは高くつきますからね。え？　何を言ってるんですか白々しい。もう迎むかえがこっちにきているじゃないですか。軍事衛えい星せいで民間人の行動を追うのは感心しませんよ。そういう真ま似ねをされれば今後はこちらも──」


　いやちがう、急にはためき始めた。空からあおられるようにして、激はげしく。


　…………。


　空？


　首を上にむけた。


　その刹せつ那なである。視界の横合いから爆ばく音おんをとどろかせ、何かが突つっこんできたのは。


「なっ──！」


　息を呑のむより早く、その『何か』は、ブレーキでもかけたかのように上空で急停止。と認にん識しきした時には、突とつ如じよ巻き起こった突風に全身を激しく打たれ、思わず身をすくめる。


　音は、もはや耳を聾ろうするばかりの大音おん声じようとなって周囲を圧あつしていた。


　その中で平然とした声、


「やれやれ。相手が大だい統とう領りよう令れい嬢じようじゃ、僕があたるしかないか。もう少しなりふりを構かまってもらいたいものだが」


　豪ごう風ふうに蹂じゆう躙りんされながら悠ゆう々ゆうと携帯をしまい、


「すまないね峻護くん。急な仕事が入った」


　と、笑いかけてくる美樹彦の手が何かをつかむ。


　それの正体を理り解かいするのに数すう瞬しゆんかかった。


（……縄なわばしご？）


　手の甲こうをかざして突風から目をかばいつつ、それの伸のびている元を視線でたどった。


　そこにあったのは、どうみても民間用とは思えない黒一色の機体──ちかちかと赤色燈とうを瞬またたかせ、空の王者の風ふう格かくで下界を睥へい睨げいしている、見るも物ぶつ騒そうなヘリだった。


　手を伸ばせば触ふれられそうな距きよ離り。休日の都下に突如描えがかれた、ひどくシュールな画え。


「僕はここで失礼させてもらうが、」


　この轟ごう音おんの中、怒ど鳴なっているわけでもないのに、美樹彦の声は不思議とよく届く。


「妹のこと、よろしく。また後ほど」


　彼は上空にむかって何か合図をしてから、声もなくうずくまっていた妹にも笑いかけ、


「真由。僕は野や暮ぼ用で出かけるが、ひとりでもしっかりやるんだよ」


「！　そんな！」


　途と端たん、顔をあげた少女の悲ひ痛つうな叫さけび。


「まって、まって兄さん！　わたしひとりじゃ──」


　懇こん願がんするその声も虚むなしく、人ひと騒さわがせな白昼の来らい訪ほう者しやたちは夏の青空の彼方かなたへと退たい場じようしてゆく。ばばばばばという重じゆう壮そうなローター音と、はっはっはという軽けい快かいかつ意味不明な笑しよう声せいを引きながら──


「…………」


「…………」


　あとには。
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　ヘたれてしまった芝しば生ふ。ちぎり飛ばされた庭木の葉。狼ろう藉ぜきから解かい放ほうされて伸び伸びとゆらめく洗濯物。


　ふたたび鳴き出した、まばらなセミの声。


　汗あせばむ陽気。


　青い空と。


　白い雲と。


　呆ぼう然ぜんとそれらに囲まれる、少年と少女──





　どれほどの時間が流れたか。


　とりあえず峻護は。


　白はく昼ちゆう夢むを共有した少女に向きなおって。


「……どうも、はじめまして。二ノ宮峻護です」


　自じ己こ紹しよう介かいなどしてみる。


「あ、はい、すいません。月村真由です」


　鳥の巣になった頭をさげ、あわてて彼女も名乗りかえしてくる。


　なんだか間ま抜ぬけなやり取りと自覚はしていたが、そうでもする他ほかやりようがなかった。





　はじまりは、およそこんなところであった。





　　　　＊





　しばし躊ちゆう躇ちよしたのち、


「とにかくあがってください。そこじゃなんですから」


　美樹彦の残したトランクを持ちあげながら、峻護は少女をうながした。


「あ、はい、おじゃまします！」


　緊きん張ちようゆえかちょっと音おん程ていの狂くるった返事。峻護はうなずき、洋館の奥おくへ。


　が、数歩進んだところで足をとめた。


　振ふり返ると、少女は玄げん関かん先さきに立ったまま動こうとしていない。


「どうぞ。中へ」重ねてうながす。


「はい、おじゃまします」


　と言いつつ、こちらに来る様子もなく。


（？）


　遠えん慮りよしている──というより、尻しり込ごみしているらしい。彼女の面おも持もちは、幽ゆう霊れい屋や敷しきに潜せん入にゆうする時のそれに通じるものがある。


「──いや、入りたくなくなければ、べつにそれでもい」


「いえ！　入ります！　おじゃまします！」


　やけっぱちとも受け取れる口調で宣せん言げんし、おぼつかない足取りでこちらへやってきた。


（……まあ、いいけど）


　ふたたび歩きだし、


「月村さん」


　うしろをついてくる少女に当然訊きくべきことを訊いた。


「今回のこと、おれはまったく事情を飲みこめていないんだけど。君は、同居の話は前もってお兄さんから聞いていたのか？」


「いえ、わたしもおととい急に言われて。それで、ばたばたしているうちにこういうことに──」


　となれば事情の説明を求めても無む駄だ、それ以上訊くのはやめる。どのみち深入りするつもりはない。風のように現れ、嵐あらしのように去った彼女の兄についても追つい及きゆうはしない。あの手の人物に峻護は慣なれている。


　ホールから西へ伸びる廊ろう下かに入り、すぐ左手が応おう接せつ室しつである。ほとんど使った例ためしはないが、日々の掃そう除じは欠かしてない。


「どうぞ」


　ツヤ光りするオークの一枚まい戸どを引きあけて室内を示しめす。


「…………」


　が、またしても彼女は動かない。やや離はなれた位置に立ったまま、開いた戸口と、そのすぐそばでドアをおさえている峻護とを見くらべている。その困こまり顔は、何事かひどく葛かつ藤とうしているようにみえる。


　一体なんだというのか。


　しかたなくもう一度「どうぞ」と勧すすめると、いよいよ真由は身体からだを強こわ張ばらせ、


「あの、えっと」


　目を泳がせ、迷まよい、迷い、迷った末、


「あの、その……」


　意を決したように口を開いた。


「あの、すいません。言いにくいことなんですが」


「？　何か？」


「できれば、できればでいいんですが、もしよければ、その。そこを少し、どいてもらえませんか？　そのほうが安全ですから……」


「は？」


　意味がわからない。たしかに自分がいるために入り口はせまくなっているが、部屋に入るのに邪じや魔ま──というほどでもないと思う。……まさか、なにか臭におうとか？　部屋の中と、ついでに自分の二の腕うであたりにも鼻を近づける。だがこれもちがう。他にも思い当たりそうな理由を探さがしてみるが、どれも不発。


　やはり彼女の申し出の意味は解わからないが、


「ああ、それじゃあ……」


　望みとあらば強しいて拒きよ否ひする理由も見つからない。すっと後ろにのくと、


「あっ。す、すいません」


　ひどく恐きよう縮しゆくし、まるで峻護の視し線せんから逃にげるようにして応おう接せつ間まに身体をすべりこませた。


　──が、少々急ぎすぎたようである。


　峻護の視界から彼女の姿すがたが消えた瞬しゆん間かん、


　べたん


　鈍にぶく不ふ吉きつな音がひびき、思わず肩かたをすくめた。


　そっと中をのぞいてみると案の定、バンザイをするような格かつ好こうで床ゆかと接せつ吻ぷんしている少女の姿があった。どこかで足をひっかけたらしい。


　うわ痛いたそう、と思う間もなく、彼女は鼻の頭をおさえて跳はね起きると、


「……！……！」


　うずくまって無言でもだえはじめる。


（やれやれ……）


　それをみて彼がとった行動に、責せめられるべき点はひとつもなかったはずである。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　すたすたと近づき、涙なみだ目めで鼻はな面づらをおさえている真由に腕をのばす。


　手のひとつも貸かして助け起こしてやる。それだけのつもりだった。


　腕をのばされたことに、彼女が気づいた。


　はっ、とした表情。


　そしていきなり、


「だめ！　さわらないで！」


「えっ？」


　面食らう。おとなしそうな彼女が大声を出したこともそうだが、それよりもその切せつ羽ぱつまった口調が、


「いや、おれはそういうつもりじゃ……」


　思わずしどろもどろになってしまう峻護だが、それもあべこべな話ではある。


　真由も同じことを考えたようで、


「すっ、すいません、その、そういうことではなくて、その」


　今度は彼女のほうがごにょごにょと言葉をにごす。


「…………」


「…………」


　奇き妙みような沈ちん黙もく。


「──とにかく」


　強ごう引いんに膠こう着ちやく状じよう態たいを破やぶり、


「事じ情じようがはっきりするまでゆっくりしていてくれないか？　うちの姉も君の兄さんもそのうち帰ってくるだろうから。おれは家のどこかにいるから何か用があったら呼よんでくれ」


　言いおいて、返事も待たず応接室を出る。


　うしろ手に戸をしめて、吐と息いき。


（なんなんだ、まったく）


　峻護の心しん境きようはそのひとことに尽つきる。どうも先ほどから、何につけても避さけられているような気がする。その必要がある男だと、思われているのだろうか。


　心当たりを探してみるものの、どうにもそれらしいものは思いつかず、もう一歩踏ふみこんで考えようとして──


　そこまですることはないと思い直し、やめた。


　なぜならあの月村真由とかいう少女との同どう居きよを認みとめるつもりなど、これっぽっちもないからである。


　たいがいは姉・涼子の意向に従したがう──というより実力の差から従わざるをえない峻護だが、こればかりは首を縦たてに振ふるつもりがない。見ず知らずの若わかい異い性せいと同居するなど、彼の道どう徳とく律りつにおいては最もあってはならない事態であった。


　二ノ宮峻護という少年、今時ちょっとないほどかたいのである。


　そしてこの彼の性せい格かくは、二ノ宮家においては異い端たんに属ぞくするものであった。


　というのも、彼をのぞく二ノ宮家の面々は、彼とまったく正反対の性質を持ちあわせているのだ。


　二ノ宮の家か系けいは、ひとくちに言えば山やま師しの血けつ統とうである。


　山師、とでも呼ぶよりしかたがない。とにかく変人で享きよう楽らく的。いつも何かに目を輝かがやかせ、腹はらの底から快かい笑しようしつつ世の中を闊かつ歩ぽし、興きよう味みが向けばあらゆる物事に首を突つっこむ。加えてまた何につけても平へい均きん以上の才さい能のうを有しているから、それがまかり通ってしまう。


　そういう人種である。


　であるからしてたとえば、彼らは金きん銭せん感覚ひとつとっても恐おそろしく大雑ざつ把ぱだ。


　一例は、都内の一等地にあるこの洋館である。


　べつに二ノ宮家が代々ここに住んでいたわけではない。峻護がまだほんの子こ供どものころ、ある日突とつ然ぜんここに引っ越こすことになった。


　急なことに戸と惑まどい、この新居をどうしたのか、と両親に聞いたところ、『もらった』とだけ返ってきた。参考までに付け加えると、ここに来る前に住んでいたのは六ろく畳じよう一ひと間まのボロアパートである。


『おこづかい』というものの概がい念ねんについても激はげしくズレている。何しろ峻護はこれまでの生しよう涯がいでたった一度しかそれをもらっていない。その一度きりのこづかいは札束のつまった小包の形で送られてきた。なぜかポンド札で、そして普ふ通つう郵ゆう便びんだった。


　その時はさすがにひとこと言ってやろうとしたのだが、それすらままならないのである。なにせ両親が今、この星のどこにいて、何をやっているのかもわからないのだ。ここ数年は家に顔すら出さない。それにくらべれば、それなりに連れん絡らくもよこし、気が向けば帰ってくる姉などは全然ましなほうである。たとえ峻護にとってその存そん在ざいが災さい厄やくそのものだったとしても。


「……はぁ」


　ため息をつく。


　とにかく、事情を知る二人が帰ってこないことには話にならない。すべてはそれからだ。


『さわらないで』のショックを少しばかりあとに引きつつ、峻護は掃そう除じの続きをするために階かい段だんをのぼった。





　　　　＊





　夕ゆう暮ぐれの色しき彩さいが丘おかの上の洋館を染そめつつある。


　今日中に済すませるつもりだった範はん囲いの掃除を終え、峻護は一息ついて額ひたいの汗あせをぬぐった。


　窓まどの外を見やる。


　見晴らしは悪くない。都下を一望、とまではいかないが、マンションを除のぞけば近所でここより屋根が高い建物はない。入道雲の残ざん滓しが地平線の果てに落ちようとしている。矢や尻じりの形をした鳥の群むれがオレンジ色の空を渡わたってゆく。


「…………」


　ちょっと後こう悔かいしている。月村真由のことだ。


　あてがはずれた。用があれば彼女のほうから言ってくると思っていたし、少し待てば涼子か美樹彦から何かしら連絡があるだろうとも思っていた。そのタイミングで動けばいいと楽観しつつ家事にいそしんでいたら、こんな時間になってしまった。


　つまりどういうことかといえば、客である真由を今の今までほったらかしにしてしまったのである。飲み物ひとつ出してない。由ゆ々ゆしき事態であった。


　遅おそまきながらお茶を用意し、応おう接せつ室しつへ。


　ノック。


「は、はいっ！」


　跳はね回るピンボールのような声を確かく認にんしてからドアを開けた。


　うす暗い。明かりもつけないままここに籠こもっていたらしい。


　立ちあがり、緊きん張ちようの面おも持もちでこちらを見ている少女と目が合う。


　何か、ひどく悪いことをした気になる。


「粗そ茶ちやですけど、どうぞ。遅くなって申し訳わけない」


　あまり近寄らないほうがよさそうなので、テーブルの隅すみっこに差し入れを置いた。


「いえ、そんな。おかまいなく」


　あわてて彼女が手を振ふる。両手で。社交辞令でなく本当に恐きよう縮しゆくしているようだが、恐縮するべきは長時間放置したこちらのほうであり、


「いいから」押おしつけるようにしてすすめ、部屋を出ていこうとし、


「あの」


　呼びとめられて振り返る。


「あの、先ほどはすいませんでした。失礼なこと言って……」


　塩をまぶした青菜のようになって詫わびる。


「いや……気にしてない」


　逃にげるようにドアを閉しめた。


　足早に台所へ入り、大きく息をつく。


　──薄うす暗ぐらい部屋に女の子が一人。


（──ああ）


　そうか。今この家に、彼女と二人きりなのか。


　ようやく峻護はそのことを意い識しきした。


　が、すぐにその『意識過か剰じよう』を鼻で笑う。


　くだらない。だから何だというのか。彼女は今日会ったばかりの他人。もう少したてば姉も帰ってくるのだ。くだらない。


「さて、夕食の用意でもするか」


　ことさら大声でひとりごちてからまな板の前に立ち、黙もつ考こう。


　鶏とり肉にくがある。豚ぶた肉にくもある。キャベツは新しいうちに使いたいし、ジャガイモも芽が出ないうちに──


　しばし献こん立だてを模も索さくしたのち、食材を台所にならべて下ごしらえを始めた。


「？」


　ふと気配を感じ、そちらを見る。


「あの、ごちそうさまでした。これ……」


　ティーセットをのせた盆ぼんを手に、月村真由が入り口のところに立っていた。


「ああ、すまない、気が利きかなくて。あとで下げにいくつもりだったんだけど」


「いえ、わたしが勝手にしたことですから」


「そう。じゃあ、そこに置いといてもらえる？」


　峻護が指し示しめした流しの片隅に彼女はティーセットを置き、


「……いや、置いといてもらうだけでいい。洗あらうのはおれがやるから」


「す、すいません」


　律りち儀ぎな子だな、と思いながら真由に代わってティーカップを洗い、用意していたキャベツとジャガイモもついでに洗い、さて、と包丁を握にぎったところで、


「…………」


　まだ彼女はそこにいた。


「何か？」


「いえ、その」


　物思いしているところに声をかけてしまったらしい。彼女はひどくあわて、


「その……」


　台所にならべられた食材に目を向け、次いで逡しゆん巡じゆんするそぶりを見せ、かと思えば唐とう突とつに玉ぎよく砕さい戦せんを前にした兵士のような表ひよう情じようになり、


「よろしければ料理、手伝わせてもらえませんか？」


　その悲ひ愴そうな様子に峻護はとまどう。


「おねがいします！　ご迷めい惑わくばかりかけていますし、せめて、お手伝いさせてください」


　相手は来客である。手伝わせるのは失礼にあたるだろう。が、その顔つきを見せられれば断ことわるのもどうかと思う。これまでの対応の不ふ手て際ぎわにうしろめたさもあるし、じっとしている方がかえって退たい屈くつかもしれないし、


「──わかった、お願いするよ」


「はい！」


　彼女は力強くうなずき、峻護のとなりに──すこし離はなれて──立った。


「じゃ、そこのキャベツを千切りにしてもらえる？」


「わかりました」


　峻護の渡す包丁を、聖せい剣けんでも授さずけられているような顔つきで受け取るや否いなや、彼女は目ざましく動いた。


　洗っておいたキャベツの葉をさっと水切りし、流れるような所作でまな板に重ねると、





　とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん





　通つう販はん番組にでてくる電動スライサーも顔負けの正せい確かくなリズムで、きざみキャベツの山を作っていく。早く、無む駄だがなく、そして美しくさえある一連の動作。なにやら武ぶ術じゆつの演えん舞ぶでも披ひ露ろうしているような、そんな手さばき。


「はいっ、できました」


　その技わざに見入っているうちに、彼女は割わり当てを終えてしまった。


「……すごいな」素す直なおに感心すると、


「いえ、そんな」彼女は頰ほおを染そめて照れくさそうにうつむいてしまったが、まんざらでもなさそうである。


「じゃあ次は」これなら安心して任せられる、「このジャガイモの皮をむいて、角切りに」


「わかりました」


　すぐに彼女は取りかかった。


　さっさっさっさっさっ……ジャガイモの皮むきも、水際立った腕うで前まえでこなされていく。


　つい、また見入ってしまう。


　真由の横顔に目を移うつす。いまだに照れくさそうな、まんざらでもなさそうな顔をしているが、なんにせよ先ほどまでの緊きん張ちようはほぐれてきたようである。


　ひとまず安心し、こちらも自分の仕事をしようとして──『あるもの』に目が留まり、固まった。


　彼女は袖そでなしのワンピースを着ている。まな板に向かっているため、やや前かがみでもある。


　ゆえに、肩かた口ぐちが開いている。


　とすれば、峻護のいる位置から何が見えるか、おのずと明らかであろう。


　ワンピースとはちがう種類の白色が、ちらほらと、見えたり、見えなかったり。


　あわてて目をそらし、そらしてから、なぜそんなことで一々あせる必要があるんだ、と思う。夏である。この手のことは珍めずらしくもなんともない。見られるほうだって、そのたびに気にされてはかえって迷惑だろう。





　とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん





　自らを戒いましめつつ、真由がジャガイモに包丁を入れる音を聞きながら自分の作業をはじめようとし、





　とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん


　とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん





「──ちょ、ちょっと月村さん？」


「はい？」


　いまだに照れくさそうな、まんざらでもなさそうな真由へ、


「何してるの、それ」


「なに、って──あっ！」


　言われてようやく気づいたらしい。


　彼女の手元には切り終えたジャガイモが山になっている。


　ただし、角切りにではなく、千切りになったものが。


「すっ、すいませんすいませんぼおっとしてて──」


「………」


　ためしに千切りになったブツを手にとってみる。


　──切り口は、確かに見事なのだが。


「すいません……」


「いや、いいよ、これは別の料理にでも使おう」


　うなだれる真由をフォローし、


「じゃ、これをぶつ切りにしておいて」


　今度は鶏とりもも肉をわたす。


「おれは地下室に行って、代わりのジャガイモを取ってくるから」


「わかりました。次はちゃんとやります」


　またしても悲ひ愴そうな顔つき。


「……頼たのむね」


　一いち抹まつの不安は残るが、彼女の名めい誉よのためにもここは任まかせるしかない。


　ふたたび作業に取りかかる真由を見守りつつ、峻護は床ゆかにしゃがみこんだ。そこには蓋ふたの取っ手がしつらえてあり、引き開ければ地下貯ちよ蔵ぞう庫こへ続く入り口があらわれる。


（月村真由さん、か）


　地下へ降おりてジャガイモの玉を選びながら、はじめてきちんと考えてみる。『さわらないで』の一件けんから彼女に嫌きらわれているのかと思ったが──どうやらそうでもないらしい。それなのに、何となく自分を避さけているようなフシはある。おかしな話だ。


　そもそも彼女は一体なにを思ってここにいるのだろう。同居、というのがどういう経けい緯いで決まったのか知らないが、彼女はそのことを納なつ得とくしているように見える。寝ね耳みみに水だったとは言っていたが、現げんに今もこうして二ノ宮家に留とどまっているし、料理の手伝いまで申し出ている。自分が逆ぎやくの立場ならとてもそんな態度はとれない。よほどの理由があればともかく、


（──理由、ね）


　いやよそう。どのみち同居に断だん固こ反対する立場に変わりはないのだ。若わかい男女がひとつ屋根の下で暮くらす、そういうのはふしだらのもとだ。彼女のためにもよくない。


　選別したジャガイモと、ついでに目的以外の食材もいくつか、両手いっぱいにかかえて階かい段だんをのぼる。


「…………」


　出口あたりで立ちどまった。


　峻護の目線は今、床の高さと同じ位置にある。視し界かいは、まな板に向かう真由の姿すがたをとらえている。


　彼女が着ているのは、膝ひざ上うえ十センチの白いワンピースである。


　となれば当然、彼の網もう膜まくに焼きつけられる対象はおのずと限かぎられてくる。


　ワンピースではないものの白色が。きっぱりと。


（──だから、）


　峻護は自分にあきれる。


　だから、何だというのか。白い布ぬのキレが見えたからといって何だというのか。夏である。この手のことは珍めずらしくもなんともない。いや、それは主に上半身に言えることであって、下半身についてはその限かぎりにあらず、って、だから何だと、


　おかしい。どうかしている。本当にどうかしている。いつもの自分はこんなだったか？　いやちがう、いつもならもっと行動に節度をもって──


「あ」


　真由がこちらに気づいた。


　ばっちり目が合う。


　あせる、


「い、いや、ちがうんだ、これはそんなつもりじゃ、」


「はい？」


　急いで弁べん解かいをはじめる峻護を不思議そうな目で見る真由。


　が、すぐに「あっ」と息を呑のみ、


「すまない、見るつもりは、」


「すいません、気づきませんでした。じゃがいも、わたしも持ちますね」


「──え？　ああ」


　助かった、勘かん違ちがいしてくれたらしい、とほっとしたのも束つかの間ま、


「はい、どうぞ」


　目の前に真由がしゃがみこみ、こちらにむかって両手を──ちょっとおっかなびっくりに──伸のばす。


　が、峻護はそれどころではない。




[image: ]


　返す返すも彼の目線は今、床の高さと同じ位置にある。


　その視野には。


　ひざが。


　ふとももが。


　その奥おくに。


　白が。


　アップで。


「……月村さん」


「はい？」


「その」


　真由が小首をかしげる。その仕草に、不覚にも頰ほおが熱くなる。


「……いや、いいんだ。ひとりで大だい丈じよう夫ぶ」


　そそくさと残りの階段を上がり、怪け訝げんそうな目を向けてくる彼女をごまかすように、


「ところで今ぶつ切りにしてもらった鶏肉だけど、それを──」


　たちまち真由は申し訳わけなさそうに縮ちぢこまる。


「すいません、まだできてないんです」


「え？　まだ？」


　今度は峻護が怪訝な顔。


「すいません……」


「ああいや、いいよ、じゃあ続きをやっててくれ。おれはジャガイモの下ごしらえを終わらせとくから」


　先ほど手て渡わたした鶏もも肉、たかだかひとパックである。てこずる相手ではないはずなのだが……。


　真由が続きをはじめる。ジャガイモの皮をむきながらその手並みを眺ながめる。


「…………」


　なぜ？


　真っ先に浮うかんだ言葉はそれだった。


　異い様ように危あぶなっかしい手つきである。利きき手でないほうの腕うででやっているような、幼よう稚ち園えん児じが母親に言われてはじめて台所に立っているような。冗じよう談だんでやっているのか──とも思ったが、その顔つきはひたすら真ま面じ目めである。千切りの時に見せた超ちよう絶ぜつの包丁さばきは何だったのだろう。肉を扱あつかうのは苦手なんだろうか。それにしたって、これはいくらなんでも……。


　先ほどとは別の意味で見入っていると、


「あの、なにか？」


　鶏肉と熱心に格かく闘とうしながら言いよこしてくる。


「いや、」思い浮かんだことをそのまま、「いや、月村さんって変わってるな、と思って。普ふ通つうの人とはどこか違ちがうというか」


　劇げき的てきな反はん応のうがあった。


　ぴたっ。と、そんな擬ぎ音おんを聞いたようにも思う。


　真由の動きの一いつ切さいがとまった。


　そのまま一秒。


　二秒。


　三秒目で、一時停止ポーズを解かい除じよしたかのように再さい起き動どうし、


「あはは、ええとその、そんなことないですよ？　あはは、ええ本当に」


　機械のように平板な声。鶏肉を切るはずの包丁が、まな板の端はしをがりごり削けずっている。


「……………………ふうん」


　峻護は話題を変えることにし、


「ああそうだ、忘わすれてた。さっき千切りにしたキャベツ、ちょっと水にさらしておいてくれないか？」


　頼たのんでみるが、「ええ、わたしは普通の……」貼はってつけたような表情でそんなことをつぶやいているばかり。


　ちょっと声を大きくして、


「月村さん、聞こえてる？」


「え？　あ、はい、すいません！　すぐやります！」


　が、これは峻護がよくない。上の空の相手に物を頼むほうがまちがっている。


　はじかれたバネのように真由は動き、蛇じや口ぐちを目いっぱいひねると──


　何を思ったか、千切りキャベツをボウルに移うつし、米でも磨とぐようにしてざぶざぶと洗あらいだした。


「ちょ、ちょっと月村さん？」


「えっ？　ああっ！　す、すいません！」


　火傷やけどでもしたみたいにばっと手を引っこめる。不幸は続く。勢いきおいよく蛇口から吐はき出される水が容よう赦しやなくボウルにそそぎこまれ、千切りキャベツがあとからあとから溢あふれ出し、みるまに流し口へ吸すい込まれて、


「月村さん蛇口！　蛇口！」


　これも峻護に責せき任にんの一いつ端たんがある。明らかにパニック状態におちいっている相手に急せき立てるような言い方をしてはいけない。


　すっかり度をうしなった真由、あわあわと狼ろう狽ばいしつつ手を伸のばした先は、蛇口の元もと栓せんではなく水流ほとばしる水道口のほうで、


「！　きゃ────っ？　きゃ────っ！」


「どわっ」


　盛せい大だいな放水がはじまった。


「とめてとめて！」水しぶきをよけながら叫さけぶが、きゃーきゃー言うばかりでラチがあかず、見かねて手を引きはなそうと近づくと、「だめ、さわっちゃ……！」、嫌いやだったら離はなれればいいものを、「だから手！　手！」、どういうつもりかますます力をこめて水道口をにぎりしめ、もはや救いようもなく恐きよう慌こうを来たしてきゃーきゃーきゃーきゃー言い募つのり、いよいよ放水は盛さかんになる一方で──


　……時間にすればほんの十数秒だったのだろうが。


　真由の手をひき剝はがし、ようやく元栓をしめた時には、台所一帯は土ど砂しや降ぶりにでも見み舞まわれたかのような惨さん状じようを呈ていしていた。


「……………………すいません」


　生まれてすいません、とでも言っているような口調で、真由。すっかりしょげかえり、おしおきを待つ子こ供どもみたいに縮ちぢこまって、上目づかいでこちらを窺うかがっている。


「いや……」頭を搔かきながら状じよう況きようを見回し、どう言ってフォローしようか、でもここまでくるとフォローのしようがないか、と思っていると、


「あの、だいじょうぶですか？」


「さすがにこの状じよう況きようを大だい丈じよう夫ぶとは言えないけど」髪かみからしたたり落ちてくる雫しずくを払はらいながら、峻護。


「いえ、そうじゃなくて、身体からだ……」


「？　おれの身体が何か？」


「──いえ、なんでもないです」


　安あん堵どと当とう惑わくが入りまじった表情をする真由。


　峻護はしかし、そんな彼女の様子を目に入れてはいなかった。


　元が白色というのがよくない。ワンピースは上も下も完全に水に透すけてしまっていて、下着と肌はだは露ろ出しゆつしているも同然で、水にぬれて頰ほおに張りついた髪が、上目づかいでこちらを見る姿の、頼りなさ、はかなさ。


　脈みやく拍はくが跳はね上がる。


　肩かたをつかんで抱だきよせたい、という衝しよう動どうが突とつ如じよとしてわきおこる。その感情に動どう揺ようする。動揺する間にもあとからあとから湧わいてくる情動が急速に全身を満たし、


「た」


　理性を総そう動どう員いん、


「タオル取ってくる、ちょっと待ってて」


　言い捨すてて台所を脱だつ出しゆつし、ホールを抜ぬけ、廊ろう下かを駆かけ、タオルの置いてある浴室に飛びこみ、ようやく一息つく。大きく、深く。


　危あぶなかった。正直、今のは危なかった。


　気をつけないといけない、本当に。これまでの経けい緯いからも明白だが月村真由という少女、おそろしく無む防ぼう備びだ。このまま無自覚な挑ちよう発はつを続けられれば笑って済すませられない事態になるかもしれない。


　そして、そのことから導みちびき出される結けつ論ろん。


　彼女との同居はやはり不ふ可かである。こんなことが毎日続くようでは身がもたない。


（それにしても）


　身体の芯しんに響ひびくような疲ひ労ろう感かんに耐たえながら、峻護は思う。やはり、自分はどこかおかしい。異い性せいに対する意い識しきが過か敏びんになりすぎている。いつもなら──


　いや、そういうことではないのか。


　彼女が、普ふ通つうではないのか。


　手のひらを広げ、見つめる。さっきこの手が彼女の肌に触ふれた。じん、とにじむような、くすぐったいような感覚が、残り香がのようにそこにある。


　が、そんなことよりも。


　どうしたんだろう。本当に、ひどく疲つかれている。憂ゆう鬱うつだとかそういう精せい神しん的なものではなく、もっと物理的に。彼女のそばにいることはそれほど消しよう耗もうを強しいられることだったのか。体力にはそれなりの自信があるつもりだったのに。


（──考えても仕方ないか）


　物思いを打ち切り、タオルを取って浴室を出る。


　早く渡わたしてやらないと。夏場とはいえ、いつまでも濡ぬれたままでは身体からだを冷やす。来客に風か邪ぜでもひかれれば一大事である。


　床下浸しん水すいしたような台所にもどり、


「すまない、おそくなった。これ使っ」


　言葉を失った。


　倒たおれていた。


　月村真由は、水びたしの床にあおむけになって、くずおれるように──


「ちょっ……」


　一いつ瞬しゆんの混こん乱らん、


「月村さん！」


　峻護はすぐ立ち直り、少女に駆けよった。


　十代半ばの少年としては上出来な危き機き対たい処しよ能のう力りよくである。


　そのことを考こう慮りよすれば、狼ろう狽ばいゆえにいつもほど注意が回らなかったことを強く責せめるのは少々酷こくというものだろう。


　普ふ段だんなら絶ぜつ対たい気づくはずのことに、彼はこのとき気づかなかった。


　床は、水びたしであった。慌あわてて駆け出すのに不向きな程てい度どには。


　二歩目だった。


　ほんの刹せつ那な、重力方向が狂くるう錯さつ覚かくがあり、瞬まばたきひとつにも満たないあいだ空中を浮ふ遊ゆうし、とっさに突つき出した両手に衝しよう撃げきと痛いたみが走り、声を押おし殺してそれに耐たえ、そして気づいた時には、彼の目の前に──





　　　　＊





　……だから言ったんだ。同居なんてとんでもない。ひとつ屋根の下にいればちょっとした間ま違ちがいでこんな事になるのだ。


　こんなふうに、台所で女性を押し倒してしまうような形にだって、なることもある。


　まあいい。どこで生きていたって、どんなに注意していたって、事じ故こというのは起きてしまうものだ。この程度のこと、おたがいの理り解かいさえあれば無かったことにだってできるはず。


　だから。さあ。


　そこをどくんだ二ノ宮峻護。


　言い聞かせる。


　──言い聞かせるが、絶望的なまでに効こう果かがあがらない。


　二ノ宮峻護は、月村真由を押し倒した格好のままである。


　もういちど落ちついて考えてみる。


　要するに吊つり橋効果の一種だ。倒れている彼女を見た時の緊きん張ちようを、異性に対する感情と取りちがえているのだ。単にそれだけの話であり、こんな風にあれこれと葛かつ藤とうする必要など、少しも、これっぽっちもないのだ。


　──無む駄だだった。まったく説得力がない。


　まぶたを力なく閉とじている真由を見る。


　気づいていて、これまであえて気にしないようにしてきたのだが。


　むちゃくちゃかわいい。


　卵形の小ぶりな顔立ち。ほどよく通った鼻はな筋すじ。手入れなどせずとも完かん璧ぺきなラインをかたどる眉まゆ。つやのある桜さくら色の唇くちびる。


　そんな、トップアイドルでさえ剃刀かみそり入りの封ふう筒とうを送りつけたくなるような造ぞう形けいに加えて。


　うすい生き地じで仕立てられている夏物のワンピースは、水をふくんでぴたりと彼女に張はりつき、均きん整せいのとれたボディラインを際きわ立だたせている。それだけでも理性をふっとばすのに十分すぎる破は壊かい力りよくを有しているのに、とどめとばかり、下着にほどこされた刺し繡しゆうのパターンまで浮うき彫ぼりになっているのだからたまらない。どちらかといえば清せい楚そな印象をあたえる着衣と、思ったよりはるかに成せい熟じゆくした身体とのアンバランスさも、煩ぼん悩のうに激しく拍はく車しやをかけている。


　むしろ、いまだに正気を保たもてていることは奇き跡せきとさえいえた。


　そう、お前はいま、奇跡を起こしている──つぶやく。


　それだけのことをできる男が、あと一歩を踏ふみ出せないはずがない。


　このまま行けばどうなると思う？　『無残！　十六歳さいの凶きよう行こう！　踏みにじられた純じゆん潔けつ！』とかいう見出しがワイドショーのトップに躍おどる。モザイクと変声処しよ理り済ずみの同級生たちのインタビューは、口をそろえて『そんなことをする人には見えませんでした』だ。耐えろ二ノ宮峻護。退ひく勇気をもて。


　大きくひとつ、深しん呼こ吸きゆう。


　──そうだ。彼女の状じよう態たいは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。何より重要なのはそれのはず。


　あらためて真由を見る。


　呼吸が安定しているのはすぐわかった。不ふ届とどきな侵しん入にゆう者がいてそいつが彼女を昏こん倒とうさせたとか、そういうことではなさそうである。貧血か極きよく度どの疲労か──いずれにしてもしばらく安静にしていれば回かい復ふくするだろう。


　……まてよ。考えてみれば、それは外から見ただけの判はん断だんだ。熱を計はかり、脈を取ってみなければ実じつ際さいのところはわからない。


　そっと頰ほおにふれてみる。額ひたいじゃないのかって？　いいのだ、額だって頰だって変わりゃしない。すべすべしていてやわらかい──じゃなくて、うん、異い状じようはなさそうだ。


　しまった、うかつだった。こうして濡ぬれたままでは結局風邪をひくじゃないか。夏だからといって油ゆ断だんしていてはいけないのだ。ぜったいそうに決まっているのだ。服を脱ぬがすのは、あくまでも緊きん急きゆう避ひ難なん的な処しよ置ちであって、決して不ふ純じゆんな動機から来るものではない。他意などこれっぽちもない。十六歳の凶行とか、そんなこととはまるで無関係なのだ。もし彼女が意識を取り戻もどしたとしても、今は夜でここは雑ぞう木き林ばやしの小高い丘おか。ちょっとやそっと泣いたり叫さけんだりしたところでいやちがうそんなことは全然。


　けど本当に静かだ。物音といえば冷れい蔵ぞう庫このモーターが回る音に、かすかに届く虫の歌声、ハンディカメラが回る、ジー、というわずかなノイズ──


「…………」


　ジー、というノイズ。


「…………」


　押おし倒たおした格好のまま、そおっと振ふりかえる。


　台所の入り口のあたりでしゃがみこんでいる人物が、二人。


　ひとりは月村美樹彦。なにが楽しいのか、にこにこ顔でこちらの様子を見守っている。


　もうひとり、こちらは女性である。手帳サイズのデジカメを構かまえているのは彼女の方だ。セミロングの美人で年ねん齢れいは二十四、身長はたしか百七十五だったと記き憶おくしている。趣しゆ味みは弟いびりで、職しよく業ぎようは山やま師し。


　美人の名を、二ノ宮涼子という。


「…………」


　しばし、無言で二人を見くらべて、


「姉さん……」


「なに？」


「それと月村さん」


「僕のことはお義に兄いさんと呼よんでくれたまえ」


　無視し、


「そこで、なにを？」


「なにをって、見てのとおりだけど？　ねえ美樹彦」


「うん、見てのとおりだな、涼子くん」


　二人で頷うなずき合ってから、またこちらに向きなおる。夏休みの宿題にアサガオの観察日記でもつけているような格好で、じーっと興きよう味み津しん々しんの視し線せん。


「…………」


　とりあえず峻護が理り解かいしたのは。


　これからどうなるにせよ、今日起きた一連の騒さわぎについての説明くらいはしてもらえるだろう、ということであった。





　冷えた身体が今さらのようにくしゃみを吐はき出した。





　　　　＊





「生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しよう、という言葉は聞いたことがあるかな？」


　耳慣なれない単語でいきなり美樹彦に機き先せんを制せいされた。居い間まに戻もどってきてすぐ、峻護が口を開く前に、である。


　やむなく受ける、


「いや、初耳です」


「だと思う。まだ仮か称しようにすぎないし、ほかにもいろいろロクでもない事じ情じようがあって公おおやけにはされていないからね。そもそも生命元素などという代しろ物ものの明めい確かくな定てい義ぎづけも、その存そん在ざい証しよう明めいもなされていないわけだから」


　美樹彦はソファに浅く腰こし掛かけると、にこにことこちらに笑いかけてくる。


　姉はそのとなりでビールを片かた手てに静観の構え。峻護は、二人とテーブルをはさんで向かいあう形になる。


　真由は──どうなったか訊きく前に話を切り出されてしまったが、美樹彦が介かい抱ほうして客間にでも寝ねかせているはずだった。


「そのナントカ症と」咳せきばらいをしてから、「あなたたち兄きよう妹だいがうちで暮くらすことと、何の関係があるんです？」


「順を追って説明しよう。話は長くなるが、この件についてはよく理り解かいしてもらう必要があるからね。まずは、そうだな──」


　ふむ、と少し考え、


「峻護くん。人間が生命活動を維い持じするのに最低限必要なものといえば、なんだい？」


「──酸さん素そと水と、それに栄養と……」


「うん、そうだね。大まかにその三つをもって、我われ々われは生きていく上で消費するエネルギーをまかなっているわけだが。実はもうひとつ、必要不可欠なものがある。想そう像ぞうがつかないかな？」


　いきなり謎なぞかけ──試ためされているのか。考える。存在の証明がなされてない、定義づけがされていない、生命元素、


「ひょっとしてあれですか？　中国拳けん法ぽうとかに出てくる『氣き』とか。その類たぐいのものですか」


　美樹彦は、出来のいい生徒をほめる先生の顔をした。


「そう、それ。もっとも、定義づけがされてないだけあって他ほかにもいろいろな呼称がある。西洋魔ま道どうでは『オド』、インドのヨーガでは『プラーナ』……まあ僕ぼくとしては、『精せい気き』という呼びかたが一番しっくりくるんだが。


　いずれにしても意味するところはひとつ、『生命力の根こん源げんとなっている何か』ということだ。具体的にどんな作用でもって人体に影えい響きようするのかも、そもそもどの器官がその機き能のうをつかさどっているのかも不明だが──それが存在するということについては、これは間ま違ちがいない。たとえ現在の科学では証明不可能だとしてもね。また、人間がみずからの体内でそれを生成しているということ、それが不足すれば徐じよ々じよに衰すい弱じやくし、最終的には死にいたることも、これまた事実だ。


　さて、そこで最初の話にもどる。生命元素関連因子欠損症というのはつまり、生存に必要不可欠な生命エネルギーの生成・供きよう給きゆうをつかさどる機能に生来的な欠けつ陥かんをかかえている状態を指すわけだが。


　じつを言うと僕と妹が、その生命元素関連因子欠損症というやつでね」


「あなたと妹さんが……？」


　まだ話が見えないが、つまり、


「つまりあなたと妹さんは、普ふ通つうの人間なら誰だれでも持っている、人間が生きていく上でなくてはならない機能に支し障しようがあると？」


　とすれば、


「じゃあ、どうやって生きてるんです？」


「そう、そこだよ」


　美樹彦が身を乗り出す。


「生命元素関連因子欠損症と仮称されている症しよう候こうは、まあ名称から想像できるとは思うが、ある種の遺い伝でん的形質からくるものでね。とはいえどのような条じよう件けんを満たせばこの遺伝形質が発はつ現げんするのか、そのあたりのことはいまだ不明のままだ。


　確たしかなのは、この症候がアルビノなどの突とつ然ぜん変へん異いとは別物だということ。この遺伝子がヒトゲノムに組みこまれたのは千年や二千年程度の昔ではなく、ヒトがまだヒトではなかった数万年前、あるいはそれ以上の過か去こにまでさかのぼる話であること。長いヒトの歴史の中で、この遺伝形質を発現していた者が少なからずいた、ということだ。


　いうまでもなく、この遺伝形質を発現することは大きなハンデだ。度合いには個こ人じん差さがあるにせよ、発現してしまえばまず長生きはできなかっただろう。本来なら自然に淘とう汰たされていくところだったんだろうが──


　時に、ヒトのカラダには適てき応おう能力というものがある。生命というやつは恐おそろしく意い地じ汚きたないもので、生存するという単たん純じゆん至し上じようの目的のためにはいくらでも反はん則そく技わざをやってのける。身体機能に多少のハンデがあってもどうにかしてしまうのだな。全ぜん盲もうの人間が常じよう識しきでは考えられないほど聴ちよう覚かくを発達させているとか、よく聞く話だろう？　そして生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しようは、何万年もの歴史をもつ由ゆい緒しよ正しいハンデだ」


　美樹彦、生徒を試ためすような目。


「……つまり、進化したということですか。生命エネルギーの不足を補おぎなうための、何らかの手段をもつように」


　出来のいい生徒をほめる、先生の顔。


「それで、どんなふうに進化したんです？」


「なに、ごくシンプルな発想だよ。自分のカラダの中で作れないのなら、外から補ほ給きゆうするまでさ。他の人間から直ちよく接せつ、ね」


「直接、ですか」


　眉まゆをひそめる。なにやら、話の雲行きが怪あやしくなってきた気がする。


「だが発想するのは簡かん単たんだが、」美樹彦はさらに言葉を重ねる。


「なにしろ相手は精せい気き──生命エネルギーだ。目に見えるものでも手で触ふれられるものでもなく、現代科学をもってしても解明できない代しろ物もの。人体から人体へ、そうそう簡単に受け渡わたしができるわけじゃない」


「そう──でしょうね」


「いくつか条件を満たす必要がある。まず、精気の提供者ドナーは異い性せいであること。ほどほどに若わかく、できるだけ健康であることが望ましい」


「…………」


「そして受け渡しの方法。直接受け取るわけだから、当然相手との接せつ触しよくを必要とする。また接触の箇か所しよは送り出す側、受け取る側それぞれ、もっとも生命力に満ちあふれた器官をもちいる」


「…………」


「『生命力に満ちあふれた器官』とは、より人間の胎たい内ないに近い部分、実じつ際さい的には人体の粘ねん膜まく部分に相当する。従って必然的に、精気の授じゆ受じゆは人体の粘膜部分を介かいした交接によらざるをえない。そして特に送り出す側については、精気の授受を円えん滑かつにとりおこなう必要性から、その際はある種の興こう奮ふん状態──精気の循じゆん環かんが活発な状態にあることが望ましい」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　あわててさえぎる。異性であること、粘膜部分、交接、興奮状態、


「それはつまり──」


「君の想像しているとおりだよ、峻護くん」


　にこにこと、美樹彦。


　思わず生なま唾つばを飲みこむ。それはつまり、そういうことなのだろうか。しかしそれではまるで──


「そしてまた当然の帰結として、生命元素関連因子欠損症の人間は、精気の提てい供きよう者しやとしての異性を確かく保ほする必要から、異性の関心を引くためのあらゆる要素を遺伝形質的に具そなえている。具体的には、異性をとりこにする容よう姿し、異性を悦よろこばせる各種の技ぎ巧こう、異性を問答無用で魅み惑わくするフェロモン、といったところだ。加えて生命維い持じの観点からだろう、異性に対して極きわめて強いモチベーションを保持しつづけるべく性格づけられている」


「…………」


「まあ有あり体ていに言えば『女たらし』『男たらし』ということになるが。ちなみに僕はそういう自分の特質を有効に生かす仕事に就ついている」


　それも──想像がつく。


　が、いま峻護が考えているのは別のことだ。


　美樹彦の話を総合する。


　生命エネルギーを異性から吸いとる者。どうあっても異性をひきつける、魔ま性しようともいうべき魅惑。これまでの説明とぴったり合がつ致ちする、空想上の存そん在ざいがありはしなかったか。


「──あの、それっていわゆる『サキュバス』とか『淫いん魔ま』とかいうやつじゃ……？」


「おお、なんだ、知っているのか。なら話は早い。もっともサキュバスというのは女性の『淫魔』のことを指す言葉でね。僕のような男性型の場合はインキュバスなどと呼んで区別するんだが──まあ呼びかたはどうでもいい。つまり、僕と妹はそれなんだ」


「いや、でも程てい度どの差はあれ、そんな人間どこにでもいるでしょう？　たらしで、異性にやたら好かれる人間なんて、ざらに……」


「そう、ざらにいるんだよ。そもそもこの症しよう候こうは、発症してもこれといった自覚をともなわない場合が多い。自分が『淫魔』であると気づかずに生きている連中はそこらにゴロゴロしている。基き本ほん的に治ち療りようを必要とするような症状ではないんだから、それも当然といえば当然だ。生命エネルギーの維持に必要なことは本能が知っている。その本能にしたがって生きていれば生命維持に支し障しようをきたすこともない」


「なるほど……」


　たらしの人間がやたらと異性を追っかけまわすのは、そういうわけか。


「それに生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しようは、ある程度の年ねん齢れいに達しないと発症しないものでね。つまり、子こ供どもの時はそういうことをしなくてもいいわけだ。逆ぎやくに老境に至るようになると、生命維持に必要な精気の量が少なくなって、この場合もやはりそういうことをしなくても済すむようになる」


　おおよそ、わかってきた。


　生命元素関連因子欠損症、生命エネルギー、サキュバス──キーワードが整然と思考のテーブルにならんでゆく。


　月村真由のことを思う。


　ということは、彼女もそういうことをして不足する生命エネルギーを補おぎなっている、ということなのか？　そうなのか？


　彼女がサキュバスであるということは、ある意味では大いに納なつ得とくできる。そのことは実体験から嫌いやというほど思い知った。たしかに彼女には、魔性としか言いようのない魅惑を漂ただよわせる瞬しゆん間かんが何度もあった。


　しかしどうも腑ふに落ちない。


　彼女がそういうことをしているように見えるか？　否いなだ。


　まして彼女が『サキュバス』だとすれば、当然『男たらし』という属ぞく性せいもついてくるはずなのだが──どうみてもそんな感じではない。


　それどころか峻護の印象では、彼女は男たらしというよりむしろ──


「さて、ここからが本題、妹の話なんだが、」


　空想上の存在だったはずの男はソファに座すわりなおすと、


「その前に訊きいておきたい。今日一日、この家での真由の様子はどうだったかな？」


「妹さんの様子、ですか」


　望まれるままに彼女の言動を話して聞かせると、美樹彦は機き嫌げんよさそうにあごをなで、


「なるほど料理の手伝いか。真由がそんなことを……どうやら早さつ速そくいい影えい響きようが出ているようだ」


　ひとりで勝手に納得し、


「それともうひとつ訊いておこう。一いち応おうの確かく認にんなんだが、君は先ほど真由の肌はだに触れていたね？」


　できればうっちゃっておきたいことを突ついてきた。


「……ええ。でもあれは、」


「いや、今は別に君の行こう為いそのものについてどうこう言うつもりじゃなくてね」


　弁べん解かいをはじめようとする峻護を手で制せいし、意外なことをたずねてきた。


「君、身体からだのほうは何ともないのかい？」


「は？」そういえば彼女も同じことを、「いえ、別に何ともありませんが」


「本当に、まったく何も？」


「はあ」そこまで言われて少し考え、


「まあ今日一日いろいろありましたから、それなりに疲つかれてはいますけど……？」


「ほう、これはおもしろい」美樹彦はますます機嫌をよくし、「どう思う？　涼子くん」


　はじめて姉に話を振ふった。


「まあ峻護も一いち応おう、二ノ宮の人間だから」


　ビールをちびちびやりながら、涼子。


「ふむ。なるほど」


「……すいません、こっちにもわかるように話してください」


「いや、本来なら君がこうしてここに座っているのは不ふ可か能のうだ、という話なんだがね。まあそう急せかさずともこれから事じ情じようは聞かせるよ」


　はっはっはと笑い、


「さっきも言った通り、妹は僕とおなじく生命元素関連因子欠損症の発症者──つまりはサキュバスなんだが」


　一いつ拍ぱく、そこで美樹彦は間を置き、


「実を言うと真由は発症してから今日まで、自力で精気を補ほ給きゆうしたことは一度もない」


「……え？」


「というのも妹はちょっと風変わりなサキュバスでね。本来ありえないはずの事なんだが、彼女は」


　にこにこ笑いながら、告げた。


「男性恐きよう怖ふ症しようなんだよ」


　──ああ。


　なるほど。


「しかも問題はそれだけじゃなくてね。僕の見立てでは、これは妹の男性恐怖症に大きく関連したことなんだが──


　今も話したように、僕らは異い性せいから精気を吸きゆう引いんする能力がある。ただしこれには様々な制せい約やくがかかる。また巷こう説せつで言われるように、提供者の精気を根こそぎ奪うばうような真ま似ねはできない。そこまで相手に干かん渉しようできる能力はないんだ。能力をコントロールして目め一いつ杯ぱい吸引したとしても高が知れている。


　ところが、妹はその常じよう識しきにあてはまらない。


　まず第一に、彼女の能力にはほとんど制約らしい制約がかからない。唯ゆい一いつ『異性に対して接せつ触しよくした時のみ能力を発はつ揮きできる』という縛しばりがあるだけで、あとは粘ねん膜まく経けい由ゆがどうとか興奮状態がどうとかなんてお構いなしだ。眠ねむっている時でさえ関係ない。おたがいの肌がちょっと触ふれあっただけでも能力を発動させることができる。


　第二に、彼女の吸引能力は常じよう軌きを逸いつして高い。普ふ通つうであれば最大限に吸引しても提供者に一週間程てい度どの倦けん怠たい状じよう態たいをもたらすのがせいぜいだが、妹の場合はケタが違ちがう。相手の手を握にぎっただけで失神させることもできる。


　第三に、彼女は自分の能力をまったくコントロールすることができない。男性恐怖症が関係しているらしいというのはここなんだが──どうも吸引能力が、異性に対する過か剰じような防ぼう衛えい反はん応のうとして機能しているフシがある。男が妹に触れた途と端たん、自動的に吸引能力が発動することになる寸すん法ぽうだ」


「……ということはつまり──」


「真由に触れた男はその場で卒そつ倒とうすることになるな」


　──ああ。


　なるほど。


　それで、『さわらないで』なのか。


「問題はまだあってね。説明した通り、妹は異性に触れただけで精気をほとんど際限なく吸引することができるんだが──ところが不都合なことに、これを吸収することがまったくできないんだ。まあ、もともと外皮というのはそういうことに用いるには不向きにできているようでね。こと真由の場合は、どれだけ吸引してもだだもれになってしまう」


「それは……」


　相当に厄やつ介かいだ。美樹彦の言うとおりなら、たしかに自力で生命エネルギーを補給することなどできそうにない。


「でもそうなると──」峻護は疑ぎ問もんを呈ていした。「妹さんはどうやって生命エネルギーの不足を補ってるんです？」


「うん、まあ全く方法がないわけでもなくてね。真由については、僕がみずから精気を分け与あたえている。肌はだを重ねあうことでね」


「はあ、肌を、ですか」


　肌を重ねる……肌を重ねる？　肌を……肌を──


「ちょっ、」


　天てん啓けいのごとく、ある非ひ倫りん理り的てき結けつ論ろんが峻護の意識野にひらめいた。


「そ、それってまさか近親相か」


　最後まで言うことはできなかった。


　いつのまにか──本当にいつのまにか間合いを詰つめていた美樹彦のボディアッパーが、深々と峻護のみぞおちを抉えぐっていたからである。


「やれやれ、困こまった男だな君も。そういう単語をみだりに口にしてはいけない。……わかるね？」


　美樹彦のささやきをどこか遠いところで聞きつつ、必死でこくこくとうなずく。


「そう、それでいい」


　言って、美樹彦はテーブルの外がい縁えんを悠ゆう々ゆうと回り、ソファへと戻もどっていく。


　飛びそうになる意識をかろうじて繫つなぎとめながら、峻護は思った。


　昼間の一件もあるし、ある程度想像はついていたが。確信した。


　月村美樹彦という男──この事態にも平然とビールをなめている姉と、同じ人種だ。


「誤ご解かいのないように言っておくが」


　何事もなかったように美樹彦は話を継つぐ。


「真由とは文字どおりの意味で肌を重ね合わせるだけだ。そうすることで彼女に生命エネルギーを分けあたえている。僕はインキュバスということもあって、生命エネルギーを扱あつかうすべに多少は長たけているから、まあそういう真ま似ねもできるわけだ。


　だけどそれはしょせん対たい症しよう療りよう法ほうでしかない。今日、真由が気をうしなって倒たおれたろう？　あれは、はじめての家でしかも異性と二人きりという極きよく度どの緊きん張ちよう下かにおかれ、急激に精気を消費したことによるものだが──普通のサキュバスのようにちゃんとした手順で普段から精気を補ほ給きゆうしていれば、そんなことにはならないんだ」


「とまあそういう事じ情じようで、ここらでひとつ根本的な解かい決けつをめざそう、ってことになったわけ」


　はじめてそこで姉が口をはさみ、美樹彦が相づちをうつ。


「そのためにはつまるところ、男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくする以外にない。ほかの手も八方尽つくしてみたんだが、どうも効こう果かがあがらなくてね」


　ふたたび姉、


「そして男性恐怖症を克服するための手段もただひとつ。できるだけ多くの男どもと関かかわりをもつことで、恐怖心を馴ならしてしまうこと。一種のリハビリね」


「もともと見込みは十分にあるんだ。ここを勘かん違ちがいしてはいけないんだが──妹は男に恐怖心を抱いだいてはいるが、かといって男を嫌けん悪おしているわけではない。そのあたりはごく普通の女の子と変わらないんだよ。同じ年とし頃ごろの子が異性に抱く関心はあの子も当然もっている。きっかけさえ摑つかめれば──」


「話を聞いた限かぎりでもいい影えい響きようが出始めてるみたいだし。しかも好都合なことに、あんたにはどうやら真由ちゃんの吸引能力に対する耐たい性せいがあるみたいだから」


「そんなこんなの経けい緯いで、真由は箱入りで籠こもりがちの寄き宿しゆく舎しや生活をやめて──」


「保ほ護ご者しやの美樹彦ともどもウチに越こしてきたわけ。わかった？　峻護」


　わかった。


　自分はつまり、リハビリのための当て馬ということか。


　そのことは、まあ、いい。月村真由の事情も同情に値あたいする。なにかしらの手助けをするのもやぶさかではない。


　しかし、である。


　そのために同どう居きよ、ということになれば話は別だ。


「事情はわかったよ。でも言っておくけど、おれは同居なんてことには絶ぜつ対たい」


「言っておくけど峻護、拒きよ否ひできるなんて思わないことね」デジカメの液えき晶しよう画が面めんを弟に向け、「こういうことしておいて今さら、ねえ？」


　その画面に再さい生せいされているのは他ほかでもない。ひとりの少年が煩ぼん悩のうに屈くつしていくさまを克明に描えがき出した、ピュリッツァー賞もののドキュメンタリー映像である。


「そ、それは不ふ可か抗こう力りよくだったんだ！　おれは──」


「醜みにくい居い直なおりね。その不可抗力でキズモノにされた側は、あんたのそのセリフを聞いてどう思うのかしら。ねえ、美樹彦？」


「うむ。彼の心無い発言に、被ひ害がい者しやの兄として深く傷きずついた。彼には反省の色が皆かい無むであるとみなさざるをえず、したがってこちらとしては法的手しゆ段だんに訴うつたえるより他ないな。悪くとも無期にまでは持ちこむつもりだ」


「そんな、どうみたってそんな厳げん罰ばつには──」


「まあ君がどう考えるかは勝手だが、僕は僕の持てる力すべてでもって君の人生を台無しにしてあげよう。近ごろはちょうど僕も退屈していたところだ。暇ひまつぶしに丁ちよう度どいい。いや、話しているうちに段々そうしたくなってきたな。むしろ積極的に」


「美樹彦。この映像を真由ちゃんに見せる、っていう手もあるけど？」


「ううむ。グッド・アイデアだ。ああいう性格の妹だ。君が寝ね込こみを襲おそうような卑ひ劣れつ漢かんだと知れば、どんな反はん応のうをするだろうね？」


「だからあれは不可抗力で──」


「ここに映っているものがすべてだ。ちなみにもしそうなった場合、僕は可能な限り君の不利になるような証しよう言げんをするつもりだ。そこのところよろしく」


「あら、どうしたの峻護？　情なさけない顔しちゃって」


「涼子くん、どうやら彼は快かい諾だくしてくれたらしい。僕たちの誠せい意いある交渉ネゴシエーシヨンが実をむすんだようだ。


　さて峻護くん。明日から妹は君と同じ高校に転入する運びとなる。クラスも同じになるよう、手配しておいた。多くは言わない。君の善ぜん処しよに期待する。


　そう、ひとつだけ補ほ足そくしておこう。妹はサキュバスであるということに──『男たらし』であることが当然であるように生まれついたことに、ひどいコンプレックスを持っている。これもサキュバスとしてはちょっとありえない事なんだが、彼女はひどく純じゆん情じようでね。その点にもよく配はい慮りよしておいてくれたまえ」


「話はこれで終わりよ。……あーあ、もうこんな時間になっちゃった。峻護、おなかすいたわ。さっさとごはんにして」


「峻護くん。君の料理の腕うで、なかなかのものと聞いている。期待しているよ」


「さあて、じゃあわたしは久ひさしぶりにウチのお風ふ呂ろにでも入ってこよっかなー」


「それじゃあ僕は真由の様子を見てくることにしよう。いやいや、彼が話のわかる男でよかった」


　がっくりと膝ひざをつく峻護を尻しり目めに、ふたりの悪あく魔まは笑いさざめきつつ居間をあとにする。





　──始まりの終わりは、およそこんなところであった。




　其の二　サンドバッグな二ノ宮くん







　追いかけっこをしている。


　相手はまだ年とし端はもいかない女の子であり、峻しゆん護ごもまたチビすけのガキであるらしい。


　峻護は無む邪じや気きに笑っている己おのれを自覚する。女の子もまた屈くつ託たくなくはしゃいでいるようだ。


　追いついた。


　つかまえたっ、と言って女の子の手首をつかむ。


　すると力の入れかたを誤ったものか、女の子は大きくバランスをくずしてしまう。


　とっさに手をひく。ふたりしてもつれあうように転がる。


　痛いたみにうめきつつ目をあけると女の子が馬乗りになっている。


　こちらをじっと見つめている。


　その無事にほっとする間もない。


　一いつ瞬しゆんで魅み入いられる。


　……ね、ちゅーしてもいい？　と言ってくる。


　──えっ、だ、だめだよ、そんなの、と言う。


　どうして？


　だ、だって。


　わたしのこときらい？


　そ、そんなことないよ。


　じゃあ、しようよ。


　そ、そういうのはおとなになってからすることで。





「でも二にノの宮みやくんはきのう、わたしを押おし倒たおしたじゃない」





「え？」


　女の子が月つき村むら真ま由ゆのかたちをとった。


　水にすけたワンピース姿すがた、うるんだ瞳ひとみ、ほんのりと染そまった頰ほお。


「ち、ちがう、あれは仕方なかったんだ、そもそもあれは──」


「だから、こんどはわたしが押し倒す番」


　頰に添そえられるやわらかい掌てのひらの感かん触しよくが、うすく閉とじたまぶたが、近づいてくる桜さくら色の唇くちびるが──
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　自らの絶ぜつ叫きようで峻護は目をさました。


　布ふ団とんをかなぐりすてて跳はね起き、顔をぺたぺた撫なでまわして無事を確かく認にん、首をぎゅんぎゅんまわして周囲を確かく認にん。


　丘おかの上に建つ洋館の、見み慣なれたわが部屋である。スチールの机つくえ、飴あめ色いろの古ふる簞だん笥す、天てん井じよう近くまである書しよ棚だな。


　それらの調度を順に見やり、ようやく峻護は長々と吐と息いきした。


（……夢ゆめにまで出てくるか）


　よくない傾けい向こうだった。月村真由という少女を意い識しきしすぎている。


　肌はだ着ぎに触ふれると、じっとり湿しめり気を帯びていた。窓まどを見れば夏の朝日がカーテンの隙すき間まから差しこんできている。とはいえ、この汗あせの量はそのせいばかりでもない。


　ふう、ともういちど息をつき、気を引きしめる。


　同い年の女の子と一つ屋根の下になろうと。


　その子がいかに魅力的で無む防ぼう備びだろうと。


　自分が自分であることに変わりはない。


　二ノ宮峻護は、男子として節度ある行動をとる。それだけだ。


　あらためて自分のあるべき姿を確認すると峻護は満足げにひとつ頷うなずき、朝の仕事に取りかかる。


　布団の片かたづけ、着き替がえ、洗せん面めん──よどみなくてきぱきとこなしてゆく。


　廊ろう下かを往ゆきながら伸のびた庭の芝しば生ふを見やって、そろそろ手入れしようと心に決める。


　玄げん関かんを開け放ってあたりをざっと掃はき清め、ポストから朝ちよう刊かんを抜ぬいて居い間まのテーブルの上に投げおくと、せっかちなセミが早くも庭先でがなり声を上げはじめた。


　それをＢＧＭに、愛用のエプロンを着き込こんで台所に立つ。炊すい飯はん器きがいい香かおりをあげる中、煮に干ぼしと削けずり節を鍋なべにかけ、豆とう腐ふの賽さいの目切りとネギの小口切りをそれぞれ十秒で済すませ、グリルにアジの干ひ物ものをならべて第一段だん階かい終しゆう了りよう。


　あとは朝食の準じゆん備びを火の機き嫌げんにゆだね、食堂のテーブルに食器をそろえ、それが終われば板張り部分の床ゆかをモップがけ。


　部屋数二十を超こす屋や敷しきを普ふ段だんから一人で切り盛もりしているだけに、その手て並なみには職人のそれを髣ほう髴ふつさせるものがある。


　モップで集めたチリを片づけるついでにゴミ箱の中身を集めてまわり、台所にもどってアジの干物を裏うら返がえし、だしがらを取り出した鍋に具を入れて、次いで浴室に足をのばし、脱だつ衣いかごをかかえて洗あらい場に向かい、洗せん濯たく機きのスイッチを入れて水をためつつ、かごに手を入れて洗濯物を放ほうりこみ、放りこみ、


　流れるように作業をこなしていた峻護の動きがとまった。


　注意不足だった。


　彼の手は触れるべきでないものに触れていた。いや、しっかりと握にぎりしめていた。


　白い布ぬのキレである。


　たかが布キレではあった。しかし、されど布キレでもある。


　そして重要ないくつかの事実。


　まず、デザインが控ひかえめでおとなしい。姉はこんな生ぬるいものを着用しない。


　次いで発見時の状じよう況きよう、しわの具合から、『使用後』であることは明らかだ。


　そしてたしかに昨日、彼は見た。夏の雲のように目にあざやかな白だったはずだ。そう、今まさに彼が手にしているような──


　おちつけ。うろたえるな。峻護は自分に言い聞かせる。


　節度を忘わすれるな、節度、節度……


　これは、そう、やはり姉のものだろう。月村真由は精せい気きを消しよう耗もうしすぎた影えい響きようか、昨晩ゆうべはずっと臥ふせっていたはず。今朝もまだ姿すがたを見ていない。とすれば、彼女に着替えをする時間はなかったことになる。


　大きく、安あん堵どの吐息をつく。


　うん、やはりこれは姉のものであると推すい定ていするのが自然──


「わたしのじゃないわよ、それ」


　唐とう突とつな声。うしろから。


「──い、いきなりしゃべりかけるなよ姉さん！」


「さっきからずっと見てたわよ」


「だ、だったら──いつも言ってるだろう、気配を消して背はい後ごに立つのはやめてくれ！」


「気づかないあんたが未み熟じゆくなんでしょ」


「それになんでおれの考えてることがわかったんだ！」


「ぶつぶつ声に出してたくせに勝手なこと言ってんじゃないの」


　やれやれ、とわざとらしく嘆たん息そくし、峻護の手元を見、


「……真由ちゃんのを盗とるのはやめなさいね？　欲ほしいのなら、わたしのをあげるから」


「誰だれが！」


　声の限かぎりに叫さけぶが、どうやら涼りよう子こには届とどいてないようだった。


　踵きびすを返す姉を見送り、舌した打うちしてから、ふと疑ぎ問もんが生じる。


（まてよ。これが姉さんのではなく、月村真由のものだとして。なら、いったい誰がこれをここへ？　美み樹き彦ひこさんか？　彼女が寝ねているあいだに着替えさせて……ありえない話ではないが。しかしいくら兄きよう妹だいとはいえそこまでやるだろうか……）


　彼は失敗を犯おかした。くだらないことを考える前に危き険けん物ぶつから手を離すべきだった。


（だが他ほかに可か能のう性せいはない。よし、認にん定ていしよう。この物件はたしかに──って、だからどうした。だからなんだというんだ二ノ宮峻護。男子としての節度はどこへいった。おちつけ。中身が入ってるわけじゃない。ただの布キレなんだ。綿めん八十％、ポリエステル二十％の繊せん維い製せい品ひんにすぎない。質しつ素そなものだ。いや、質素かどうかはどうでもいい。問題は──）


　不意に。


　第六感に近い部分がある感覚を捉とらえる。


　背後に、また人が立つ気配。


　心しん臓ぞうがロデオをはじめる。


「──ち、」振ふり返りつつ、「ちがうんだ、これは、姉さ──」


　弁明を試みようとして固まった。


　ロングヘア。パジャマ姿。


　真由だった。


　最悪だった。


　ああやっぱり着替えていたんだ彼女、などと思う余よ裕ゆうはない。


「ご、誤ご解かいなんだ。これは下着を構こう成せいする素材のチョイスがどのようなフィット感をもたらすかを使用後の形状から判はん断だんしようとするリサーチであって、純じゆん粋すいな学術的好こう奇き心しんからとった行動であって──」


　舌したが回転するのにまかせた、言い訳わけと呼ぶのもおこがましい単語の羅ら列れつ。


　切せつ腹ぷくでもしたい気分だった。


　が、神は彼に慈じ悲ひを与あたえたもうた。


　遅おそまきながらそれを知り、峻護は拍ひよう子し抜ぬけする。


　あらためて真由を見る。


　半開きのまぶた。焦しよう点てんのあやしい瞳ひとみ。


　両足で立ってはいるものの、どこか宙ちゆうに浮ういているような──


　どこからどうみても、完かん膚ぷなきまでに寝ぼけている。峻護の所業を見ていた様子も、その弁解を聞いていた様子もない。


　ほっと胸むねをなでおろす──のはまだ早かった。


　あらためて彼女の格かつ好こうを視し認にんし、ぎくりとする。


　パジャマの上着は、みぞおちのあたりが見えそうなところまでボタンが外れている。おまけにそこからのぞく胸むな元もとと、着き崩くずれしてあらわになった右肩かたから、『つけていない』ことは明らか。


　また心臓がロデオ。


　しかも。


　ぽえー、と峻護を見つめていた真由、その顔が徐じよ々じよに笑えみこぼれていったかと思うと、


「……あー、しゅんごくんだあ」


「は？　って、うわっ」


　いきなり抱だきついてきた。


「ちょちょちょちょちょっと月村さん？」


「えへへー」


　ごろごろとノドを鳴らしている。頰ほおを胸元にあてがってすりすりしてくる。やわらかくて、そのくせ不思議な張はりのあるカタマリがふたつ、みぞおちのあたりに過か激げきな挑ちよう発はつをしかけてくる。酷こく使しに耐たえかねた心臓が悲鳴をあげる。あえなく理性が焼き切れかけ、すんでのところで踏ふみとどまる。


　が、長くは保もたなかった。


　腰こしに回された真由の腕うでに力がこめられる。強く、それでいて優やさしく。異い性せいを悦よろこばせる各種の技ぎ巧こう、という誰かのセリフが一いつ瞬しゆんだけ頭の片かた隅すみをよぎり、ふにふにであたたかな感覚がすぐにそれを呑のみこんで、


　気づいた時には、


　手が、


　勝手に、


　彼女へ、


「ちょっと峻護。アジの干ひ物もの焦こげてるじゃない」


　背中から声。


　ぴし、と音をたてて彼の世界は石化。


「鍋なべの出だ汁しもそろそろ蒸じよう発はつするわよ。それともあれって、新作の煮に込こみ料理かなにか？」


　弟のおいたなぞまるで気にとめた風もなく、姉はなおも言い立てる。


「そうじゃないんならさっさと仕事の続きをしなさい。ったく、いくつになってもトロいんだから」


　やれやれ、と大げさにため息をつき、背を向ける。


　かと思ったら、


「そうそう。結ゆい納のうなんかの段だん取どりもあるんだから、そのつもりがあるなら早めに言いなさいよね」


「誰だれが！」


　石化が解とけて反はん射しや的にさけぶが──


　姉は見向きもせず、今度こそスタスタと行ってしまった。


　ちがうんだ姉さん、さっきのはともかく今回のは彼女のほうから──と言いたいところをぐっとこらえる。現げん場ばを押おさえられてしまっては何を言ってもむなしい。それに、姉によって結果的に救われたのも事実である。


「ふう……」


　どうにか正気を取り戻もどせた。知らず、吐と息いきがもれる。


　と、不意に。


　猫ねこに顔をすり寄よせられているような感かん触しよくが、ぴたりと止まった。


　目線を胸元に向ける。


　つむじがそこにある。ほおずりする途と中ちゆうのまま、横向きに固定されている。長い髪かみの間からうなじが覗のぞいていて、冷や汗あせらしきものがひとすじ流れたのが見えた気がする。


　おそるおそる、といった感じで顔が上に向けられる。


　まだ状じよう況きようを理り解かいしていないような──というよりすべてを悟さとった上で、現げん実じつ逃とう避ひを試みているような瞳ひとみ。


　心を鬼おににして声をかける。


「おはよう」


「…………」


　現実を突つきつけられたのか、表情が凍とう結けつ。


「そろそろ、離はなしてもらえないか」


「…………」


　ぼっ、と顔に火がつく。


「月村さん？」


「……すっ」


　ぱっと跳とびすさって、


「すいませんすいませんすいませんすいません！」


　二秒間できっかり四度、起き上がりこぼしの早送りのように頭を下げると、脱だつ兎とのごとく走り去る。


　ごづん、ごづんと、どこかにぶつかる鈍にぶい音が立て続けに聞こえ、それもすぐに消えた。


　あとには、なんとも微び妙みような空気とセミの声。


「…………」


　ひたいに手をやる。十分な睡すい眠みんをとったはずの体が、早くも疲ひ労ろう感を訴うつたえはじめていた。
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「ふむ、うまい」


　おみおつけの椀わんに口をつけた美樹彦が感かん嘆たんの声をあげた。


「ちゃんと手間をかけてダシをとってある。味み噌そも由ゆい緒しよある蔵くら元もとの手仕込みものと見た。若わかいのになかなか感心なことじゃないか」


「……どうも」


「真由はどう思う？　峻護くんの料理」


「え？」早くもこの家の空気に溶とけこんでいる兄とは対照的に、ガチガチな所作で箸はしを動かしていた真由、あわてて、


「はい、ほんと、すごくおいしいです。わたしこんなの作れません。すごいと思います」


「……どうも」


　つとめてそっけなく返事をする。真由のほうも彼と目を合わせようとしない。ただでさえ男性恐きよう怖ふ症しようなのだし、さきほどの『ニアミス』の件けんがある。当然の反はん応のうだろう。


　峻護とて彼女を正せい視しする気にはなれない。不幸な偶ぐう然ぜんが積み重なった結果とはいえ、寝ね込こみを襲おそうような形になってしまった相手なのだ。


　いや、もののたとえにしても『寝込みを襲った』などというべきではないか。あくまでもあれは事じ故こなのだから──


「涼子くん」美樹彦、次は姉に向かって、「君はどう見る？」


「どう見るって、何が」


「料理の腕うで前まえさ。峻護くんの」


「未み熟じゆくね」


　ただのひと言。


「はっはっは、君も手て厳きびしいねえ」


「だって本当なんだもの。何年修しゆ行ぎようしてもこの程てい度ど。こまったものだわ」


「…………」


　事実であり、また相手が姉であるにしても。


　そこまで言われれば面おも白しろくない。


　焼き海の苔りにご飯をつつんで口に運びながら、


「だったら自分で作ればいいじゃないか。姉さんの料理なんてもう何年食べてないことやら。どうせ腕だって鈍なまってるだろうに」


　つい、愚ぐ痴ちが出た。


　報ほう復ふくは迅じん速そくだった。


「ねえ真由ちゃん」


「はい、なんですか」


「唐とう突とつなことを聞くようだけど」


　満面の笑えみをたたえて、


「寝込みを襲う男って、どう思う？」


　ぶっ。


「……はい？」


「もしも、よ？　もしもの話なんだけど」


　米こめ粒つぶを鼻から逆ぎやく流りゆうさせている弟を尻しり目めに、


「あなたが眠ねむっている時とか、そうね、あとは気を失っている時とかに──心無い男に襲われて、手ごめにされちゃうの」


「ううむ。その輩やから、男の風上にも置けないな。断だんじて」


「でしょう？」合いの手を入れる美樹彦にしみじみと同意し、


「真由ちゃん、あなたはそいつに無理やりモノにされるの。煩ぼん悩のうに屈くつしたそいつの欲よく望ぼうのはけ口にされるの。あなたの知らないうちに、同意もなにも無しで。横たわっているあなたの上に、そいつは四つん這ばいになって覆おおいかぶさって──」


　抑よく揚ようたっぷりの語り口で綿めん々めんと続くそのささやきは、脳のう裏りにありありとその情景を思い描えがかせる。そう、まるで本当にあったことだと錯さつ覚かくしてしまうほどに──


　真由は箸を止め、テーブルの上に視線を固定したまま、涼子の話わ術じゆつに搦からめ捕とられている。


「目がさめた時にはあとの祭り。あなたは身も心も汚けがされているの。失ってはいけないものを永えい遠えんに失っているの。もしもそんなことになったら──どう思う？」


　冷や汗と脂あぶら汗あせが入りまじって、峻護の背中を伝ってゆく。


「わたしが──」


　消え入りそうなつぶやき、


「わたしが、もしそんなふうに──」


　ちら、と声の主をうかがう。


　首を吊つりたくなった。


　純じゆん情じようすぎるサキュバスは今にもこぼれそうなほどに涙なみだをため、と思ったらくしゃくしゃに顔を崩くずし、


「あらら、ごめんね、ごめんね、へんなこと聞いちゃって。そうよねえ、女のコがそんなことされたらねえ」


　肩かたを抱だき、おおよしよしと頭を撫なでる涼子。


「す、すいません、変なところお見せしちゃって」すん、と洟はなをすすり上げ、「想そう像ぞうしたら、つい……」


「いいのいいの、こっちこそごめんなさいね。ところで、」


　姉はデジカメを取り出して──持ち歩いているらしい──真由に示しめし、


「こんな面おも白しろい映像があるんだけど、ちょっと見てみない？」


「待った。ストップ」


　峻護はあえなくタップした。


「姉さん、おれが悪かった」


「は？　悪かった、って何が？　あんた何かしたの？　だったらここで言ってみたら？　洗あらいざらい全部。そのほうがすっきりするかも知れないわよ？」


「……勘かん弁べんしてください」


「あら、そう？　まあ無む理り強じいはしないけど」


「…………」


　二ノ宮涼子に逆さからった者の末路は、かくのごとしである。


「あの、ところで」真由が目元をぬぐいながら、努めたふうに明るく、


「この朝食って、ぜんぶ二ノ宮くんが作ってるんですよね……？」


「そうよ」と涼子。


「朝食だけじゃなくて、家事全ぜん般ぱんは峻護の仕事。十六にもなってタダメシ食らいの居い候そうろうなんだから、そのくらい当然。ああ真由ちゃん、あなたはいいの。あなたは別」


「でも、」めずらしく食い下がり、


「わたしたち兄きよう妹だいがお世話になると、仕事の量がぜんぜんちがってくると思うし──」


「あーいいのいいの、そんなのぜんぶコイツにやらせとけば。むしろ女王様にでもなった気で、好きなだけこき使ってやって」


「そ、そんな、とんでもないです」ぶんぶん首をふり、


「何もしてないとかえって心苦しいですし、ぜひお手伝いさせてもらえませんか？　あの、二ノ宮くんの迷めい惑わくじゃなければ、ですけど」


「──だ、そうだけど。どうするの？　峻護」


「それは──」


　反対である。ここで彼女に家事を任まかせれば、同どう居きよの事実がいよいよ確かく定ていしてしまう。峻護はまだこの状じよう況きようの打だ破はをあきらめたわけではない。


　といって無む下げに断ことわるのはどうか。真由の好意を無む駄だにするということになれば、また色々うるさいことになりそうである。彼女は家事全般を自分ひとりに任せてしまっていることを気にしているのだから、その点をフォローした応答をしなければ……


「──じゃあ、お手伝いさんを雇やとう、というのは？」


　言ってみてから、これは悪くない提てい案あんかもしれない、と思う。


「たしかに月村さんの言う通りこれから家事がふえるだろうから、どうしてもおれひとりじゃ行き届とどかないところも出てくると思う。だからといってお客さんである月村さんに手間をかけさせるのは悪い」


　それに、自分と真由との間の緩かん衝しよう材ざいとなってくれるものが欲ほしい、という事じ情じようもある。昨日といい今日といい、正直なところ自分の理り性せいに自信を失い始めているのだ。今のままでは同居の事実どころか、婚こん前ぜん交こう渉しようの事実まで確定しそうな気がする。


「どう？　姉さん」


　内心の思おも惑わくはおくびにも出さず、承しよう認にんを求める。


　涼子は浅あさ漬づけをポリポリかみながら、ごくあっさりとした調子で言った。


「ふうん、まあそれも面おも白しろいかもね。じゃ、考えとくわ。そういうことでいい？　真由ちゃん」


「……はい。わかりました」


　どうやらこの場は乗り切ったようである。


　と、美樹彦が腕うで時ど計けいを確かく認にんし、


「おっと、もうこんな時間か。涼子くん、そろそろ」


「そうね、じゃあ一いつ緒しよに出ましょ」


　ふたりそろって席を立つ。


　姉はブラウスとタイトスカートに身をつつみ、メイクも隙すきなし。美樹彦は品のいいサマースーツを涼すずしげに着こなして、こちらも手て抜ぬかりはない。


「じゃあ峻護、わたしたちは仕事だから」


「夜までには戻もどる。妹のエスコートはよろしく頼たのむよ。真由、峻護くんがついててくれるから何も心配はいらない。しっかりがんばりなさい」


「もし弟に不ふ手て際ぎわがあったらどんどんチクってね。遠えん慮りよしなくていいから」


　口々に勝手なことを言いのこし、悪あつ鬼きどもは連れだって出かけていった。


「……はあ」


　ふたりが家を出るのを確認し、峻護はぐったりと椅い子すにもたれかかった。


　これから毎日こんなやり取りが続くのだろうか。まったく、先が思いやられる。


　──開け放ったテラスから、ぷうんと羽虫が迷まよいこみ、またいずこへともなく消えた。


　屋や敷しきをつつむ蟬せみしぐれは、すでに真昼のものと変わらない。


「…………」


「…………」


　テーブルの上にだけ、沈ちん黙もくが凝こごっている。


「あの……」


　おずおずと、真由がそれを破やぶった。


「すいません、その、ああいう兄で──」


「いや──」


『ああいう姉』をもつ身としては何も言えない。


「あの、それで、」


　小さくなりながら、聞きとれないような声で、


「わたしの体たい質しつのことはもう知っていると思いますけど……」


　そう口にするなり、耳まで朱しゆに染そまる。そんなふうにされると、かえってこっちまで妙みように意い識しきしてしまうのだが。


　ふたたび、蟬しぐれと沈黙。


　口ごもり、指をからませ、何か言いかけてふたたび口ごもり、視線をさまよわせ、


「ええと、それで、その──たくさんご迷惑をおかけすると思いますが、がんばります！　よろしくおねがいしますっ！」


　やっとのことでそれだけ言うと、がばっ、と立ち上がり、テーブルを真っ二つにしそうな勢いきおいで頭をさげた。


「……こちらこそ」


　胸のうちで、嘆たん息そく。


　悪い子じゃないから、かえってやりにくいこともある。


　そう、思う。





　　　　＊





　午前八時。登校する時間として、遅おそくも早くもない時間帯である。


　峻護はいつもの通学路を歩いている。


　坂の多い、入り組んだ小道。ひしめく住じゆう宅たく。妻つまに見送られる夫。庭先で体たい操そうをする老人、ゴミ捨すて場に顔を近づけている猫ねこ──流れていく風景は、多様でありつつも単調である。いつもと変わりはない。


　ただひとつ、通りかかる人々がこちらを見たときの反はん応のうを除のぞいては。


　原げん因いんはもちろん、すこし離はなれてついてくる少女、月村真由である。


　白地に紺こん襟えり、夏仕様の真新しいセーラー服に、朝の陽光を含ふくんでゆれるさらさらの髪かみ。


　それに加え、遺い伝でん的実用性に裏うら付づけられたスーパースタイルの保ほ持じ者しやである。


　人目を引きまくっていた。


　老ろう若にやく男なん女によを問わず、真由が通ったあとは十人中十人が振ふり返る。


　程てい度どの差こそあれ、その表情にはいずれも羨せん望ぼうと嫉しつ妬との成分がにじんでいた。露ろ骨こつなのになると真由にはふやけた視線、峻護には殺気のこもった視線を、それぞれ遠慮なく送りつけてくる。


「……とりあえず、」


　まだそう暑くもないのにカッターシャツをつまんで風を入れながら、峻護。


「ウチの学校がどんなところか、話しておこうか」


「はい、おねがいします」


　真由の返事。周囲の視線が恐きよう怖ふ症しようを刺し激げきするのか、それともこれからはじまる新しい学校生活への不安ゆえか、声が硬かたい。


　緊きん張ちようでロクに聞こえてないかもしれないが、ともかく峻護は説明した。


　神じん宮ぐう寺じ学がく園えん、私し立りつ高校である。


　校風をひとことでまとめれば『雑ざつ種しゆ的』。


　大学以上に設せつ備びが整っていることもあり、この学まなび舎やの門をくぐる者には目玉の飛び出るような良家の子女が多い。同時に独どく自じの奨しよう学がく金きん制せい度どが充じゆう実じつしているため、赤せき貧ひん洗あらうがごとき家庭からも多くの生徒が通ってくる。


　進学校でもないくせに毎年有名大学の合ごう格かく者しやがごろごろ出る。その一方で進学率りつは全国平へい均きんを下回る。


　超ちよう高校級のスポーツ選手を輩はい出しゆつする一方で、部員の数が片かた手てで足りるクラブがリストラされることなくでかい顔をしている。


　大国の王族が留りゆう学がくしている一方で、虫むし眼鏡めがねで地図を探さがさなければ見つからないような国からの留学生もいる。


「放ほう任にんにかぎりなく近いリベラル、という感じかな。生徒も教きよう師しも好き勝手やってて、それでいて全体としてのバランスは保たもっている。奇き妙みようなところだよ」


　現げん代だい教育界の鬼おに子ご、あるいは特とく異い点てん。


　ある意味、月村真由という人物にこれほどふさわしい居い場ば所しよもない。


「それから学校に着いたあとの手順だけど、まずは職しよく員いん室しつに顔を出す。そこまではおれもついていくから、あとのことは担たん任にんに訊きいてくれ。女の人だからだいじょうぶだろう。まあこういう場合のお約束どおり、朝のホームルームで自じ己こ紹しよう介かい、という手て筈はずになると思うけど、おれたちが一いつ緒しよに住んでいることは初めから隠かくさないことにする。どうせすぐにばれるだろうから。ただし、おれと月村さんは長いこと会っていなかった従い兄と妹こ同士ということにしておく。そのあとはもう、状じよう況きように合わせて臨りん機き応おう変へんにいくしかないな」


「はい、わかりました」


「それとあらかじめ心の準じゆん備びはしておいてほしい。ウチのクラスの連中はその、ちょっとあれだから」


「？　あれ、というのは？」


「ん、まあ」やや言いよどみ、「お調子者でお祭り好きなのがそろっている。そのことはウチのクラスに限ったことじゃなくて学校全体で言えることだけど──連中、転校生が来ると知ったらどんな反応をするか」


　しかも、と峻護は内心で付け加える。彼女のこの容よう姿しである。男どもがどんな態度をとるか、火を見るより明らかであろう。


「最悪、君を見た途と端たんハイエナのように群むらがってくる可か能のう性せいもある。いや、十中八九そうなる」


「……！」


　あからさまな動どう揺ようが伝わってきたが、すぐに覚かく悟ごを決めたような声調子で、


「はい、ちゃんと心の準備をしておきます。ご迷めい惑わくは、おかけしません」


「じゃ、頼たのむよ」


　あとはもう大過ないことを祈いのるしかない。


　──いや、まだ言っておくことがあった。


　間近に迫せまってきた学園を見み据すえ、付け足す。


「それともうひとつ。これから校門のところで恒こう例れいの行事がある」


「行事、ですか？」


「いや、行事、というか──いつもの通つう過か儀ぎ礼れいというか」


　適てき当とうな表現が見当たらない。


「さっきの話でだいたい想そう像ぞうできると思うけど、うちの学校は変わった人間が多くて……まあ見てみればわかる。実害はないはずだから、心配はいらない」


「は……い」


　真由が怪け訝げんそうにつぶやくのを聞きながら、校門の内へと足を踏ふみ入れた。


　その瞬しゆん間かん。


　朝のけだるい空気を切り裂さいて、カン高い笑しよう声せいが響ひびき渡わたった。


　そう、笑声、である。だが初めてそれを聞く人間は、決してそうは思うまい。白昼にタップダンスを踊おどる骸がい骨こつでも目もく撃げきしたような顔できょとん、としている真由を見れば、おのずと知れる。


　響き自体は、プラチナ細工の鈴すずが鳴るようなそれである。が、発声学上、その笑い声は奇き天て烈れつのきわみ──というより有りえない代しろ物ものだった。


　あえて、あえて文字表記すれば、『おーっほっほっほ』という感じにでもなるのだろうか──しかしいずれにせよ、世界中のいかなる言語にもその音おん響きようを表現する機能はないであろうと思われる。


　不可能を可能にしたその人物は、校門をやや入ったところ、往おう来らいのど真ん中にいた。


　素す軽がるい黒くろ髪かみが目を引く、すらりとした少女である。


　ややきつめの顔立ちをしている。が、美人であることにはケチのつけようがない。勁つよい意思を秘ひめて輝かがやく瞳ひとみなどはまず、ひとたび見たらまたと忘わすれられないだろう。


　少女は左手を腰こし、右手の甲こうを口もとにあて、まだなお名状しがたい音声を発しつつ、挑いどむような目つきでこちらを向いている。その背はい後ごには、彼女を取り巻まくようにして並ぶ十人ほどの生徒たち──いずれも神宮寺学園生徒会の腕わん章しようをつけている。


　笑声が止やみ、青空の彼方かなたへと尾おをひいて消える。


『ああ、今日も始まった』という目でこちらに一いち瞥べつをくれつつ、それぞれの教室へ急ぐ生徒たち。


　その間を割わるようにして少女は進み出てくると、


「今朝も会いましたわね、二ノ宮峻護」


「はあ、どうも」


　毎日こうして校門の前に立っているわけだから顔を合わせない筈はずはないですよ──とは、口に出さない。


「おはようございます、北ほう条じよう先せん輩ぱい」


「ごきげんよう」


　つん、とそっぽを向くようにして、奇き跡せきの発声器官をもつ少女は返してきた。


　世界に冠かんたる北条コンツェルン総そう帥すい、北条義よし宣のぶが一人ひとり娘むすめにして神宮寺学園生徒会会長。


　彼女が北条麗れい華か、その人である。


　──以上。


「じゃあ先輩、おれは用事がありますから、これで」


「おまちなさい」


　襟えり首くびをつかまれた。


「このわたくしに声をかけられておいて、たったそれだけのあいさつで済すますおつもり？」


「はあ。ですが」


「この学園を統とう治ちしているのはこのわたくしなんですからね。ちゃんと言うことをおききなさい。あなたなんかよりこのわたくしのほうがずっと偉えらいんだから」


「はあ……」


「ところでわたくし、昨日は別べつ荘そうで音楽会を開いておりましたの。各界から人士をお招まねきしてそれぞれ得意の楽器を持ち寄り、即そつ興きようの曲を奏かなでますのよ。もちろんわたくしもストラディヴァリウスを弾ひきましたわ。時に、あなたはどのように週末をすごされて？」


「はあ」月村兄きよう妹だいとのあれこれは、もちろん伏ふせておく。「おれは、普ふ段だんできない掃そう除じとか片かた付づけとかをまとめて」


「まあ……」麗華、大げさに眉まゆをひそめ、


「そんなことでせっかくの休日を浪ろう費ひするなんて信じられませんわ。メイドにでもやらせたらいかが？　そんな雑ざつ用よう。何なら一人、うちからお貸かししますわよ」


「はあ。でも、自分でやったほうが落ちつくというか」


「これだから庶しよ民みんは。掃除も片付けも一生わたくしには縁えんがありませんもの。コンツェルンの後こう継けい者しやとして生きるよう運命づけられたわたくしは、」


「おっと、もうこんな時間か。じゃあ先輩、おれはそろそろ」


「おまちなさい。わたくしに呼び止められておいて、たったこれだけの会話で済ますおつもり？　いいですこと、わたくしは──」


『行事』とは、つまりこれのことである。


　登校時間と下校時間、北条麗華は決まって校門のところに立つ。それ自体は、生徒の行状を見守るという生徒会長としての公こう務むらしいのだが──そのたびにこうして彼個人にからんでくる。


　そしてその態度はひどく身勝手で高こう圧あつ的。公人としての彼女は理知的かつ有能で、生徒達から慕したわれているというのに。


　よほど自分のことが気に食わないらしい──彼女の態たい度どを、峻護はそう受け取っている。今のところ彼はその考えを疑うたがっていない。


　いずれにせよ相手は先輩で生徒会長。目上には相そう応おうの礼を尽つくす峻護であるから、あまり素そっ気けなくもできない。それに二ノ宮涼子を姉にもつ彼としては、この程てい度どはむしろ可愛かわいいくらいのものだ。ワガママなお子様をあやしているくらいの気分にしかならないのである。


　とはいえ、いつまでも付き合っていられるわけではない。


　さて、今日はどうやってこの『困ったひと』をやり過ごそうか──


　ほとんど一方的に続く話へ適てき当とうな相づちを打ちながら考えていると、


「やあ、二ノ宮くん。おはよう」


　麗華の背はい後ごから助け舟ぶねがでた。


　取り巻き達のうち、もっとも麗華の近くにいた小こ柄がらな男子生徒である。


「どうも、おはようございます保ほ坂さか先輩」


　あいさつを返すと、まるっこい微び笑しようで応じてくる。その仕草といい、瞳の大きな童顔といい、どことなく豆まめ柴しばのような小型犬を思わせる少年だ。


　彼は「うーん……」と手足をのばすと、


「今日もいい天気だねえ」


「はあ、また暑くなりそうですね」


「こんな天気の日には、すずしい木こ陰かげに入ってお弁べん当とうでもひろげたいなあ」
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「はあ」


「ぼくね、ピクニックがすきなんだ。山でも川でも海でもいいよ。あ、でも今の時期ならキャンプのほうだよね。バーベキューして、花火して、テントを立てぐえ」


　カエルが車に轢ひかれる時のような音が少年の口から漏もれた。


　その首を、麗華が右手ひとつでぎりぎりと絞しめ上げている。


「保坂。わたくしを差しおいて何をくっちゃべっていますの？」


「ず、ずみまぜん、麗華お嬢じようざま」


　保坂光みつ流る。峻護とはもうすっかり顔なじみである。


　取り巻き達のなかで彼のみは腕わん章しようをつけていない。生徒会の一員ではなく、北条麗華の個人的なスタッフなのである。


　といえば聞こえはいいが、その実態はただの『付き人』。峻護もよくは知らないが、なんでも北条家で代々そういう役目についている家柄なのだそうだ。


　その仕事は主人である麗華の身の回りに関する雑ざつ務む一いつ切さいであり、ゆえに四六時中彼女のそばに控ひかえ、そして当然の帰結というべきか、常つねに彼女に振ふり回されている。生まれた時から姉に翻ほん弄ろうされてきた峻護にとって、なにやら他人とは思えない先せん輩ぱいであった。


　保坂のほうでも峻護と似にたような感かん情じようを抱いだいているのか、折につけてよくしてくれる。が、その結果はたいてい麗華の逆げき鱗りんにふれて終わることになるのだった。


　今もまた峻護に救いの手をさし伸のべたばかりに、主人に絞め落とされようとしている。


　──いや、たったいま絞め落とされた。


「ところで」


　麗華がこちらに向きなおる。ほがらかな笑顔えがおのまま土気色をしてぶっ倒たおれる下げ僕ぼくには目もくれない。


「その女は誰だれですの」


　峻護の後ろにチラリと視し線せんを走らせた。


　忘わすれていた。


　振り返ると、いまだに真由は呆ほうけたまま。奇き跡せきの音声は彼女の精せい神しんに深しん刻こくな影えい響きようを与あたえたらしい。慣なれない人間はしばしばこうなる。


「ええ、彼女は」


　あらかじめ用意しておいたウソをならべた。


「いとこ？」


　麗華、「ふん、たいしたことありませんわね」などとうそぶきつつ、うろんげに真由を眺ながめ回している。


「ほら」真由をつついて、うながした。


「ああ……はい」


　うつろな声。微び妙みように焦しよう点てんのあわない瞳ひとみ。


「すいません、ええと、なんでしたっけ？」


「紹しよう介かいするよ。こちらがこの学校の生徒会長で、北条麗華さん」


「北条麗華……わあ、たしか三十年くらい前の売れない少女漫まん画がに出てきました、その名前。そういう名前って、お話の中にしか出てこないものだと思ってました」


　ぴく、と麗華の眉まゆが動く。


（ちょ、ちょっと月村さん？）


　あわててたしなめるが、相変わらずぽやあ、とした瞳。


「はじめまして、月村真由です。よろしくおねがいします」


「──ふん、気安く口をきかないでいただけますこと？　わたくしは北条コンツェルン総そう帥すい、北条義宣の一人ひとり娘むすめにして、」


「わあ、すごい。『お嬢さましゃべり』ですね。わたし、はじめて聞きました。三十年くらい前の売れない少女漫画にでてきた女の子もそんなしゃべりかたでしたよ。その子って、とても威い張ばっていて、おばかさんなんです」


　ぴくぴくっ、と麗華の眉が動く。


　まずい。どうやら彼女、まともではない。


「さ、じゃあそろそろ行こうか。もう時間が」


　強ごう引いんにこの場を切り上げようとした。


　手て遅おくれだった。


「……月村さん、とおっしゃいましたわね。あなたわたくしにケンカ売ってるんですの？」


　真由、聞いていない、


「それでですね、その女の子はヒロインにちょっかいばかり出してるんですけど、かならず最後はしっぺがえしにあうんです。だっておばかさんで、実力も運もないから。毎回毎回その子はページの最後に『きいいいいいいい！』とか『くやしいいいいい！』とか『おぼえてらっしゃい！』とか言って、」


「保坂」


　主人のひとことで、のびていた少年が何事もなかったように起き上がる。


「はい、お嬢さま」


「この小娘、どこかに埋うめてきなさい」


「お嬢さま、ぼく、それはちょっと……」


「この不ふ忠ちゆう者もの！　いいからさっさとやりなさい！」


「あの、北条先輩？　彼女、今ちょっと普ふ通つうじゃないみたいなんで今回は大目に──」


「あなたは黙だまってなさい二ノ宮峻護！」


「お嬢さまぁ、落ちついてくださいよう。そんな乱らん暴ぼうはよしましょうよ。ね？　ね？」


「保坂。わたくしの言うことが聞けませんの？」


「だって……」


「そう。お前がやらないのならわたくしがやるわ」


「わっ、待ってください落ちついてくださいお嬢さまお嬢さま！」


「きゃ、ちょっとどこさわって、」


「二ノ宮くん、いまのうちに──いた、痛いたい痛い、お嬢さま、やめ──」


「すいません、恩おんに着ます。──月村さん！」


「はい──って、あれ？　ここ、どこでしたっけ？　あ、二ノ宮くん、わたしは何を」


「いいから早く！」


「この無礼者！　ばか保坂！　死になさい、死んで詫わびなさい！──ちょっとあなたたち、どこへ行くおつもり？　まだ話は終わって」


　その瞬しゆん間かん、下僕をボロ切れにしていた麗華の動きが凍こおった。


　視線の先に、足早に駆かけていく姿すがたがふたつ。


　そして彼女は見た。二ノ宮峻護、あの堅かた物ぶつで知られた男が、公こう衆しゆうの面前で月村とかいう小娘の手をしっかりと握にぎり、校こう舎しやの方へ駆かけ去っていくのを。


　目を疑うたがう光景だった。


　いや、それよりもあの無礼な小娘。


　遠目にもはっきりわかった。


　戸と惑まどってはいるようだったが。


　二ノ宮峻護に手をつながれて──


　頰ほおを染そめて、目を伏ふせていた。


　明らかに手をつないだ相手を意い識しきしていた。


「……なによ」


　気に食わない。なぜだかわからないけど、無む性しように、気に食わない。


「なんなのよあれはッ！」


「はあ、何がですか、お嬢さま」


「お黙りっ！」


　振り向きざまに上段回し蹴げり。吸すいこまれるように首くび筋すじへヒット。


　白目をむき、ふたたび地に沈しずむ保坂。


　それを見届けもせず、麗華はあらためて拳こぶしに力をこめる。


「あの小娘……このままでは済すませませんわよ」





　決意を胸むねに秘ひめる麗華。


　あとも見ず校舎に駆け込む峻護と真由。


　そのいずれも。


　一連の光景を隠かくれ見てほくそえむ二人の人物に、最後まで気づくことはなかった。





　今日も今日とて、神宮寺学園の一日は騒そう々ぞうしくはじまる。





　　　　＊





　さて。


　あらかじめ予想されたことではあったが。


　朝のホームルームを終えた一年Ａ組の教室は、いきなり修しゆ羅ら場ばだった。


「二ノ宮、そこをどけ」


　峻護の正面で身構えている同級生がささくれだった声をあげた。色抜ぬけにムラのある茶ちや髪ぱつの少年──悪友その一、吉よし田だである。


「ひとり占じめしようたって、そうはいかねーぜ？」


　と、こちらは吉田のとなりで静かに殺気を放っている同級生。中ちゆう途と半はん端ぱなロン毛の少年──悪友その二、井いの上うえだ。


「もういちど言うぞ二ノ宮」


「そこを、どけ」


「ことわる」


　断だん乎ことして峻護は宣せん言げんした。悪友二人に向けて──いや、彼らふたりを旗手として峻護と真由を取り囲む、二十人からなる男子生徒たちに向けて。





　事がここに至いたる経けい緯いはこうである。


　休み明けで弛ゆるみきった教室に担たん任にんが登場。かったるい空気のまま始まるホームルーム。


　転校生の存そん在ざいを告げられるや、たちまち張はりつめた雰ふん囲い気きが教室を支し配はい。


　転校生が女子であることを知って軽い失望のため息をつく女じよ性せい陣じんとは対照的に、男子どものボルテージは早くもレッドゾーンへ。


　担任に呼ばれ、おずおずと登場する真由。


　数瞬の、沈ちん黙もく。


　そして爆ばく発はつする歓かん声せい、怒ど号ごう、悲鳴。必死に制せいしようとする担任、何事かと駆けこんでくるとなりのクラスの教きよう師しと生徒たち。


　それがまた火に油をそそぐ結果となり、いよいよ混こん迷めいの度合いを深める教室。踏ふみ鳴らされる床ゆか。手て拍びよう子し。口笛。


　真由に自じ己こ紹しよう介かいさせるのもままならず、半ばヤケクソでホームルームを切り上げる担任。


　待ってましたとばかり、我われ先さきにと壇だん上じようの真由に駆けよるハイエナども。


　そうなることを見み越こし、誰だれよりも早く行動をおこして真由の前に立ちふさがり、彼女をかばう峻護。


　その尋じん常じようでない気き迫はくにたじろぎ、動きをとめた男子勢ぜいだったが、すぐさま無言の連れん携けいで包ほう囲い網もうを形づくって邪じや魔ま者ものを排はい除じよするスキをうかがい、一方の峻護はそれを眼がん光こうで牽けん制せいしつつ脱だつ出しゆつの手立てを探さぐり──





　なんてわかりやすいやつらだ、と思う。この事態、真由にも言ったとおりおおよそ想そう像ぞうはついていたが──しかしまさか、ここまでお約束どおりとは。


「おい二ノ宮。なんだってお前、そんなマジになって邪魔するわけ？　俺おれ達たちただ、その子と仲良くなりたいと思ってるだけじゃんよ」


「お前がそう聞き分けないようだと、ムダに血を見ることになんぜ？」


　吉田と井上が口々に責めてくる。


「断ことわっとくが、これは親切で言ってやってんだ。けっして、この学校でもトップクラスでガタイと運動神しん経けいのいいお前とやりあうのは遠えん慮りよしたいな、と思ってるからじゃないぞ」


「そうそう。俺達は親友の身を案じているのであって、なんか命がけっぽい感じのお前の目にビビってるわけじゃないんだ」


「…………」


　命がけは当然である。真由の身の安全をあの二人から任まかされているのだ。万が一にも不ふ手て際ぎわがあれば、五体満足ではいられまい。


　悪友どもの言い分には応こたえず、ちら、と峻護はクラスの女性陣に目をやり、ショートカットの姿すがたを探さがした。が、一年Ａ組女子のリーダー格かく、綾あや川かわ日ひ奈な子こは峻護と目が合っても「はぁい」とニコニコ笑いながら手を振ふってくるばかり。他ほかの女子も似にたり寄よったりで救きゆう援えんは望めそうにない。男子達とは対立関係にある彼女らに事態解決の望みを託たくす青写真だったのだが──どうやら女性陣は、敵てきを難なん詰きつして騒さわぎを収しゆう拾しゆうするよりも、峻護が四苦八苦する姿を観賞して楽しむほうに興きよう味みがあるらしい。常つね日ひ頃ごろから峻護をいじり倒たおして遊んでいる彼女らに期待するのは、端はなから無む謀ぼうというべきだったか。


「いいかおまえら」


　援軍をあきらめ、峻護は反はん論ろんを試みる。


「おれがこういう真ま似ねをするのは、事情があるんだ」


　言いつつ、取り囲む男どもに油ゆ断だんなく目を配る。よくよく見ると、なぜか別のクラスの男子までもが何食わぬ顔で包囲網に加わっていたりする。頭ず痛つうがしてきた。そういう校風なのだといえばそれまでだが、この学園は心底この手の連中に事欠かない。


「彼女は男性恐きよう怖ふ症しようなんだ。それをこんなふうに押おしよせてきたら──わかるだろう？」


「男性恐怖症？　そうはみえねーけどな。ほれ、カノジョ、こっち見て笑ってるじゃん。べつに嫌いやがってなんかなさそうだぜ？」


「なんだと。噓うそをつくな」


「ほんとだって。ウソだと思うんならよ、自分の目で確かめてみれば？」


「遠慮しておく」


　真由に注意をそらした隙すきをついて総そう攻こう撃げきを仕し掛かける魂こん胆たんだろう。その手には乗らない。


「男性恐怖症ってのがマジだったとしても」


　こんどは井上が別の方向から攻せめてきた。


「なんでお前がそんなことを知ってる？　そもそもおまえ、その子とどういう関係だ？」


「彼女はおれの従い兄と妹こだ。こっちに引っ越こしてくることになって、たまたまこの高校に転校することになって、おれがいろいろ面めん倒どうをみることになった。それだけだ」


　その返答に井上の眉まゆが動いた。


「まさか──おまえ、その子とひとつ屋根の下に暮くらしてる、ってことはないよな」


「……いや、そのまさかだが──まて、話をきけ」


　血相をかえた男どもに、言える範はん囲いで事情を説明する。


　が、当然と言うべきか、彼らはさほど得心した様子もなかった。


「どっちにしたって同どう居きよはしてるわけか」半眼になって、井上。「てことは色々おいしい思いをしてるんだろが。白はく状じようしろ」


「おいしい思い？」


「たとえば、脱だつ衣い所じよに置いてあった彼女の下着を目にしたりとか」


「…………」


「あまつさえ何かの拍ひよう子しで彼女の身体からだに触さわってしまったりとか」


「…………」


「そういう展てん開かいにはならなかったか、と訊きいている」


「…………」


「もしそんな羨うらやましすぎることをしてるんなら……そのときはどうする？　吉田くん」


「そうだな、井上くん。そのときは」にやり、「二ノ宮、おまえには生き地じ獄ごくって言葉の意味を、たっぷりその身体に教えこんでやる。なあ、そうだろみんな」


　うしろに首を曲げ、同意を求める吉田。


　居い並ならぶ男どもはその言葉に、それはそれは力強くうなずき返す。


「──と、いうわけだ。どうなんだ？　やったのか？　やってないのか？」


「……やっていない」


　吉田、す、と細目になり、


「二ノ宮──お前なにか隠かくしてんな……？」


「……なにも隠していない」


「じゃあ、男性恐怖症、ってやつをもうすこし詳くわしく話せ。おまえはその子の男性恐怖症についてかなりよく知っていて、それでそんなふうに必死こいて守ろうとしてるんだろ？　知ってるんなら、聞かせろ。俺おれ達たちとその子は、これからクラスメイトとして長い時間を共にするんだ。それを知る権けん利りがある」


　厳きびしいところをついてくる。普ふ段だんはバカやってるくせに、こういうときに限かぎっては頭が働くらしい。


　真由の男性恐怖症について詳しく話そうとすれば、芋いもづる式に情じよう報ほうを引き出されていくことになるだろう。そういう流れになってくると、彼女の『体たい質しつ』を隠しとおす自信がない。そして万が一、彼女とあやうく一線を越こえそうになったことがバレたら──


（生き地獄、か）


　それにしても理り不ふ尽じんである。そもそもこうして峻護が身体を張はっているのは彼らのためでもあるのだ。なんの耐たい性せいもない男が真由に触ふれれば無事ではすまないのだから。さすがの連中も初対面でそこまでぶしつけな真似をするとは思えないが、なにしろ相手はサキュバスである。どのように事じ態たいが転ぶか予よ断だんを許ゆるさない。


　と、その時。


　吉田と井上が不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。


「なんだ？」と峻護が眉まゆをひそめた瞬しゆん間かん。


　いきなり天地がひっくり返った。


　思いっきりしりもちをつく。


　激げき痛つうに顔をしかめたのと同時、いつのまにか足に絡からまっているロープが目に入り、これまでの対話が陽動だったこと、どうやら一いつ杯ぱい食わされたらしいことに気づき、


　そして気づいた時にはもみくちゃにされていた。鬨ときの声をあげて跳とびかかってきた奇き襲しゆう兵どもによって。


「わーっはっはっは！　おまえは腕うでっぷしもあるし頭もいいけどバカ正直だからな。こんな単たん純じゆんなワナにあっさり引っかかってくれてありがとう！」


　高笑いする吉田に何を言う間もなく、あっさり峻護は捕ほ縛ばくされた。不意をつかれた上、この人数に一いつ斉せいにかかられては、さすがにどうにもならない。


「召めしとった！」急造部隊を手て際ぎわよく指し揮きしていた井上が、勝利宣せん言げん。


「ふっふっふ、気分はどうだい？　二ノ宮くん」


　敗北者を屈くつ辱じよくにまみれさせようという腹積もりか、床ゆかにひれ伏ふす峻護に顔を近づけ、


「──って、ああっ！　おい、おまえら抜ぬけ駆がけすんな！」


　すでに真由の周りは黒山の人だかりになっていた。


「なんてこった。──吉田！」


「おう！　おいてめーら、きたねーぞ！」


「押おすな、こら、先着順だろう！」


「ばかやろ、早いもの勝ちだ！」


「おい、おさわりはナシだぞ、おさわりは！」


「好きな男性のタイプは？」「スリーサイズをどうぞ！」「携けい帯たいの番号は？」「メールしようよメール。アドレス教えて！」「写真とっていいですか？　フィギュア作りたいんですけど」「放課後ヒマ？　カラオケいこ、カラオケ」「ねえ、入るクラブとか決めてる？　米国製せい通つう販はん番組同好会ってのがあるんだけど興味は──」「僕を犬と呼んでください」「ていうかつきあって！　いや、むしろ結けつ婚こんしてください！　一両日中に！」


（くそ、好き勝手なことを）


　峻護はあせっていた。即そく席せきのくせに縛いましめはやけに巧こう妙みようで、足あ搔がいても足搔いてもなかなか外れてくれない。


（大だい丈じよう夫ぶか彼女──）


　必死に手を動かしながら、人だかりの隙すき間まから真由を見た。


　意外だった。


　吉田の言ったとおり、その顔はひどくにこやかだったのである。


　が、なるほどそうかもしれない。


　こうなることはあらかじめ言い含ふくめておいたことだし、心の準じゆん備びが云うん々ぬんとも言っていた彼女である。もともとそれなりの覚かく悟ごをもって恐きよう怖ふ症しようの克こく服ふくにのぞんでいたはず。これならそう心配することも──


　とんでもない早とちりに気づいたのはその直後だった。


　全身全ぜん霊れいをこめて縛めを引きちぎり、人だかりに頭からつっこむ。


　そのころにはお調子者たちも気づいたようだった。


　ざわめきが止やみ、峻護は人の壁かべを突つっ切って真由の前に立つ。


　彼女はなお、ひどくにこやかである。


　そう、にこやかなまま、まったく変化がない。そして男どもに何を聞かれても、これまで一言たりと返していない。よくよく見れば顔のあちこちが細かく痙けい攣れんしていたりもする。


　つまり彼女は顔面の筋きん肉にくを引きつらせており、その引きつれが、たまたま微び笑しようのかたちをとって固まっていただけであり──


　峻護は、月村真由という少女がある意味とても器用であることを知った。





　彼女は立ったまま失神していた。





　　　　＊





「初日の、それも朝一番からこれだ……」


　一時間目の授じゆ業ぎようがはじまり、ひとけのない静かな廊ろう下か。


　真由を連れて保ほ健けん室しつに向かいながら、峻護は盛せい大だいなため息をつく。


「ろくなことがない」


　ただ、タイミングよく始業ベルが鳴り、それと同時に一時間目の英語教きよう師しが入ってきたのは幸いだった。峻護は機を逃のがさず、立てつづけの出来事にクラス中が虚きよをつかれている隙に、真由を教室から連れ出すことに成功した。


「とはいえ、その程てい度どの幸運は焼け石に水だな……」


　精せい気きを急きゆう激げきに消しよう耗もうした彼女である。すぐに目を覚まし、自分で歩いてくれる訳わけではない。


　したがって、峻護が手ずから運んでいくことになる。


　搬はん送そう手しゆ段だんは『おんぶ』である。


「で、結局こうなるのか……」


　こうして否いや応おうなく、峻護はまたしてもひとりで悶もん々もんとする羽目になっているのだ。


　なぜなら彼の両手には、すべすべできめの細かいふとももの感覚がある。


　さらに彼の背中には約ふたつ、弾だん力りよくがあるくせにやたらと柔やわらかい感覚もある。


　いつになく独ひとり言が多いのは勿もち論ろん、これらの危き険けんな刺し激げきから意い識しきをそらすためである。


「それにしても」


　どうにか煩ぼう悩のうをやり過すごしながら考える。


　男性恐怖症とやらの程度がこれでようやく飲みこめた。これまでの状じよう況きようからある程度高を括くくっていたのだが──おっかなびっくりながら昨日はちゃんと峻護に接していた──このぶんだと一ひと筋すじ縄なわではいきそうにない。


　それでいて魅み力りよくだけは『サキュバス』なのだ。どうあっても男をひきつけてしまう……。


　と、そこで峻護の歩みが止まった。


「ん……」


　なにやら切なげな吐と息いきをついて、真由が身体からだをうごめかせる。二つのふくらみが刻こく一いつ刻こくと形を変えてゆく。背せ中なかの触しよつ覚かくすべてがそれをトレースする。


　一気に血けつ圧あつが上がる。


「ん……あ……」


　追い打ち。


　首筋に、息が。


　──魅力は、文もん句くなしに『サキュバス』なのである。異い性せいをとりこにする容よう姿し、異性を悦よろこばせる各種の技ぎ巧こう、異性を問答無用で籠ろう絡らくするフェロモン、


　一いつ瞬しゆん、意識がホワイトアウト。


　すぐさま気合で回かい復ふく。


　間をおかず、平へい常じよう心しんを保たもつための呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。


（にいちがに！　ににんがし！　にさんがろく！）


　真由をあまり刺激しないようにゆっくり歩いていたのだが、もうそんな余よ裕ゆうはない。


（にしがはち！　にごじゅう！　にろくじゅうに！）


　ほとんど競歩のような体勢で一直線に保健室をめざし、だがその影えい響きようで背中の感かん触しよくはいよいよビビッドになり、


（にしちじゅうし！　にはちじゅうろく！　にくじゅうはち！）


　めざす引き戸、両手はふさがっている、やむなく足を使い、がらり、行ぎよう儀ぎ悪くひき開け、


「失礼します（さいちがさん）！」


　奥おくまったところにあるデスクでなにか書き物をしていた保健医には一いち瞥べつもくれず、


「すいません（さにがろく）！　彼女、ちょっと具合が悪くなったらしくて（さざんがく）！　すこし休ませたいんですけど（さんしじゅうに）！」


　了りよう解かいもとらずベッドへ。


「あーあー。もう、しょうがないわねえ」


　椅い子すをきしませて保健医が立つ気配、


「すいません（さんごじゅうご）」


　背中の荷をそっと台に乗せ、


「ほんっと、役に立たないんだから、あんたは」


「すいません（さぶろくじゅうはち）」


　布ふ団とんをかけて、ほっ、ようやく人ひと心ごこ地ちつく。


　保健医が横にならび、


「ごめんねえ真由ちゃん。このバカが使えないばっかりにつらい思いさせて」


「はあ、すいません……って、おい！」


　愕がく然ぜんと峻護はその人物を凝ぎよう視しした。


「なにしてるんだ姉さん！」


　まさしく、そこにいたのは二ノ宮涼子である。


「なにって」涼子、着ている白衣を示しめし、「保健の先生をやってるんだけど」さも当然のごとく、「今日から」


「どうして！」


「もちろん真由ちゃんを見守るためよ。あとは、あんたが役目をサボってないか監かん視しするためね」




[image: ]


「夜まで仕事だって言ってたじゃないか！」


「夜まで、この保健室で仕事だけど？」


「じゃあこの間までいた保健の先生は！」


「前任者？　いまごろ南の島でバカンスじゃない？　退たい職しよく金きんは弾はずんであげたし」


「だあああああああああああああああもおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　頭をかかえ、煩はん悶もん。


　が、峻護はそれ以上の追つい及きゆうを断だん念ねんした。保健医の資し格かくなど持っていても不思議はないし、持っていなくてもどうとでもするだろう。この姉なら。


「じゃ、わたしはちょっと席を外すから」


　ぐったりする弟をよそに、涼子はどこかへ行こうとする。


「ちょっと姉さん、看かん病びようは……」


「戻もどってくるまであんたが責せき任にんもって看みなさい。わかってるわね峻護。この状況はもう、十分ペナルティに値あたいするのよ？」


　否いなやを言わせぬ声調子。


「ま、もしあんた以外の人間が真由ちゃんを連れてくるようなことがあったら『おしおき』決定だったでしょうけど。命拾いしたわね」


　にたあ、と涼子は笑った。悪あく魔まの笑えみそのものだった。峻護は心底ふるえあがった。


「……くそ、なに考えてるんだ」


　廊ろう下かへ出た姉の足音が消えるのを確たしかめてから、悪あく態たいをつく。


　ここへきて疲ひ労ろうが一気にきた。ずっと真由に触ふれていたことの影響だろう。


　鉛なまりの身体に鞭むち打うって動く。そこらにあったタオルを水に濡ぬらして真由の額ひたいにあてがい、手近にあったスチール椅い子すを引っぱってきてベッドのかたわらに腰こしをすえる。


（さて、）


　この状況でもっとも重視すべきは、だ。


　姉が、どうやら当分の間この学校に居い座すわるつもりらしい、ということだ。


　そのことは取りも直さず、二ノ宮の家に長期滞たい在ざいするつもりだということである。『山師』の仕事を休業して。


　なんてことだ。月イチ帰りの今だっていいように嬲なぶられているのに、あの姉が四六時中だって？


　そこに加えて月村美樹彦だ。あの男が姉と同じ人種だということはすでに証明されている。ということは姉とのダブルキャストで嬲られるのか？


　とどめは月村真由。あの悪意のないサキュバスがついてまわり、健全で清せい潔けつな高校生活を望む自分を煩ぼん悩のうでさいなむ。


　無茶だ。完全に精せい神しん力のキャパを超こえている。このままでは──


「あ」


　いつのまにか。


　横たわっていた真由が弱々しくまぶたを開け、こちらを見ていた。


「ああ、──気づいた？」


　こく、とわずかにうなずく。


　どこかまだ、夢ゆめでも見ているような面おも持もちである。顔色こそ目立って悪いわけではないが、すぐに動くのは無理がありそうだ。


「あの……」


「何？」


「二ノ宮くんがここまで運んでくれたんですよね。おんぶして、廊下を──ぼんやりとだけど、覚えてます」


「……ああ」


　手のひらと背中の感覚がよみがえる。


「それに、教室で庇かばってくれたのも覚えてます。すぐに意い識しきがなくなっちゃいましたけど」ほ、と吐と息いき。「……わたしなりに、頑がん張ばってはみたんですけど──でもまだ、全然、だめみたいです。ごめんなさい」


　生き真ま面じ目めだな、と峻護から見てさえ思う。


「とにかく、気き絶ぜつするまで我が慢まんしなくてもいい。もちそうになかったらちゃんと言ってくれ。そのときは何とかするから。それと、クラスの連中については勘かん弁べんしてやってほしい。あいつらも悪気は……まあ、あったと思うけど、それはおれに対してであって、月村さんにじゃないから。おれも事前にあいつらに話を──月村さん、聞いてる？」


　ぼおっ、と、潤うるんだ目でこちらを見ている真由に声をかけると、あわてて彼女は目をそらした。


「月村さん？」


「い、いえ、なんでもないです、なんでも」


　ずいぶん遠えん慮りよしているようだが、その目の色を読み取るに、どうやら何かを欲ほしがっているらしい。


「なに？　要いるものがあるなら言ってくれ。水？　暑いなら、なにかで扇あおごうか？」


「いえ、なにもないです、はい、なにも」


「…………」


　もうだいぶ前からわかっていたことだが。


　月村真由、噓うそをつくのがほとんど病的に下手である。


「ちゃんと言ってくれないと困こまるんだ、月村さん」


　なにしろあの二人からの頼たのまれごとである。


　が、彼女は頑かたくなだった。どれだけ訊きいても首を横に振ふるばかり。


「あのね」しかたなく、かなり強い口調で諭さとす。


「できるだけ月村さんのことをよく知っておかないと、おれも満足に動けないんだよ。さっきだってそうだ。おれは君の男性恐きよう怖ふ症しようがそこまでひどいとは知らなかったから、甘あまく考えていた。知っていればもっと他ほかにやりようもあった。


　だから、いま欲しいものがあるのならちゃんと言ってくれ。そうすれば君の体たい質しつをより良く理り解かいできる。今後の対たい策さくを考えるのにも役立つ。わかるだろう？」


　真由は、泣きそうな顔をした。


　言い過すぎたか。後こう悔かいの念がよぎり、あやまろうとしたとき、


「わたしは、その……」


　目もとまで布ふ団とんをよせ、視線をそらしたまま、


「わたし、男の人は苦手だけどサキュバスだし、今みたいに精気が足りないときは、ふと気をぬいた瞬しゆん間かんとかに、その……」


「その……なに？」


「その、欲しくなることが、あって」


「──は？」


「す、すいません、めいわくですよね、そんな目でみられたら、誰だれだって」


　口を閉とざす。


「……ええと」


　……………。


「ほ、欲しくなるって、な、なにが？」


　答えない。ゆでだこになり、消え入りそうな様子で目をぎゅっと瞑つむっている。


　なにが欲しいか？


　決まっている。彼女は生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しようであり、他者、それも異性から精気を吸すわねば生きていけないのであり、つまりはサキュバスなのだから。


　おちつけ。あせるな。たいしたことではない。彼女からこういう発言が出たところで不思議ではない。変に意識するのは失礼だろう。個こ性せい、アイデンティティーというものを尊そん重ちようしなければ。いやそういう問題じゃないか。ああもうなんでもいいとにかくおちつけ。


「月村さん、その、おれは」


　ともかく口を開き、なにも考え無しだから後が続かず、途と方ほうにくれ、


「──？　月村さん？」


　そんな彼をよそに、真由は静かに寝ね息いきを立てていた。


　考えてみれば無理もない。ついさっきも教室で気を失ったばかりである。もともと弱っていたところを、今ので気力を使い果たしたのだろう。


　今度こそ深い眠ねむりについているはずだ。ちょっとやそっとでは目を覚まさないにちがいない。


　峻護はほっと一息ついた。


　──いや、つこうとして、できなかった。


　いま現げん在ざい自分が置かれている状じよう況きようを、はっきり認にん識しきしてしまったのである。


　保健室にいる人間は二人きりで、なおかつ男と女。


　こちらのステータスはオールグリーン。


　相手は完全ノーガード状態。


　しかも『欲しくなった』である。


「…………」


　ごくり、と喉のどが鳴る。


　これは、世間一いつ般ぱんでいうところの『据すえ膳ぜん』というやつなのではないか。


　いやまて。それは早とちりかもしれない。彼女のなんてこともない言動を、都合よく解かい釈しやくしているだけではないのか。


　そうか？　ほんとうにそうか？　いまの一連の発言、他に解釈のしようがあるのか？


　そうだとすれば──ここで何もしないのは、彼女に対して恥はじをかかせることになりはすまいか。


　まてまて。短気を起こしてはならない。彼女は、はっきり『くれ』と言ったわけではない。軽けい率そつな行動はつつしむべきだ。間ま違ちがいのない確かく証しようを得うるまでは──


　いやいや、それはいくらなんでも優ゆう柔じゆう不ふ断だんが過すぎるというものだろう。彼女の言葉と態度がすべてを物語っている。この状況で必要以上の躊ちゆう躇ちよは──


　……峻護は、すでにアリ地じ獄ごくに搦からめ捕とられている自分に気づかない。


　なにしろ彼女はサキュバスなのである。男の理性の天てん敵てき、姿すがたを見せただけでクラスの男子どもに乱らん痴ち気きさわぎを起こさせる少女なのだ。二人きりでいればどういうことになるか。


　あまつさえ峻護は、そんな彼女とのニアミスを繰くり返してきた。そこに加えての『欲しくなった』である。


（いいか、二ノ宮峻護。時と場合を考えろ）


　それでも彼の理性は最後の抵てい抗こうをこころみる。


（ここは学校の保ほ健けん室しつで、いまは授じゆ業ぎよう中ちゆうだ。ほかの生徒が真ま面じ目めに授業している時にそんな背はい徳とく的なこと……その背徳がいいんじゃないか……って、ちがう、いかん、卑ひ劣れつだぞ、二ノ宮峻護。寝込みを襲おそうようなまねを彼女がどう思うか、お前はもう知っているはずだ。さあ、もうわかったろう。ここにいるのは危き険けんだ。はやくここを離はなれ──って、待て。何をするつもりだ、おれ。なぜ彼女に近づいているんだ、おれ）


　抵抗は無意味に終わった。


　真由を見下ろす。


　波をうって広がる長い髪かみ。すべてをゆだねたように伏ふせられたまぶた。かすかに開いた朱しゆ唇しんは綻ほころびかけた蕾つぼみのごとく、まるでくちづけを要求しているかとも見える。


　そっと布ふ団とんをのける。ふわり、と、女の子のにおいがする。一いつ瞬しゆん、気が遠くなる。生なま唾つばを嚥えん下かしようとして、できない。口の中はとっくに渇かわききっている。


　彼女の頰ほおに手をのばす。


　触ふれる。存そん在ざいをたしかめるように、そっと手のひらを滑すべらせる。


　なんの抵抗もない。


「…………」


　顔を近づける。


　理性の残りかすが、あらんかぎりの悲鳴をあげる。


　ああ、おれは今なにをしているんだっけ──


　夢ゆめうつつ、朦もう朧ろうとしたまま思う。


　そう、ここは学校で、保健室で。そうそう、授業中だったよな。陽ひが高くなってきたのか、暑い。セミの鳴き声が途と切ぎれることなく続く。あっちの木から、つぎはそっちの木から。プールで泳ぐ音も聞こえる。体育教師がとばす檄げき、それに応おうじる生徒たちの不平。ああそれに、かすかな電子音も混まじっている。じー、という、聞き覚えのある、セミの鳴き声とはべつの、


「…………」


　あまりにも不注意だった。


　こうなることは予よ測そくしておくべきだったのだ。


　深い悔かい恨こんのにじむ動作で、峻護はゆっくりと振ふり向いた。


　姉がそこにいた。


「──まったく、さかりのついたガキはこれだから。でもま、」


　じー、と音を立てるデジカメから目を離した彼女は、満足げにうなずく。


「これで裁さい判ばん所しよに提てい出しゆつする証しよう拠こが、またひとつ……」


「…………」


　こちらについてはすぐに諦あきらめ、峻護はもうひとりの人物へ視し線せんをやる。


「美樹彦さん」


「なんだい？」


「なぜここにいるんです？」


「なぜ、って、見てわからないかな？」美樹彦は、着込んでいる草臥くたびれた作業服を示しめし、「このとおり、今日から僕はこの学校の用よう務む員いんだ。理由かい？　もちろん妹の様子を見守るためさ。前任者？　今ごろベガスあたりで豪ごう遊ゆうしてるんじゃないかな」


「あ……う」


　何を言っても無む駄だだと理解したか、がっくりとうなだれる峻護。


　それには見向きもせず、美樹彦はベッドに近寄ると、


「うん、休きゆう眠みん状態に入っているね。こうなれば僕が精気を分け与あたえないかぎり目を覚まさない──さて涼子くん。手を貸かしてくれ」


「ええ。さ、真由ちゃん、ちょっとごめんね」


「！　ってちょっと！　なにやってるんだ二人とも！」


　真由の制せい服ふくを脱ぬがせはじめている姉と、なぜか作業着を脱ぎはじめている美樹彦を見て、あわてて叫さけぶ。


「なにって」怪け訝げんそうに美樹彦、「これから妹に僕の精気を分け与えようとしているんだが。このままじゃ残りの授業に出られないだろう？」


　言っている間にも、美樹彦と真由は生まれたままの姿に近づいてゆく。


「だったら！　なぜ裸はだかになる必要があるんです！　妹さんとはそういうことはしないって、言ってたじゃないですか！」


「峻護くん、君は何か心得ちがいをしているようだ。僕はただ、妹と肌はだを重ねるだけだよ」


「だから、そういうことはしないって、昨日──」


「どうも話が嚙かみ合わないな。僕は文字通りに、妹と肌を重ねるだけなんだが」


「……？」


「ああ、なるほど。君は、僕が妹の手でも握にぎるだけで精気の受け渡わたしができると思っていたんだな。その程度じゃ焼け石に水だよ。肌と肌の触れあう面積がもっと大きくないと。ただでさえ皮ひ膚ふ組そ織しきというのはそういう用よう途とには向いていないんだ。そのことも昨日ちゃんと話したろう？」


「どうせあらぬことでも想そう像ぞうしてたんでしょ。これだから思春期のマセガキは。第一これからしようとしているのは、れっきとした治ち療りよう行こう為いなのよ？　たとえあんたの考えているような事をするのだとしても、そういう変な目で見られれば迷めい惑わくというものだわ」


　白い目で肩かたをすくめる涼子。


「でも、だからって──」顔に朱しゆが差すのを自覚しながら、


「それだって、やっぱりまずいでしょう！　実の兄きよう妹だいだといっても、裸でそんな──もっと他ほかの方法はないんですか！」


「ふむ」美樹彦はあごを撫なで、「実は、裏うら技わざがないこともない。直ちよく接せつ飲ませる方法なんだが」


「飲ませる？　薬か何かですか？」


「まあ、ある意味では薬といえないこともない。時と場合によっては、普ふ通つうの人間も薬効のあるものとして用いる向きがあるからね」


「だったらそのやりかたで──」


「だがこの方法には倫りん理り的な問題があってね」


　美樹彦は沈ちん痛つうな表ひよう情じようをつくってみせた。


「倫理的な問題って──いったい何を飲ませるんです？」


「なに、単たん純じゆんなことだよ。要するに、男性の生命エネルギーを凝ぎよう縮しゆくしたものさえ用意できればいいわけだ。べつに特とく殊しゆな生成法も必要としない。僕らはずいぶん昔から、自分の意思とは関かかわりないところでそれを生成し続けているのだから。その気になれば、君も僕も、すぐにそれを取り出して真由に与えることができる」


「？」


「わからないかな？　人間に限かぎらず、あらゆる雌し雄ゆう異体生物の雄おすはその能力をもっている。自分の生命エネルギーをたっぷり詰つめ込んで放出する能力を、だ」


　考える。


　飲ませる──ということは、固体、もしくは液えき体たいか。しかも自分の身体からだで生成できるもの？　倫理的な問題、意思とは関わりなく生成、その気になれば取り出せる、雄の持っている能力、生命エネルギーを凝縮したもの、生命エネルギー、つまり精気、


「！」


　天てん啓けいのごとく、ひとつの不道徳的結けつ論ろんがひらめいた。


「ちょっ、それってまさか精え」


　最後まで言うことはできなかった。


　瞬しゆん息そくの挙動で間合いを詰つめてきた美樹彦の拳こぶしが、峻護のわき腹ばらに突つき刺ささっていたからである。あばらをへし折る勢いきおいで打ちこまれたそれは、彼の肝臓レバーに深しん刻こくな機き能のう障しよう害がいを与えていた。


　ものも言わず崩くずれおちる峻護の上に、加害者のあきれ声が降ふりかかる。


「やれやれ。そういう単語を軽々しく口にしてはいけないと、きのう君の身体に教えてあげたばかりなんだがな。困こまったものだ」


「いいわ美樹彦。バカは放ほうっておいて早く済すませましょう。二時間目には間に合うようにしてあげたいし。──あら。やっぱり真由ちゃん、キレイな身体してるわねー」


「うむ。近ちか頃ごろいよいよ魅み力りよくに磨みがきがかかっているようだ。わが妹ながら見事な成せい熟じゆくぶりだよ──」


　治療行為と言いつつやけに楽しそうな二人の声と、いろいろな想像をさせる衣きぬ擦ずれの音を聞きつつ、峻護の意識は薄うすれてゆく……。





　　　　＊





　失神状態を姉に蹴けり起こされ、回かい復ふくした真由を連れて教室に戻もどった峻護が見たものは、奇き妙みような態度をとるクラスメイト達の姿すがただった。


（ぜったいおかしい）


　真由の傍かたわらに仁に王おう立だちして周囲を警けい戒かいしつつも、彼は戸と惑まどいを隠かくせずにいた。


　一時間目終しゆう了りよう後ご、小休きゆう憩けいの時間である。


　まず解げせないのは男子連中の様子だった。なにしろ真由が戻ってきたというのに近寄ってくる素そ振ぶりがない。といって峻護の警戒ぶりに辟へき易えきしているわけでもなさそうであり、まして真由への興きよう味みを失った様子でもない。


　それでは彼らが何をしているのかといえば、例えばある者は円えん陣じんを組み、応おう援えん団だんもかくやの気勢をあげている。またある者は肩を組み合って『We Will Rock You』を放歌し、またある者は感かん涙るいにむせび泣いては床ゆかを濡ぬらし、そしてまたある者はそいつの肩をたたきながら自らも号ごう泣きゆうしている、といった具合である。


　いったい何があったのだろう。国家存そん亡ぼうの戦いに勝利した後のお祭り騒さわぎのようでもあり、あるいはそういった決戦を前にして必死の覚かく悟ごを新たにしているようにも見える。最も不気味なのはやはり吉田と井上。異様な熱気を放つ男子どもの中心で常つねに似に合あわず泰たい然ぜんと構かまえ、勝者の余よ裕ゆうじみた雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつ、峻護の視線に気づくと含ふくみのある笑えみを口こう唇しんに貼はりつかせてくる。不気味すぎる。


　次に、女子の様子もこれまたおかしい。といって、彼女らは男子のように騒ぎ立てているわけではない。仲良し同士で談だん笑しようしたり、朝食代わりのお菓か子しをつまんだり、鏡とにらめっこしながら眉まゆを整形したりと、こちらはいつも通りの振ふる舞まいである。だがどうしたことだろう、彼女達を見ているうちに油ゆう然ぜんと湧わき起こってくる、この胸騒ぎは。


　そう、これは嵐あらしの前の静けさ、というやつだろうか。彼女らのたたずまいには、熱意を裡うちに秘ひめて淡たん々たんと心気を練る、仕事人のそれに通じるものがある──ような、気がする。綾川日奈子の様子をそれとなく探さぐってみる。目が合うと、彼女は「はぁい」とニコニコ笑いながら手を振ってきた。漠ばく然ぜんとした不安は確かく信しんに転じた。彼女があれをする時は必ず一ひと悶もん着ちやくある。過か去この豊ほう富ふな事例がそれを証しよう明めいしている。


　と、その綾川がおもむろに立ち上がり、女子に向かって「じゃ、そろそろ移い動どうしよっか」と声をかける。それに応じて順次、彼女らは和わ気き藹あい々あいと教室を出ていく。


「では戦士諸君、」「我われ々われもいざ向かおうではないか、約束の地へと」次いで吉田と井上が号令すると、男子どもは思い思いの雄おたけびを上げ、競うようにして廊ろう下かへ殺さつ到とうした。


　ぽつねんと、峻護と真由だけが取り残される。


（……何だったんだ？）


　ともかくも真由の安全を確かく保ほできたことにほっとし、警戒を解いたのも束つかの間ま、


「あの、わたしたちも移動しなくていいんですか？」


　その真由から遠えん慮りよがちに促うながされた。


「移動？」


　彼の脳のうは特Ａレベルでの警戒態勢に伴ともなう心身の消しよう耗もうゆえか、彼女の言葉をすんなりとは消化してくれなかったが──


　ややあってそのことに思い至り、峻護は全身の血の気が引いてゆく音を聞いた。


　敵てきに背後を取られた時のような勢いで振り返り、窓まどの外を見る。


　大おお盛もりの入道雲。遠慮会え釈しやくのない陽光。


　夏である。


　次の授じゆ業ぎようは、体育である。





　転校初日の真由に水着の用意があるはずもない、などと楽観しかけた峻護だったが、それも教室にやってきた姉の姿を見た途と端たん、もろくも崩くずれ去った。そういう点、涼子に抜ぬかりはないのである。


　とはいえこれは暴ぼう挙きよというべきだった。峻護は反対した。猛もう反対した。しかし『これも男性恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくプログラムの一いつ環かん』と説明され、覚かく悟ごを決めた様子の真由がそれを受け入れた上、わざとらしく口笛を吹ふきながらデジカメをいじり始める姉の姿を見せ付けられては、口をつぐむ他ほかなかった。


　すでに授業は始まっている。


　この時間帯、プールを使っているのは女子である。男子は水からあがり、体育教きよう師しから平泳ぎの手さばきについて説明を受けている。


　が、当然のごとく誰だれも聞いていない。乱らん反はん射しやする青い水面に群むれをなし、歓かん声せいをあげつつしぶきを立てる少女達に、彼らの目は一いつ対つい残らず向けられている。いや、この表ひよう現げんは正確ではあるまい。彼らの熱視線は、ただ一人の標的に注がれているのだから。


　無理もないか、と峻護、その点については諦あきらめている。女性の身体バランスに黄金比ひがあるとすれば、その生きた見本がすぐそこで肌はだをさらしているのだ。見るなというほうが酷こくな話であろう。


　それにつけても恐おそるべきは月村真由である。学校指定の野や暮ぼったい水着に包まれていても、そのボディラインにはいささかの曇くもりもない。清流に躍おどる若魚を思わせる涼すずやかさと、仄ほの暗ぐらい洞どう穴けつに咲さく真しん紅くの毒花にも似にた妖よう艶えんさを兼かね備そなえた肢し体たいは、彼女がサキュバスであるという事実を声高らかに主しゆ張ちようしてやまず、ともすれば体育教師までもが視線をうつろにする体ていたらくであり、さらにどうかすれば峻護ですら、少しでも気を抜くといつの間にか彼女の姿を目で追っている、という始末であった。


　その真由はといえば終始、ほがらかな微び笑しようで授業に参加している。むろん峻護はそれで安心したりしない。あの表情は、顔面の筋きん肉にくが引きつると笑顔えがおの形になるという特異体質が存分に表れた結果と見ていいだろう。とはいえ今のところリタイヤする兆ちよう候こうは見られない。婦ふ女じよ暴ぼう行こう罪ざいが適てき用ようされそうな視線を集中され、さび付いたブリキ人形のようにぎこちない動きを余よ儀ぎなくされながら、それでも懸けん命めいに振ふる舞まっている様子が見て取れる。さしあたり、こちらは問題なさそうだ。


　問題あるのはクラスメイト達のほうである。


　まずは男子。Ｒ指定すれすれの目つきで真由を舐なめまわしているのは考えものだが、実は峻護、むしろ感心している。なにしろあの水着姿を見せ付けられてただの一人も暴ぼう発はつする者が出ていないのだから、これは拍はく手しゆのひとつも送ってやるべきだろう。しかし、である。そのことによって峻護の不安はかえって増ますのだ。これほどまでに足あし並なみが揃そろっているということは、男子組がそれだけ組そ織しきとしてよく機き能のうしているということである。おそらく彼らは、ある種の統とう一いつされた目的意識のもとに己おのれを律りつしているのであろうが、では、彼らにそこまでさせる目的とは果たしていかなるものか。決まっている。真由にちょっかいを出すことだ。ならばそのための手しゆ段だんとは？　彼らが一いつ致ち団だん結けつして事に当たり、必ひつ遂すいを期しているであろう作戦とは？


　次に女子。こちらは依い然ぜん、比ひ較かく的平へい穏おんに見える。新参者の真由に対する態度は付かず離はなれず、といったところ。彼女に向けられる男子の視圧に対しては「こら男子ーっ！　えろい目で見てんなーっ！」などと日奈子あたりが時おり野や次じを放っているが、それだけ。波低く、風おだやか、といった塩あん梅ばいである。


　が、どうにもこうにも不安だった。いつもの彼女達ならもっと真由をいじってもいいはずだし、あるいはピンク色のオーラを澱よどませる男子どもに、より痛つう烈れつなリアクションがあってもいい。


　さらに不安を加速させる要素がある。女性陣じんの目が自分に集中している気がするのだ。あからさまにではない。あくまでそれとなくであり、峻護が視線の元を探さぐろうとしても気配が半ばにして途切れてしまう程度の、微び細さいな感覚である。が、間ま違ちがいない。彼女達はこちらを見ている。それもどういうわけか、悪お寒かんを催もよおすような目つきで。その理由はといえば、やはり何かを仕し掛かける呼こ吸きゆうを計はかっているゆえ、とみるべきだろう。寸すん瞬しゆんの油ゆ断だんもならない。


　では男子にせよ女子にせよ一体なにを狙ねらっているのか？　残念ながらそれはわからない。が、自分にできることはわかっている。男どもの監かん視しと牽けん制せいだ。最さい優ゆう先せん事じ項こうは真由の安全確かく保ほであり、奴やつ等らが彼女を餌え食じきにしようとしていることは疑うたがう余地がないのだから。位置関係からしても、彼ひ我がの戦力関係からしても、峻護の取りうる道はそれしかない。


　真由があんなことになったばかりである。連中とて気にしてないわけではないだろうが、そのことは到とう底てい抑よく止し力りよくになり得ないだろう。アホ騒さわぎ愛好家のお調子者どもが、最高の獲え物ものを前にしてそうあっさり引き下がるものか。だがこちらとてもう後がないのだ。涼子のテラースマイルが脳のう裏りにちらつく。二度目の失敗はすなわち死。今度はもう手て加か減げんできない。万一のことがあれば実力行使あるのみ──峻護は覚かく悟ごを新たにし、知らず拳こぶしを握にぎった。


　がしかし、である。峻護には悪いが、ここで彼の大きな誤ご算さんについて指し摘てきしなければならない。


　そもそものボタンの掛け違いは、彼が一年Ａ組においていかなるポジションを占しめているかについて自覚していないことにある。彼は、一年Ａ組の玩具アイドルなのだ。文ぶん武ぶ両道で見てくれもいいが、くそ真ま面じ目めでからかいやすく、普ふ段だんから姉の理り不ふ尽じんにさらされているゆえに滅めつ多たなことではキレない男──これほどいじり易やすい相手もないだろう。おまけに峻護本人にその認にん識しきが希き薄はくなため、そのことがクラスメイトのいじりに一いつ層そう拍はく車しやをかける、という仕組みである。


　自覚の温ぬるさはそれだけに止とどまらない。彼は身長百八十五センチ、体重七十キロ、体脂し肪ぼう率りつ十パーセントの体たい格かくを持つ意味も、二ノ宮涼子と同じ遺い伝でん子しを受け継ついでいることの意味も、てんでわかっちゃいない。ゆえに彼は、先ほど覚えた悪寒の意味も、女性陣が彼に注いでくる視線が、男子どもが真由に向けているそれと五十歩百歩であることにも、一向に気づかないのである。


　授じゆ業ぎよう終しゆう了りよう間ま際ぎわ、それは起こるべくして起こった。


　こういう場合の慣かん例れい通り、女子は男子よりも早めに授業を切り上げる。真由を含ふくむ女子生徒たちが無事に更こう衣い室しつへ退たい避ひしたのを見み届とどけ、峻護はようやく安あん堵どした。こうなればさすがに手出しはできまい。一いつ触しよく即そく発はつの気配に満ち満ちていたこの授業も、これでどうにか乗り切れそうだ。


　首の皮かわ一いち枚まいで生きながらえた──そんな心しん境きようで一息入れた時である。更衣室からすさまじい悲鳴が上がったのは。


　絹きぬを裂さくような、などという生なま易やさしいものではない。生きたまま五体を裂かれてもこうはなるまいと思えるような阿あ鼻び叫きよう喚かんの大合唱が、一いつ斉せいに巻まき起こったのである。


　峻護の危き機き対たい処しよ能のう力りよくは賞しよう賛さんに値あたいする。このケースでも彼はそれを証しよう明めいした。この世のものとも思えぬ絶ぜつ叫きように鳥とり肌はだを立たせたのも一いつ瞬しゆん、何が起こったか考えるよりも早く、彼は酸さん鼻び渦うず巻まく地じ獄ごく絵図が展てん開かいしているであろう更衣室へ、ただちにその俊しゆん足そくを向けた。


　が、それはほんの数歩で止まった。


　行く手に吉田と井上が、いや、一年Ａ組男子の全員が立ちはだかり、峻護の動きを封ふうじているのだ。


　すぐに察した。この連れん携けい、明らかに何かしでかそうとしている。だが何を？　真由を狙うにしたって、男どもはすべてここに面子メンツを揃えているではないか。


　迷まよいが生じた。その間に、数テンポ遅おくれて我われに返った体育教きよう師しが血相を変えて更衣室へ走る。悲鳴はいまだ止やまず続いている。


「──お前ら、何を企たくらんでいる？」


　横目で更衣室を窺うかがいながら問い質ただす峻護だが、男どもはニヤニヤ笑うばかりで答えようとしない。


　なおも言い募つのろうとした時、体育教師が更衣室へ躍おどり込こむのが見えた。悲鳴はなおも続いている。いや、むしろその音はより一いつ層そう大きさを増まし、よりクリアに耳へ届とどくようになってきて──


　と、そこで峻護は目を丸くした。悲鳴がよく聞こえてくるのも当然であった。体育教師が入っていったのとは反対側、南口の扉とびらが開き、そこから女子生徒たちがぞろぞろと出てくるのだから。無む論ろん、悲鳴をあげながら、である。だがそれは真実救いをもとめる声ではない。彼女らは断だん末まつ魔まのごとき絶叫を、鼻歌を口ずさむのと同等の気軽さで発しているのだ。しかも更衣室から列をなして出てくるその動きたるや、バッキンガム宮きゆう殿でんの衛えい兵へいが臍ほぞをかむほどの整然さであり、そして彼女らは瞬またたく間に脱だつ出しゆつを完かん遂すいすると、そばにあったモップで扉に封ふうをほどこした。さらにはいつの間にか分隊行動を取っていた吉田と井上が北口の扉に取り付き、同じくモップでロックをかける。


　更衣室に、体育教師だけが取り残された。


　してやったり、とばかりにバカ二人がこちらを振ふり向き、唇くちびるを笑えみの形にひん曲げる。


　成り行きの意外さに呆ぼう然ぜんとしていた峻護、それで覚かく醒せいした。


　やられた。男子組、女子組、それぞれ何か仕し掛かけてくるだろうとは思ったが、まさか手を組むとは。いや違ちがう、これは認識の甘あまさというべきか。そう、こういうことが大好きなのは何も男子に限ったことではないのだ。そのことは重々承しよう知ちしていたはずなのに。不覚。今後、二度と同じ手は食わない。


　峻護は手て際ぎわよく反省を済すませると、目まぐるしく頭ず脳のうを回転させ、敵てきの次なる行動を予よ測そくし始める。


　予測しつつ、一方では時間稼かせぎを忘わすれない。


「何をするつもりか知らないが──」


　体育教師の怒ど声せいを遠くに聞きながら、悠ゆう々ゆうと戻もどってきたバカ二人をにらみつける。


「今の行動、どうやって先生に弁べん解かいする気だ？」


「弁解？　何の話をしてんだお前？」肩かたをすくめながら、吉田。「女子の着き替がえ中、更衣室にチャバネゴキブリが発生。彼女たちは一時的なパニックに見み舞まわれるも、すぐに冷静さを取り戻して脱出。害虫の襲しゆう撃げきから無事に逃のがれた。が、救出に向かった勇気ある先生は、たまたま倒たおれかかってきたモップによって出口をふさがれて、憐あわれ、更衣室に一時捕とらわれの身になっている。──この状じよう況きようのどこに弁解が必要なわけ？」


「まったくだ。何を言ってやがんだろうな、コイツは」と、井上があとを引き取る。「見ての通り、すべて偶ぐう然ぜんの産物じゃねえか。おまえも見てただろう？」


　そういうシナリオか、と舌打ちする。いくら峻護が声こわ高だかに真実を叫さけんだところで、男子組と女子組が連携してシラを切り通せば煙けむに巻ける──その自信があるのだろう。普ふ段だんはいがみ合っていても、いざ団結すればその程度の手て管くだは発はつ揮きする連中だ。


「……それで？　その憐れな先生を助けようとしない理由は、どうやってでっち上げるつもりだ？」


　重ねて問い詰つめる間にもさりげなく周囲に目を配り、状況を確認する。


　左手にプール、右手に金かな網あみのフェンス。前方、数メートルの距きよ離りを置き、男子総そう員いんが密みつ集しゆうする壁かべ。その後ろ、さらに数メートルを置いて女子がひと塊かたまりになっている。真由の姿を探す。壁が邪じや魔まになって見づらいが、居る。女子集団の中心、おしくら饅まん頭じゆうされているような格かつ好こうで、状況の急展開に目を白黒させている。


「べっつにィ。言い訳なんざ、いっくらでもひねり出せるっての」


「ふん、そうはいくか。毎度毎度バカ騒さわぎばかり起こして。今回こそは、お前らの思おも惑わく通りにはいかない」


　真由に事態の打だ破はを期待するのは──あの様子では無理か。どうする？　強行突とつ破ぱして彼女の身み柄がらを奪だつ回かいするか。いや、いくらなんでもそれは手て荒あらにすぎる。それにバカ男どもはともかく、できるだけ女子には手をあげたくない。だが小細工の利きく場面でないのも確か。確実に真由を護まもるには、やはり彼女を手近に置いておく必要がある。


「思惑通りにはいかない？　ふん、強気じゃねえか。勝算でもあんのか？」


「勝算はない。だが、屈くつするわけにもいかない。こっちだって命を張っているんだ」


　とはいえこの状況──真由が女性陣じんに囲まれている状態であれば、今のところ彼女の安全は確保されていると判断していい。でもそれも妙みような話だ。男子と女子は手を組んだのではないのか？　男子の目的が依い然ぜんとして真由にあり、なおかつ女子と同どう盟めい関係を結んだのであれば、なぜ彼女は今も女子の手の内にある？　そもそも男子と手を組んで女子に何の得があるのか？


　それに、どうして連中はこちらの時間稼ぎにむざむざと付き合っている？　状況は向こうが有利のはずなのに、何も仕掛けてこないのはどういうわけだ？


　わからない。あせる。その動どう揺ようを悟さとられないよう、立ちふさがる吉田と井上を一いつ層そう強くにらみつけた。


　それに応じるかのように、バカ二人が思わせぶりな笑みを口辺に浮うかび上がらせる。


　次の瞬しゆん間かん、峻護の背後に殺気が湧わいた。


　反射的に振り向いた。


　振り向きつつ、彼は頭上から何かが急きゆう襲しゆうしてくるのを見た。かわしようもなくそれを受けた。受けた時には、すでに彼の両りよう腕うでは封ふうじられている。


　封じられてから、ようやく峻護は己おのれを捕ほ縛ばくしたものの正体を知った。


　浮き輪である。水泳場ならばどこにでも常備されている、救命用の赤くて白いやつ。人を救うために存そん在ざいするはずのそれが、まるで測はかったかのように峻護の身体からだにフィットしている。まったく身動きが取れない。


　それにしてもこれほどタイトなサイズの浮き輪を、寸すん分ぶんの狂くるいなく峻護に嵌はめこんだ者……それも、誰だれもいなかったはずの背後にいつの間にか回りこみ、ワンチャンスを見事ものにした人物とは一体──


「はぁい」


　峻護の視線を受け、綾川日奈子がニコニコ笑いながら手を振ってきた。


「ごめんね二ノ宮くん。ま、これも人生だから。ね？」


　ちっとも申し訳なさそうでない日奈子のセリフが終らないうちに、機をみた男子どもが一いつ斉せいに峻護へ襲おそいかかった。


　やられた、またしても陽動──時間稼ぎをされていたのはおれの方──いつのまに綾川さんは後ろに──髪かみから水が滴したたっていた、そうか、プールの中を潜せん行こうして──月村さんも黙だまってないで教えてくれればいいのに──壁に隠かくれていたし、おれが気づかなかっただけか──というか女子の誰かが口を塞ふさいでいたんだろうけど──連中、そういうことは抜ぬかりないし──


　もみくちゃにされつつ敗北の苦味を舐なめさせられているうち、さらに浮き輪の桎しつ梏こくを多数追加され、いも虫と大差ない姿に成り果ててしまう。もはや指先ひとつ動かすのもままならない。すべては峻護の性質を読みきった、一年Ａ組お調子者連合の作戦勝ちだった。


　ものの見事に捕縛された峻護、白しら洲すに引き出された罪ざい人にんのごとくプールサイドに跪ひざまずかせられる。


「ホント、お前は罠わなに弱いねえ」


　勝利を誇ほこっているというより、むしろ呆あきれたような口調で吉田が言いよこしてくる。


「まったくだぜ。そうそう、お前訊きいてたよな二ノ宮。先生を救たすけない理由をどうやってでっち上げるか、って。俺らの基き本ほん方ほう針しんとしては、あの手この手でお前にすべての責せき任にんをおっ被かぶせて保身を図る予定でいるから。よろしく頼たのむぜ」


　と、さらに井上。


「くっ……お前ら、おれをどうするつもりだ」


　ここにきてもまだ、なぜ女子が男子に協力し、自分の身柄を押おさえるのかがわからない。


　彼の疑問には答えぬまま、バカ二人は不気味に笑いつつ、虜りよ囚しゆうの両りよう脇わきを抱かかえて一歩前に出た。


「おい女ども！　約束のブツ、二ノ宮峻護だ！」


「そっちも契けい約やくを果たせ！」


（──何だ？　何のことを言っている？）


　成り行きの意味がわからず、峻護はひたすらされるがまま。


「言われなくたって、こっちも用意できてるわよ」


　呼よびかけに応おうじたのは綾川日奈子。そして彼女に付き従したがうようにして数人の女子、その中心にいるのは未いまだ目を白黒させている月村真由。その様相は、峻護と同じく囚とらわれの捕ほ虜りよのようで──


　捕虜？


　その考えに至いたった時、峻護は思わず目をむいた。敵の目的をようやく悟ったのである。


　叫さけぶ、


「見み損そこなったぞ綾川さん！　おれだけならともかく──」


「ま、これも人生だから」


「今ならまだ間に合う。よせ。考え直すんだ。君たちのしている行こう為いは人道に対する重大な背はい反はんだぞ。こんなことが許ゆるされていいはずがない」


「ふふふ、何とでもおっしゃいな。所しよ詮せんは負け犬の遠とお吠ぼえよ」


　悪役っぽい声をつくって言い放ち、北条麗華顔負けの高笑いをあげる日奈子。だめだ。のりのりだ。


　それぞれの陣地から、それぞれが確かく保ほする捕虜が引き出されたこの態たい勢せい。教室における彼らの不ふ審しんな態度。


　もはや疑うたがう余よ地ちはない。人質交こう換かん──よもや、かくも非道な密みつ約やくが取り交かわされていようとは。これでは人身売買と大差ないではないか。


　先ほど真由が守られているようだ、といったが、それはそうだろう。人質の安全確保は誘ゆう拐かい産業における基き本ほん中の基本なのだから。


「総員、二ノ宮三等兵の尊とうとい犠ぎ牲せいに対し、哀あい悼とうの意を表すべし！」


　見事な敬けい礼れいで男子一同に見送られながらケツを蹴けられた峻護、たたらを踏ふみつつ女子の許もとへ。


「悪く思わないでね月村さん。あなたの立りつ派ぱな献けん身しん、あたし達は決して忘わすれない。忘れないから」


　真由は「え？　え？　え？」と未だに事態を飲み込めてないまま、見事な泣き真ま似ねを見せる女子一同にぐいぐい背せ中なかを押され、男子の許へ。


　なおも抗こう議ぎの声を上げ続ける峻護には構かまわず、取り引きは円えん滑かつのうちに完かん了りようした。


　女性陣が、じわりと生いけ贄にえを取り囲む。いろいろな意味で身の危き険けんを感じるその目つきに、彼は沈ちん黙もくを強しいられる。


「──何をする気、……ですか？」


　思わず敬語。


　一斉に『にまあ』と笑う小悪あく魔またち。


「──やっちまいな！」日奈子の号令一下、ピラニアと化した少女の大たい群ぐんが黄色い歓かん声せいをあげて獲え物ものに襲おそいかかる。悪夢の始まりだった。


　ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた触さわりまくる。「剝むいちゃえ剝いちゃえ！」きわどい声も飛ぶ。なにも峻護をオモチャにするのは姉だけでないのだ。あわれな子羊は容よう赦しやのないセクハラの洗せん礼れいを浴び、ただただ悲鳴をあげるのみ。案外フェミニストである彼は女性に手て荒あらなことができないだけに、展てん開かいは一方的なものとなっていく。


　それでも抵てい抗こうをやめたわけではない。かろうじて海パンだけは死守しつつ、なおも脱だつ出しゆつの機会をうかがいながら、護まもるべき者の姿すがたを視し界かいに捉とらえるのを忘れない。


　だが状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的だった。真由は一分の隙すきもなく包囲され、逃にげるどころか身動きさえままならないでいる。餓が狼ろうどもの顔つきはもはや救いようがない。目を血走らせ、鼻息を荒くし、よだれをすすっている輩やからまでいるのが遠目にも視認できる。次の瞬しゆん間かんにも理性のヒューズを飛ばそうとしている様子が手に取るようにわかった。


　終わった──すべては手遅れになったことを知り、峻護は三さん途ずの川を渡わたる覚かく悟ごをした。


　その時である。す、と気配もなく現あらわれて真由の傍かたわらに立った人ひと影かげがあった。


　黒のセパレートに白いブラウスをラフに引っかけただけの水着姿──その扇せん情じよう的なスタイルに、男どもの視線がたちまち釘くぎ付づけとなる。


　峻護の血の気が引いてゆく。真由と並んでも引けを取らない、というかどっちがサキュバスだかわからない容姿を誇ほこるその女性が、彼を冷ややかに見み据すえる。


　その瞳ひとみは雄ゆう弁べんにこう語っていた。


『ほんと、感動的に使えないわねこのバカは。真由ちゃんはわたしが救たすけるけど、あんたはそこで無様に嬲なぶられてなさい』


　姉の断罪に戦せん慄りつする暇いとまもない。峻護は、己を見み舞まったセクハラの嵐あらしが不意に途と絶だえたことに気づく。


　動きを止めた少女達の視線を追う。


　そこに屹きつ立りつするは、ミケランジェロのダビデ像ぞうも裸足はだしで逃にげ出すような肉体美──モザイク入れたほうがよさそうな際きわどいビキニウェアただ一切れを身につけた、同性の峻護から見ても惚ほれこむしかない、男性体における一つの極きよく致ち。誰かが生つばを飲み下す音に、なるほどインキュバスとはこういうものか、と否いや応おうなく納なつ得とくさせられる。


『涼子くんはああ言っているが、今回は手を貸かそう。なに、気にすることはない。この貸しはいずれ利子込みで返してもらうさ』


　一ひと癖くせも二ふた癖くせもある少女たちを刹せつ那なの間に魅み了りようし尽つくした用よう務む員いんは目線だけでさわやかにそう語ると、フェロモンの奴ど隷れいと化した子こ猫ねこらに『さあ、おいで』とばかり両手を広げ、極上の微び笑しようを投げかけた。途と端たん、彼女らは先ほどに数倍する嬌きよう声せいを上げ、たちまち新たなターゲットを取り囲む。


　一方、辛からくも責せめ苦から逃のがれ得た峻護はプールの中にいた。女性陣じんが美樹彦に殺さつ到とうする際さい、無情にも突つき飛ばされたのである。身動きのままならないゆえ、彼は無抵抗に水中へ放ほうり込まれ、そのまま岸に辿たどり着くこともできず、土ど左ざ衛え門もん同然に浮ふ遊ゆうしている。


　視界の隅すみで、またしても乱らん痴ち気き騒さわぎが展開しているのが見える。涼子は一線を越こえようとしてくる生徒に当て身を食らわせながら、美樹彦は寛かん闊かつな態度で激げき烈れつなセクハラを受け止めながら、色しき欲よくの亡もう者じやどもをそれぞれあしらっている。二人とも、さてはあらかじめこの事態を予測してスタンバイしていたものか。


「あの──だいじょうぶ、ですか？」


　無事に難なんを逃れた真由が駆かけてきて心配げに覗のぞき込んでくる。だが峻護にはそれに応こたえる気力もない。腹はらの立つほど晴れ渡わたっている空を、ただうつろに見つめるだけ。





　長い長い一日は、まだ始まったばかりである。




　其の三　それはまずいよ二ノ宮くん







　夕ゆう刻こく。


　大小の悲ひ喜き交こも々ごもを呑のみこみ、私立神じん宮ぐう寺じ学がく園えんは今日も放課後をむかえる。


　それぞれのクラスでホームルームが終わり、校こう舎しやがざわつきはじめ、玄げん関かん先さきに人ひと影かげがちらほら目につくようになるころ、いち早く校門前に立つ生徒たちの姿があった。


　北ほう条じよう麗れい華かとその取り巻きである。


　彼女は、今日一日で起きた学園の動きを簡かん潔けつにまとめた報ほう告こくに耳をかたむけていた。


「……というわけで、今日の神宮寺学園はすべて二にノの宮みやくんがらみで動いたと、そう言っていいと思います。麗華お嬢じようさま」


　報告書をめくりながら、保ほ坂さかがおっとり口調で見けん解かいをのべる。


「次に、騒さわぎの中心となった人物のうち二ノ宮くんをのぞく三人──新しく赴ふ任にんした養よう護ご教きよう諭ゆの二ノ宮涼りよう子こ先生、用務員の月つき村むら美み樹き彦ひこ氏、それに転校生の月村真ま由ゆさんについての個別報告ですが──」


　その合間にも教程カリキユラムを終えた学まなび舎やは、帰き途とにつく生徒の影を吐はき出し続けている。


　彼らは麗華のかたわらを通る時、決まって何かしら声をかけていく。


「うっす、麗華さん、おつとめご苦労さんです」


「麗華さーん、今日も生徒会のお仕事？　がんばってねー」


　そのたびに、彼女は必ず笑顔えがおであいさつを返した。


　時には、


「ああ、あなた。このあいだ都展で入選していたわね。おめでとう。これからも頑がん張ばって」


　そんな声もかける。


　絶たえ間なく繰くり返されるそんなやり取りの中、保坂の報告は続く。


「月村美樹彦氏と月村真由さんは実の兄きよう妹だい、二ノ宮涼子先生は二ノ宮くんの実の姉、ということで間ま違ちがいないようです。裏うらもとりました。なぜ急にこの三人がこの学園にくることになったか、詳しよう細さいはわかってません。ただ、これは未み確かく認にんの情報なんですけど──月村真由さんは重度の男性恐きよう怖ふ症しようらしいですね。で、彼女が学園生活を送る上でのフォローをするために、月村氏と二ノ宮先生は赴任してきたのだとか」


　さらに報告は続く。新顔三人の人気ぶり──保健室、用務員室、一年Ａ組に出現した人だかり、授業をサボっておしかける生徒が続出、ケンカ騒ぎも続出、保健室での怪け我が人がいちばん多かったというあべこべ、


「──とにかく相当な騒ぎだったみたいです。生徒会も教師連も鎮ちん静せい化かに乗り出したみたいですが、あまり効こう果かはなかったようですね。お嬢さまは商務で本家に戻もどられてましたし……」


　同じく麗華について北条家に戻っていた保坂が言い、自らの失態に恐きよう縮しゆくした取り巻きの生徒会メンバーたちが頭こうべをたれる。


　それを手で制せいし、


「かまいませんわ。みな、ただのお祭り気分なんでしょう。この学園にはよくあること。しばらく放ほうっておけばよろしいですわ。当学園は徹てつ底ていして生徒の自主性を重んじる校風です。いずれ、収おさまるべきところに収まるでしょう。今回にかぎって生徒たちの興きようをそぐような処しよ置ちをとるのは、わたくしの本意ではありません。


　それよりも皆みなさん、下校する生徒はおおかた校舎を出たようですわ。おつかれさま、あとはわたくしひとりで十分です」


　麗華の言葉に取り巻きたちは敬愛をこめて一礼し、それぞれの放課後へと散っていった。


　それを見届けてから、


「保坂。こまかい調ちよう査さは別途行いますわ。さしあたりは二ノ宮峻しゆん護ごに関する報告だけよこしなさい」


「はあ。ええと──二ノ宮くんの今回の役やく割わりはですね、ひとことで言えば騎士ナイトですね」


「ナイト？」


「そうなんです。お姫ひめさまを護まもるナイト。一連の騒ぎにおいて、彼の役どころというのは判はんで押おしたように決まっていて。二ノ宮くんは一日じゅう月村真由さんについてまわり、むらがる男子生徒から彼女をかばう行動にでています。報告書を見るかぎりでは、ほとんど決死の覚かく悟ごで立ち回っていますね。彼女には指一本ふれさせないぞ、みたいな」


　ぴく、と麗華の表情が動く。


「おかげで二ノ宮くん、心身ともにぼろぼろみたいですよ。月村真由を専せん有ゆうしている、ということで、ずいぶんと突つきあげを食らったみたいだし。だけどそれでいてなお、彼はナイト役をやめなかったみたいです。一体なにが彼をそこまでさせるのかなあ」


「…………」


「こうなるとやっぱりあれですか、お嬢さま」


「なによ」


「二ノ宮くんに会ったら、厳げん重じゆう注意とか、訓くん告こく処しよ分ぶんとか、そういうことですか」


「馬ば鹿かおっしゃい」


　麗華は緑なす黒くろ髪かみをかきあげ、ぴしゃりと言い放つ。


「この件けんはあの男ではなく、その周囲がおこした騒そう動どう。二ノ宮峻護個こ人じんを罪つみに問うことはありませんわ。責任の所在をとりちがえないで」


「はあ、そうですか」


　その返答を聞き、保坂少年は好もしげに主人を見やるが、


「ただし、」


　麗華は棘とげだらけの口調で付け加えた。


「あの小こ娘むすめについては別よ。月村真由とやら、要するに騒動の元げん凶きようなのでしょう？　今朝の無礼もありますし、ただで済すますわけには──」


　そこで言葉を切り、校舎の方へ視線をやる。


　帰き宅たくする生徒の姿すがたが、あらかた尽つきたかと思えた頃ころである。玄関口から、ぽつん、と出てきた人ひと影かげがあった。


　普ふ通つうならそれが誰だれなのか、まだ視し認にんできないような距きよ離りである。


　だが。


　気に食わない女のことを考えていたために柳りゆう眉びを険けわしくしていた麗華は、その人影を認めるとたちまち聖女のごとく表ひよう情じようをやわらげる。しかしそれもほんの一いつ瞬しゆん、すぐに険しい顔を作りなおし、と見るや、遠目にもげっそり疲ひ労ろうしきった人影の様子に気づいて表情を翳かげらせ、だがその心配そうな顔も、人影のうしろをついてくるもうひとつのシルエットに気づいた瞬間ふくれっつらになり、


　さんざん顔を変えた末、『おーっほっほっほ』と高笑い。


『身勝手で高圧的な態度の麗華お嬢さま』の姿におちついて、その人物をむかえた。


「また会いましたわね、二ノ宮峻護！」


　両手を腰こしにあて、両足は肩かた幅はばに開き、


「あなたに言っておくことがありますわ二ノ宮峻護。ほかでもない、今日あなたの周りでおこった一連の騒さわぎのことよ。多少のことならともかくこれだけ学園内の風紀を乱みだされては、わたくしも生徒会長として見すごすわけには、」


「え？　お嬢さま、さっきは二ノ宮くんの罪は問わないって……」


「保坂、おまえは黙だまってなさい。いいこと二ノ宮峻護。今後は──」


「北条先せん輩ぱい、ちょっと」


　麗華の論難を、峻護が無ぶ遠えん慮りよにさえぎった。生気というものが全く欠けた、それでいてどこか鬼き気きせまるような口調だった。


　それは麗華の知らない峻護だった。彼女は戸と惑まどい、押おし黙った。


「すいません。今日は勘かん弁べんしてください。彼女、疲つかれてますから」


　ぼやくように言い、背はい後ごを示しめす。


　その先に月村真由がいる。たしかに顔色はよくない。なぜか疲労とは別の理由で放心しているらしいのが不ふ可か解かいではあるが。


「はやく帰してやりたいので。すいません」


　頭をさげ、呆ぼう然ぜんとする麗華の脇わきを通り過ぎる。


　それにやや遅おくれて、時間の止まっていた小娘が、はっ、と気づいたように瞬まばたき。


　去ってゆく背中と麗華を交こう互ごに見やっておろおろしていたが、やがて、ぺこ、とおじぎをし、小走りに騎士のあとを追った。


　呆然としたまま麗華は考える。


　二ノ宮峻護はこれまで、自分に対してあんな言い方をしたことはなかった。


　それに。


　彼はたしかに、報告にあった通りの満まん身しん創そう痍いに見えた。


　なのになぜ、『彼女、疲れてますから』なのだろう。『はやく帰してやりたいので』なのだろう。


『おれ、疲れてますから』でも、『はやく帰りたいので』でもなく。


　どうみても小娘より、彼のほうが休息を必要としているはずなのに。


　まるで……あれではまるで──


「なんかあれですねお嬢じようさま。あのふたり、まるで恋こい人びと同士み」


　保坂は最後まで言うことができなかった。


「…………」


　麗華はぼんやりと二人の姿を見送りつつ、無意識のうちに繰くり出した自らの右ストレートによって失神した下げ僕ぼくが地に倒たおれる音を聞く。


「生徒会長！」


　誰かが呼よぶ声で麗華は我われに返り、あわてて表情を取り繕つくろった。


　見ると、先ほど散っていった生徒会メンバーのひとりが駆かけ寄よってくる。


「生徒会室にこのようなものが」


　差し出されたそれは、どうやら彼女あての投書のようであった。


　封ふうを切って一読した。


「なっ……」


　すでに平へい常じようを取り戻していたはずの表情が、見る見るうちに度を失っていく。


「なんですってぇ……」


　こめかみに青あお筋すじを浮うき立たせ、麗華はそれを破やぶりすてた。





　　　　＊





　もつわけがない。


　重い足取りで帰路をたどりながら、峻護はあらためて確かく信しんする。


　もつわけがないのだ、こんな生活をしていたら。


　今日一日の素す敵てきな学園ライフを思い返す。


　月村真由をめぐる騒そう動どうの数々。


　新聞部の取材、各種クラブ活動の勧かん誘ゆうなどは序の口。うわさの転校生をひとめ見ようと押しかけてくる生徒たちを仕切り、彼らから見物料をとろうとする吉よし田だと井いの上うえを張り飛ばし、早々と発足したファンクラブに注文をつけ、そうこうしているうちに真由のマネージャーのような位置におさまってしまい、次から次へと舞まいこんでくる案あん件けんのすべてに首を突つっこむ羽目になり、さらには姉と美樹彦が絡からんできて──


　それ以上は思い出すのをやめた。精せい神しん衛えい生せいに深しん刻こくな影えい響きようをあたえかねない。


　二ノ宮家へ続く坂をのろのろ進んでゆく。太陽が黄色い。日差しはいまだ激はげしく、これでもかと峻護の五体を責せめ苛さいなむ。蟬せみ時雨しぐれはどこまでも耳みみ障ざわりだ。


（土台、無理な話だったんだ）


　本来なら何もかも放ほうり出すところだ。どんなペナルティが待っているとしてもそうするべきだ。それに値あたいする動機も十分なはずだ。


（ただ、）


　のぞき見るようにして、峻護は肩かた越ごしに目をやる。


　月村真由。


　すっかりしょげ返った様子で、うつむきながらとぼとぼついてくる。むしろ峻護より彼女のほうが沈しずんでいるように見える。


　学校でのあれこれを思い出す。


　峻護がトラブルに巻まきこまれるたび、彼女は立りつ位い体たい前ぜん屈くつでもするような格好であやまるのだ。今日だけで彼女の謝しや罪ざいを何度うけただろう。


　そして彼女は最後まで音ねを上げなかった。どれだけフラフラになっても倒れなかった。


　そういう姿を見せられては、峻護としてもあまり多くは言えなくなるのだ。


　だがもうこれ以上は。


「…………」


　玄げん関かんを開ける。


　わき目も振ふらず台所へ直行し、冷れい蔵ぞう庫こから栄養ドリンクを取り出す。姉の相手をするのは何かと心身をすり減らすため、この手の品をつねに備び蓄ちくしているのだ。彼女が家にいる間は、これと胃薬から手がはなせない。


　一本あけただけでは足りた気がせず、二本、三本と飲み干ほしていく。


　べつに即そつ効こう性せいがあるわけではないが多少は生き返った気持ちになる。


　と、そこでようやく、所在なげに突っ立っている真由に気づいた。部屋に戻もどっていると思いきや、なぜかここまでついてきたらしい。


「何？」


　声をかけると、細い身体からだをますます縮ちぢこまらせる。


（…………？）


　疲ひ労ろうのためか、峻護の頭は普ふ段だんほど回っていない。


　オイル切れのギアボックスのように重い思考をめぐらす。


　彼女は慣なれない学校で一日をすごし、しかも一度はぶっ倒れている。


　当然、疲つかれている。


　空になった手の中のビンを見る。


　何か言いたげな真由に視線を転じる。


　もう一度ビンを見、ふたたび真由へ視線。


（ああ、なるほど）


　理り解かいした。


　四たび冷蔵庫を開けて、


「ん、これ」


　愛あい飲いんの栄養ドリンクを差し出した。


「え？」


　真由はきょとんと目を瞬しばたたかせる。


　どうやらハズレだったらしい。


　よくよく考えてみれば、栄養ドリンクが欲ほしい、欲しくない、なんてことでわざわざここまでついて来たはずもない。おねだりする小学生でもあるまいし。


　遅おそまきながらそこに思い至ったものの、こうなっては峻護としても引っこみがつかず、ドリンクを握にぎった手をさらに突き出すようにして、


「おれがいつも飲んでいるやつなんだ。これで、すこしは疲れが取れると思う」


　当とう惑わくしたまま、真由はおずおずとそれを受け取る。


　その表情に、ゆっくりと理り解かいの色が浮うかんでくる。


　そして──変化は起こった。


　春の陽ひをうけて雪が溶とけ出すように──


　口もとがほころび、双そう眸ぼうが穏おだやかなカーブを描えがいてゆく。


　大したことは何もやってない。峻護の主観でもそうだし、客観的にもそうである。態度もいたって無ぶ愛あい想そうだった。あげたものは、味も素そっ気けもない栄養ドリンクにすぎない。


　それでも彼女は。


「……ありがとう」


　笑顔えがおを咲さかせた。


　草原で風にゆれるカスミソウのような、控ひかえめで、けれども可か憐れんな──


　老ろう若にやく男なん女によ、古こ今こん東とう西ざい、いかなる人間の心をも蕩とろかすような──


「あ……いや」


　みとれた。


　そして彼女の笑顔をはじめて見たことに気づく。これまでは、申し訳わけなさそうな顔だとか、あわてている顔だとか、緊きん張ちようしている顔だとか、そんなのしか見ることができなかったけど。


　思いがけず目まの当たりにしたそれは、なんというか、なんといえばいいのか、思ったよりもずっとずっと、はるかに、


「よかった──ほんとうによかった……」


　真由が続ける声を、なかば陶とう然ぜんと聞く。


「二ノ宮くん、きっと怒おこってると思ってたから、もう嫌きらわれたと思ってたから、迷めい惑わくばかりかけてたから、それが、ずっと心配で」


　ほとんど涙なみだぐむようにして、心からうれしそうに──


「…………」


　たしかに。


　学校で身体を張はり始めてからこのかた、ろくに会話はしていない。疲ひ労ろうゆえに不ふ機き嫌げんな顔をしていたろうし、あまつさえ帰り道では一言も声をかけなかった。それが彼女を不安にさせていたのだろう。


　悪いことをした。


　彼女との同どう居きよには、なるほど反対している。彼女のおかげで散々な目にもあっている。とはいえ、それを理由に彼女を無む視しするとか、そんなつもりは全くなかったのに。


　そもそも──と峻護は思う。おれは何で彼女の同居に反対していたのか。


　公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する。それもある。が、もっとほかに、何かあるのだ。ことさら彼女については、心のどこかが警けい鐘しようを鳴らすのだ。


　では彼女のことを嫌っているのか？　なるほど、いま自分に降ふりかかっている災さい厄やくの元げん凶きようは彼女だ。けど、だからといって彼女という人間を嫌いなわけじゃない。というより、素す直なおで真ま面じ目めでひかえめな彼女の性せい格かくはむしろ──うおっ、ちがう、いまのは無し！


　ぶんぶんぶんと首を振ふり、あとに続く思考を打ち消す。


　そんな峻護をよそに、


「あの、二ノ宮くん。やっぱりお手伝いさせてください」


「え？」


　唐とう突とつな言葉に、とまどう。


「この家でのお仕事です。迷惑ばっかりかけてるし、二ノ宮くんの身体からだがもたないし、わたし自身、何もしていないのは……」


「あ」


　言いたいのはそっちのほうだったか。


「いや、それはちょっとまずいというか、さしつかえがあるというか、」


　そんなことになれば今度こそ同居の事実が、


「迷惑──ですか？」


「いや、その」


　真しん摯しなまなざしに口ごもり、視線を逸そらせ、


「とにかく、だ」


　結局、見み栄えも外聞もないやりかたで問題を先送りにした。


「おたがいに、まずは休むことにしよう。おれはしばらく動く気になれないから、ちょっとひと眠ねむりする。月村さんも疲れただろう？　さあ」


　返事も待たず足早に二階へ。


「うん、ここが月村さんの部屋だったな」真由の部屋の前で立ちどまり、わざとらしくひと声。「ゆっくり休んでくれ。じゃあ、おれの部屋はこの廊ろう下かの奥おくだから」


「あの──」


「じゃあ、またあとで」


「……はい」


　露ろ骨こつに話題を打ち切り、踵きびすを返す。


　真由の視線が追ってくるのを感じつつ、ともかくも安あん堵ど。


　どうであれ、これで一息つける。ようやく。


　今となってはただ自室のみが、峻護に残された安息の地である。


　まだ間はあるが、陽ひが沈しずむ頃ころにはあのふたりが帰ってくるはず。このあとも延々と展開するであろう戦いに備そなえ、おおいに羽を休めなければならない。


　背中についた視線が逸れるのを感じる。真由は自分の部屋に入っていったのだろう。


　これで本当に一息つける──気を緩ゆるめつつ、峻護も自室のドアを引き開けた。


「…………」


　固まった。


　ない。


　部屋がない。


　いやちがう、部屋しかない。


　スチールの机つくえ、飴あめ色いろの古ふる簞だん笥す、天てん井じよう近くまである書しよ棚だな──この部屋を峻護の部屋たらしめていた家か財ざい道具一式が、きれいさっぱり消え失うせていた。


　陽のあたる具合でやや色落ちした壁かべだけが、かつてそれらがあったことを示しめす痕こん跡せきを残している。ホコリ一つ落ちていない。まるで借金取りにすべて毟むしり取られた後のようで、ここまでくるといっそすがすがしいほどだ。


「何が一体……」


　どうなって、と呟つぶやきかけ、やめた。決まっている。容よう疑ぎ者しやはふたりしかいない。


　だが、まさか質しちに入れたわけでもないだろう。捨すてる──などという芸げいのない真ま似ねもするまい。では家具たちはどこへいった？


「あ」


　ひらめいた。


　ダッシュ。廊下を駆かけ、ドアが開いたままの部屋へ。


「月村さん！」


　部屋に一歩入ったまま呆ぼう然ぜんとしていた真由がこちらを向いた。


「あの、これ……」


　困こん惑わく顔で室内を示しめす。


　見み慣なれない調度類がならんでいる。落ちついた雰ふん囲い気きのものが多い。今日とどいた、真由の私物だろう。すでにおおかたは梱こん包ぽうが解とかれ、配置が終わっている。


　見慣れた調度類もならんでいる。スチールの机、飴色の古簞笥、天井近くまである書棚──実用性重視で飾かざり気のないそれらはいずれも、たしかに今朝までは峻護の部屋にあったものだ。


　奇き妙みようなことに寝しん具ぐはひとつきりしかない。部屋の中央に鎮ちん座ざしているのは、一人で使用するには余よ剰じよう面積が多すぎるであろう、堂々たるダブルベッドである。


　枕まくらもとには、何の冗じよう談だんかティッシュの箱。


「くッ……」


　思わずうめく。


　別系けい統とうの家具が並へい存ぞんする違い和わ感といい、その配置の微び妙みようなぎこちなさといい、まるっきり『同どう棲せいをはじめて間もない二人の部屋』のニュアンスではないか。


　峻護はこの馬ば鹿かげた室内を、火のつくほどに睨にらみつけ、


（畜ちく生しよう、なんてことしやがるあのバ）


「今、『畜生、なんてことしやがるあのバカ姉』って思ったでしょう、峻護」


　いきなり耳もとでささやかれた。


「──！」


　思わぬ奇き襲しゆうに珍ちん妙みようなダンスを踊おどりながら、声にならない声をあげる峻護。


　そんな弟を見て涼子は肩かたをすくめ、


「面おも白しろいステップね、それ。創そう作さく舞ぶ踏とうか何か？」


「──だから姉さん、気配を消してうしろに立つのは──いや、それよりまず心の中を読むのをやめてくれ！　というか学校は？　まだ仕事あるだろうこの時間！　いや、そんなのはいい、聞かせてもらう。この部屋は一体なんのつもりだ！」


「この程てい度どの隠おん形ぎようを見破れないのはあんたの注意力不足。心を読むも何もそんなわかりやすい顔してたら口に出してるのと同じことじゃない。放課後なんて大した仕事ないんだからさっさと抜ぬけてきたわよ」


　峻護の問いに逐ちく一いち答え、最後に、


「この部屋は見てのとおり。あんたは今日から真由ちゃんと同じ部屋で暮くらすの。わかった？」


「なぜだ！」


「ばかだなあ。そんなの決まっているじゃないか」


　いきなり耳もとでささやかれた。


「おや峻護くん。そのオリジナリティあふれるステップは創作舞踏か何かかい？」


「みっ、美樹彦さん！──って、いつの間に？　廊下にいた姉さんはともかく、部屋の中にはさっきまで誰だれも」


「涼子くんの言うとおり、君は注意力が散さん漫まんすぎる。これだけあっさり背後を取られていては、妹をまかせている身として心配だ。もっとしっかりしてくれないと」


　空気のように忽こつ然ぜんと現あらわれておきながら美樹彦は無茶な注文をつけ、


「さて峻護くん。君が妹と同じ部屋で暮らすのは、これも男性恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくプログラムの一いつ環かんだからだ。可か能のうなかぎり、真由は君と行動を共にするほうがいい。よろしくたのむよ」


「そんな、それならせめて、カーテンか何かで部屋を仕切って──」


「却きやつ下かだ。プログラムを阻そ害がいする可能性を有する要求については、いかなるものにも応じられない」


「そんな馬鹿な！」


　強権をもっての一方的な決定に抗こう議ぎすべく、猛もう然ぜんと身を乗り出した時、


「ねえ真由ちゃん」


「え？　はい」


　事の成り行きについていけないのか、オロオロするばかりの真由に、涼子がおもむろに近づき、


　いつのまにか取り出していたデジカメを示し、


「今朝見せてあげるつもりだった、とっても面白い映えい像ぞうだけどね。なんなら今ここで見てみる？　実はまた新しくネタを仕入れて、より興きよう味み深ぶかい出来になってるんだけど──」


「待った姉さん。ストップ」


　峻護は泣きを入れた。


（抵てい抗こうは無意味、ってことか）


　こうなれば──


　最後の砦とりで、月村真由を祈いのるような思いで見た。


　彼女次し第だいだ。


　彼女のモラルに訴うつたえて、この巫ふ山ざ戯けたプランの中止を──


「真由、事じ情じようはわかったね？　今日から彼と同じ部屋で過すごすんだよ」


「そんな、兄さん──」


「真由ちゃん、がんばらなきゃ。これくらいの事でくじけてたら、いつまでたっても今のままよ」


「でも、」


「涼子くんの言う通りだ。真由は自分を変えると決心したんだろう？」


「そうだけど、」


「真由ちゃん。いちど決めたことはきちんとやり通さなきゃいけないわ。設せつ定ていした目的は、あらゆる手を尽つくして、可能な限かぎり速すみやかに達成しないと。わたしたちもできるだけのことをするから」


「けれど、それじゃ二ノ宮くんに迷めい惑わくが、」


「案ずることはない。幸い彼はきわめて協力的だ。真由のためになる処置について、まさか反対することはあるまい。真由は自分を変えることだけ考えていればいいんだよ」


　美樹彦と涼子が代わる代わるにそそのかす。真由に考える間を与あたえない。まるでマルチ商法の熟じゆく練れん勧かん誘ゆう員いんのような手て並なみである。


　どうにかしようにも、何か言おうとするたび涼子が巧たくみにデジカメをちらつかせるため、峻護は身動きが取れない。


　そして真由は、人の口を疑うたがうということを知らない。


「──わかりました」


　峻護が悪戦苦く闘とうしているうちに案の定、彼女はあっさりおちた。


　むしろふたりの口車に乗り、決意を新たにした模も様ようである。


「わたし、やります。がんばって自分を変えます。これからもどうかよろしくおねがいします」


「えらいわ真由ちゃん。じゃあご褒ほう美びに、今日はわたしが夕食を作ろうかしら」


「おお、涼子くんが腕うでを揮ふるうのか。これは楽しみだ。真由は運がいいな、早くも彼女の作品を味わえるとは」


「真由ちゃん、手伝ってもらっていい？」


「はい、ぜひ。あの、でも二ノ宮くんが──」


「峻護？　あんなの放ほうっておいていいわ。どうせ、しばらくは呆ほうけてまともに動けないでしょうから。さ、行きましょ」


　涼子と美樹彦は、たったいま屈くつ服ぷくさせた相手のことなどすっかり忘わすれ去ったような賑にぎやかさで、真由はそんな二人に背中を押おされる格好で、それぞれ部屋をあとにした。


　ぱたん、とドアが閉とじる。


　それを合図にどっと疲ひ労ろうが押しよせ──


　放心からそのまま失神へ移い行こうするようにして、峻護の意い識しきは闇やみに沈しずんだ。





　　　　＊





　二ノ宮家の浴場は総そうヒノキ貼ばり、かつ二十四時間入浴可能なハイテク・バスである。


　設計は涼子の手によるものだ。年経へた天然ヒノキ材と銘めい石せきをふんだんにほどこした造つくりは、知る人ぞ知る老舗しにせ温泉旅館の名物風ぶ呂ろ、といった趣おもむきがある。


　とはいえ峻護にとっては掃そう除じをするのに一苦労の、無む駄だに広い浴室でしかない。実用に耐たえさえすればいいのだから、彼にしてみればドラム缶かん風呂でも十分なのである。


　が、今日ばかりは事情がちがった。


　峻護は今、大浴場がもたらす開放感のありがたみを深く深く嚙かみしめている。広々とした湯船を一人占せん有ゆうし、誰はばかることなく寛くつろぐことが、身体からだの芯しんからくる疲労にどれほど効こう果かを顕あらわすか──そのことをはじめて実感する思いだった。これならば姉の凝こりようもうなずけるというものである。


「ああ──」


　覚えず幸せのため息をもらしつつ、先ほどの晩ばん餐さんの席を思い出す。


　やはりというべきか、ここでもロクな目にあわなかった。


　口ほどにもある姉の料理に凹へこまされた。その料理の腕に真由はますます姉に傾けい倒とうし、悩なやみの種がまた増える格好となった。デザートにさくらんぼが出され、そのへたで結び目をつくる大会がはじまった。真由がダントツの優ゆう勝しようだった。これがサキュバスの能力だよ、と美樹彦が余よ計けいなことを耳打ちしてきたものだから、いろいろな想像をしてしまった。調子にのった姉がバナナを持ち出してきたため、必死でノーコンテストにした。


　本来癒いやしの場であってしかるべき食しよく卓たくは、今や神しん経けいをヤスリで削けずるがごとき戦場と化した感がある。もはやこの浴室のみが唯ゆい一いつ残されたプライベートエリアだった。ここを除のぞけば、あとはもう手て洗あらいくらいしか寄よる辺べがない。


「ふう──」


　もういちど長嘆たん息そく。


　両手で湯をすくい、ざぶ、と顔を流す。


　鼻歌のひとつも物し、頭にのせたタオルに手を添そえれば、いよいよ気分は上々である。


　といっても物理的に疲つかれが消えてくれるわけではない。


　ゆっくりと、底なし沼のような眠ねむ気けが襲おそってくる。


　いけない、と思いつつも誘ゆう惑わくに負け、目をとじる。


　うとうとする。


　夢ゆめとうつつの境さかいにたゆたいながら、浴場──最後の聖せい域いき──で繰くり広げられる音景色を堪たん能のうする。


　結けつ露ろした水すい滴てきが湯船におちる音。


　湯面の波は紋もんが重なりあって奏かなでる音。


　水すい蒸じよう気きがたちこめる音なき音。


　そして、


「はっはっは、真由と風呂に入るのは久ひさしぶりだなあ。よし、今日は背中の洗あらいっこをしよう」


「でも中に二ノ宮くんが……」


「お酒、真由ちゃんも飲むでしょう？　秘ひ蔵ぞうの吟ぎん醸じよう酒しゆなのよこれ」


「あの、わたし未成年……」


　一発で目がさめた。


「──ちょっ、冗じよう談だんだろ！」


　あわてて湯船から立ち上がる。


　それが失敗だった。


　ほとんど同時に、がらがらと引き戸が開いた。


　ふたりに挟はさまれるようにして、真由が真正面にいた。


「うおわっ！」


　可か及きゆう的すみやかにタオルで前を隠かくしたが──いまにも火を噴ふきそうな顔で目をそらした真由の様子からして、たぶん見られたと思う。


「ふ、ふたりともいいかげんにしてくれ！　何を考えてるんだ、男と女がならんで風呂に入ってくるなんて！」


　声を荒あららげ、この狼ろう藉ぜきの首しゆ謀ぼう者しやたち──だろう、どうせ──をなじる。


「いいかげんにしろ、と言われてもねえ」


　姉は困こん惑わくした表情を作り、そして告げた。


「混こん浴よくよ、ここ。知らなかったの？」


「自家用の風呂に混浴も何もあるか！」


「どちらにせよそんなことは問題じゃないよ峻護くん」


　と、今度は美樹彦。


「これは純じゆん然ぜんたるリハビリ行こう為いだ。何かそれ以外の意図でもあると思うかい？」


　たしかに三人ともバスタオルを巻いてはいる。が、『風呂は裸はだかで』を信念とする姉を同どう伴はんしていることからして、その下に水着をつけているなどということはよもやあるまい。


「君が変に気をまわすと、かえって妹もやりにくくなるだろう。いつもやっているように堂々と入浴を楽しんでくれればいい」


「結けつ構こうです。おれはもう上がらせてもらいますから」


　もはや聞く耳もたず、峻護は湯船からあがり、ずかずかと出口へ大おお股また歩き。


　それを見て涼子と美樹彦は左右に分かれ、道を空ける。


　その先に腰こしのひけている真由がいる。そのきわどいバスタオル姿から目をそらしつつ、歩を速める。


　──この時の彼に、隙すきがなかったとはいえない。


　が、それ以上に敵てき方がたのコンビネーションが絶ぜつ妙みようだった事については、彼の潔けつ白ぱくを証しよう明めいする意味からも特記しておく。


　涼子と美樹彦を結ぶ直線上に、足を踏ふみ入れたのと同時。


　まず涼子の足あし払ばらいが、柔じゆう道どうの金メダリストでも軽々と倒たおせるタイミングで峻護の軸じく足あしを刈かった。


　次いで、致ち命めい的にバランスをくずした彼の肩かたを美樹彦が、とん、と軽く突つき、巧こう妙みように方向修しゆう正せい。


　いずれも最小限の挙動でなされた神速の早はや業わざだった。果たして真由には、その動きを捉とらえることができたかどうか。


　峻護は自分の身に何がおこったかを理り解かいしていたものの、それによってもたらされる運命を回かい避ひする術すべをもたなかった。


　声をあげる間もなく、前のめりにすっ転ぶ。


　いきおい、身体からだ全体が伸のびるような格好になる。それにともなって彼の右腕うでも目め一いつ杯ぱいに伸ばされる。


　その先に真由がいた。


　より正確には、胸むな元もとで留とめられた彼女のバスタオルがそこにあった。伸ばされた峻護の指先がちょうど引っかかる位置に。


　もんどり打つようにして峻護は浴室に転がる。反はん射しや神経の賜たま物ものでそれでも受身だけは取ったが、衝しよう撃げきを殺しきるには到いたらず、痛いたみに顔をしかめる。
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　うめきつつ、右手に何かを握にぎっていることに気づく。その厚あつ手での布ぬのの正体にもすぐに気づく。


　思わずその持ち主を見上げる。


　彼女はいまだに何が起こったか理解できてないらしく、ただきょとんとしている。


　その柔やわ肌はだを包んでいたものは、今はもう、ない。


　ゆえに、鴇とき色いろのあれとか、比ひ喩ゆ表現を用いてすら表記が憚はばかられるそれだとかが、否いやが応おうにも目の奥おくに焼きつく。


　そ知らぬ顔をしている黒くろ幕まくどもの姿が視界の片かた隅すみにある。





　そして峻護は、生まれてはじめての現象を二つまとめて経けい験けんした。


　ひとつ、物理的衝撃以外の要よう因いんによっても鼻血が出るということ。


　ひとつ、あまりにショッキングな出来事を目まの当たりにすると、体感時間が停止するということ。


　後者については、おそらく先方も体験を共有したはずである。





　……時がまた、動き出した。


　同時、二人分の悲鳴が洋館の隅々にまでひびき渡わたった。





　　　　＊





　──長かった一日がようやく終わろうとしている。





　開け放した窓まどから風が入ってくる。


　湿しつ気けの多い空気ではあるが、湯上りには十分心ここ地ちよい。へとへとの心身にささやかな慰なぐさめを与あたえてくれる。ついその気分のまま、泥どろのように眠ねむりたい衝しよう動どうに駆かられるが──まだ手を休めるわけにはいかない。


　真由の個こ室しつになるはずで、不本意ながら峻護の部屋ともなった一室。


　ときどき痙けい攣れんしたりする身体をはげまして、彼は室内をくまなく調べまわっていた。


　盗とう聴ちよう器き、もしくは隠しカメラが仕し掛かけられてないかチェックしているのである。まさか、とは思うのだが、あの二人ならやりかねない。念を入れておくに越こしたことはなかった。


　そんな彼をよそに、真由は壁かべ際ぎわにしつらえられた机つくえに向かっている。先ほどからずっとだ。パジャマ姿に濡ぬれ髪がみのまま、何をするでもなく大人しくしている。


　それぞれ、無言。微び妙みような空気である。


　当然といえば当然だ。


　つい先ほど、おたがいのすべてを目まの当たりにした。


　部屋の真ん中にはこれ見よがしなダブルベッド。


　意い識しきしないはずがない。


　それでも峻護のほうは作業に集中することでどうにか泰たい然ぜん自じ若じやくを装よそおっているのだが、真由のほうはそうもいかないようだった。


　彼女がしきりにこちらの様子を気にしているのを、峻護は背中でひしと感じ取っている。


　それに耐たえかねて振ふり向くと、ささっと視線をそらす。


「…………」


「…………」


　特に言うべきことも見つからず、また作業にもどる。


　しばらくするとまた同じ気配を感じる。


　振り向くと、素す早ばやくそしらぬ振りをする。


「…………」


「…………」


　しかたなく、作業を再さい開かいする。


　と見せかけて、予よ備び動作なしで振り向く。


　ばっちり目が合い、一いつ瞬しゆん固かたまり、それからあたふたし出し、


　……なんだか気の毒になってきて、


「月村さん、」


「あのっ！」


　目を合わせないまま、切せつ迫ぱくした声。


　もじもじとためらい、何度か口を開け閉しめしてから、


「あの、わたし、気にしてませんから、さっきのこと」


　大噓うそをつく。


　次いで、


「兄のは、見み慣なれてますから」


「いや、そういう問題じゃないと思う」


　それに、それはそれで問題だと思う。


「いいよ、おれも気にしていない」


　これも大噓だが、とりあえずそう言っておく。


　真由は、ほっとした様子だった。


「…………」


　気にするべきはこちらでなく、そちらのほうだろうに。


「さて、」


　ようやく満足いくまで部屋を調べ終え、峻護はつとめて普ふ段だんどおりの声を出した。


「まだ宵よいの口だけど、おれは先に寝ねかせてもらうよ。月村さんはまだ起きててくれていいから」


「あ、いえ──それじゃ、わたしももう休みます」


「そう。それならベッドは月村さんが使ってくれ。おれは床ゆかでいい」


　そう告げると、真由が何か言うより先にタオルケットにくるまり、寝ね転ころがった。


　わずか、彼女は迷まよっていたようだが、


「……それじゃ電気、消しますね」


　ややあって明かりが落ち、もぞもぞと布ふ団とんにもぐりこむ音がする。


　視力がだんだんと闇やみに慣れ、周囲をうすぼんやりと浮うかび上がらせる。


　二人分の暮らし道具を詰つめこんで窮きゆう屈くつになった部屋。それでもなお高い天てん井じよう。


　静せい寂じやく。


　いや、洋館を囲む雑ぞう木き林ばやしから、有るか無しかの微び音おん。無数の生き物たちがそれぞれの夜を謳おう歌かする息づかい。


　夏のにおい。


（…………）


　寝付けない。指一本うごかすのも億おつ劫くうなのに、どこかで意識が冴さえてしまっている。


　煩ぼん悩のうのせいではない。


　月村真由という少女についての、純じゆん粋すいな興きよう味みからである。


　何がどう間ま違ちがったものか、出会ったばかりだというのに一つの部屋で寝ることになってしまった少女。自分と同じくあれよという間にこんな状じよう況きようになったはずなのに、不平ひとつ漏もらさない。どれほど真ま面じ目めな性せい格かくが過すぎるにしても、いくらあのふたりの舌した先さき三さん寸ずんで丸めこまれたにしても、ここまでできるものだろうか。


　一体どういう子で、何を考えているのだろう。


「……月村さん、起きてる？」


　遠えん慮りよがちに声をかけるとすぐに、


「はい、起きてます」


　ちいさいが、はっきりした答こたえが返ってきた。


「月村さんは──」


　なにから訊きこう、いくつかの候こう補ほがあがり、まずは、


「どういう経けい緯いでここに来ることに？　急な話だった、ということは聞いたけど。二日前、だったか」


「はい。いきなり兄に言われて。いつものことなんですけど、本当に唐とう突とつな話で。『男性恐きよう怖ふ症しようを治すための最終手段だ』とだけ言われて、後はもうあれよあれよと」


「よく納なつ得とくできたな、その状況で」


　皮肉ではなくそう思う。


　ああいう人ですから、と真由は笑い、


「ただ兄は、詳くわしいことを何も教えてくれませんでした。何がどう最終手段なのかとか、お世話になる先の家のこととか──二ノ宮くんのことも会うまでは何も知らなかったんです。それを教えることを、兄はためらっていたみたいで。あのひとがそういうそぶりを見せるのは、めったにないことなんですけど」


　美樹彦がためらう姿。確たしかに想そう像ぞうしにくい。


「でも、今はもうわかりました。最終手段というのは二ノ宮くんのことだったんですね。わたしに触さわっても大だい丈じよう夫ぶな人がいる、っていう」


「いや──それはちがう。美樹彦さんはそのことを知らなかった」


「えっ？　そうなんですか？　じゃあどういう意味だったんだろう……」


　峻護にもわからない。ただあの二人のことである。隠かくし事があってもおかしくはない。


　別のことを訊く。


「月村さんはいつからその、男性恐怖症に？」


「もう、ずっと昔からです。でも──」


　くすくす、忍しのび笑いが漏もれ聞こえてくる。そのことに少しおどろく。


「でも、どうしてそうなったのかは覚えてないんです。おかしいですよね、そんな大事なことなのに」


　ちら、と真由のほうを窺うかがう。が、ただでさえ闇の中。おまけに床からではベッド上の様子は判別しにくい。


（それにしても──）


　なぜ男性恐怖症になったのかわからない、と彼女は言う。


　そんなことがあるのか、とも思うが──なるほどそういうケースもあるかもしれない。あれだけ重度の男性恐怖症になるような精神的外傷を負えば、その記き憶おくを無む意い識しきの底に沈しずめてしまうほうがむしろ自然な気もする。ずっと昔から、というから幼よう少しよう期きの出来事であったろうし、それならいよいよ忘れてしまっても不思議ではない。


（昔から、か）


　そういうことなら──


　これまでずっと、男との縁えんはなかったわけだ。


　ほっとした。


　と同時に、峻護は狼ろう狽ばいする。


（どうしておれがほっとするんだ？）


「でも、そういうわたしでも──」


　ベッドからの声があとを続けた。


「好きな男の子とかは、ちゃんといたんですよ？」


「えっ？」


「ううん、そうじゃなくて、いまも好き──なのかな？」


　どこかが──身体からだの奥おくにある何かが、締しめつけられた気がした。


「けれど可お笑かしいんですよ？　わたし、大好きだったはずのその人のこと、ぜんぜん記憶にないんです。どういう男の子だったかも、どこの誰だれだったかも、どうして離はなれ離ばなれになったかも──ただ、好きだったという気持ちだけが、心の中にぽつんとあるんです」


「……そう」


　そうか、そうだろうな。そういうのがいても、当然だろうな。


「馬ば鹿かみたいですよね。その子と一いつ緒しよにいて幸せだったことは覚えてるのに、何をして遊んだか、どんなことを話したか、そういうことは全部抜ぬけ落ちてるなんて──」


　ひどく生々しい感覚が峻護の感情をゆさぶっている。真由の声が水の中で聞くように遠い。弾はずんだ口調が無む性しように神経を逆さかなでする。


　彼女が見せてくれた笑顔えがおを思い出す。あの表情はいま、誰に向けられているのだろう。


「でも、その男の子だってきっと、わたしのことなんてもう忘れていますよね」


　えへへ、と、照れくさそうな声。


「……ああ」


　峻護は答えた。


「そう思うよ」


「そう──ですよね、やっぱり」


「というより、そいつは月村さんのことをあまり大切に思ってなかったんじゃないか」


「えっ？」


「少なくとも今はそうだろうね。君に何の連れん絡らくもよこしていないんだろう？　そいつは」


「……はい」


「いや、そもそも存そん在ざいしたと思いこんでいるだけかもしれないな、その彼のこと。話を聞いているかぎり、具体性がまったくない」


「そんな……」


「君の身体は常に異い性せいを必要としている。だけど、君は男性恐きよう怖ふ症しようで異性に近づけない。矛む盾じゆんが生まれる。心と身体のバランスが取れなくなる。その人物は、それを解かい消しようするために無意識が作り出した架か空くうの存そん在ざい──そう考えたほうがまだしも自然だな」


　感情と行動のコントロールがうまく利きかない。口先だけが、ちがう生き物みたいに言葉をつむいでゆく。


「そもそも月村さん、君は本当に男性恐怖症なのか？」


「えっ？」


「今、好きな男の子がいると君は言った。でも好きな男がいるのに男性恐怖症というのはおかしくないか？」


「それは──」


「しかも君はサキュバス──男がいなければ生きていけない体質なんだろう？」


「……はい」


「昨日と今日でそれはよくわかった。ただ突つっ立っているだけで、君は際さい限げんなく男を惹ひきつけるんだからな。ハエ取り紙を誘ゆう蛾が灯とうにぶら下げておくようなものだね。五分もすれば虫だらけだ」


　もうよせ、という声が芽生え、次から次へと湧わき出す感情にたちまち呑のみこまれる。


　壁かべに向かって独ひとりごとを言うように、峻護は続ける。


「おかげでずいぶん苦労させてもらった。だいたいどうかしてるんだ。風ふ呂ろにだって平気で入ってくる。おれと一いつ緒しよに寝ね起おきすることだって簡かん単たんに受け入れる。男性恐怖症の克こく服ふくという目的があるにしたって、物事には限度があるだろう。姉さんと美樹彦さんの言うことばかり聞いて。今日の保ほ健けん室しつでのことだって、なに考えてるんだ。あんなのは女性の口から言うべきことじゃない」


「……ごめんなさい」


「結局サキュバスっていうのは──」


　そして、彼の言葉はとうとう少女の心をえぐり抜いた。


「男なら誰だっていい、ってことなんだろ？」





　……後になっても、このあたりで自分が何を言っていたのか峻護は思い出せなかった。


　ただ、筋すじが通っているようで脈みやく絡らくのない、愚ぐ痴ちとも恨うらみ言ともつかないものを、延えん々えんと垂たれ流していたように思う。


　そうしてようやく彼は、場の空気が変わっていることに気づいた。


　やたら饒じよう舌ぜつになっていた口を閉とざす。


　その時にはもちろん、絶望的なまでに手て遅おくれだった。


　冬のくもり空のように暗く沈しずんでいる雰ふん囲い気きに、すーっと肝きもが冷えていく。


　雰囲気の源みなもとになっている少女の気配を探さぐる。


「わたしは──」


　明るい声が出た。


「わたしはサキュバスです。男の人から精せい気きをもらわなければ生きていけません。生きていくために、たくさんの男の人とそういうことができるよう、身体からだができています。そういうことをしなければ生きていけない身体にできています。


　兄はわたしと同じ体たい質しつで、インキュバスです。でも兄は、自分の体質を楽しんでいるみたいです。それはたぶん、わたしよりずっと前向きなことで、生まれ持ったものをできるだけ活いかしていくのはいいことで、兄自身もそう言っています」


「…………」


　そっと、峻護は半身を起こした。


　闇やみの中、こちらに背を向けて横になっているシルエットがある。


　夏のにおいがする。


「でも、わたしは兄のようにはできません。わたしは、たくさんの男の人と関係をもつのは嫌いやです。そういうことをする相手は、一人だけがいいです。誰か、たった一人だけを好きでいられたら、とても素す敵てきだと思います。その人も同じようにわたしの事を思ってくれたら、もっと素敵だと思います。そんな人と出会って、死ぬまで一いつ緒しよに暮くらしたいです」


「…………」


「そういうサキュバスって、変ですか？　男の人に見み境さかいがないのはよくないって思うのは、おかしいですか？　本当に大切だと思える人に出会って、その人のことだけを好きになりたいって思うのは、馬ば鹿かみたいですか？」


　影かげの肩かたが小こ刻きざみに震ふるえているのを、峻護は確かに見た。


「わたしはサキュバスです。


　でも、男の人なら誰でもいいとか、そういう女だとは、思われたくありません」


　そして少女はとどめを刺さす。


「二ノ宮くんには、そんな風に思われたくなかったです」


「…………」


「──ごめんなさい、こんなこと言える立場じゃないですよね、わたし。すいません、変なことばかり言って、また迷めい惑わくかけて」


「…………」


「二ノ宮くんがはじめていろいろ訊きいてくれたから、ちょっと浮うかれてました」


「…………」


「わたしに触さわってもだいじょうぶな男のひとは初めてだったし、最初に会った時から不思議なくらい恐こわくなかったし、今日だって何があってもずっと守ってくれたし、だから──」


「…………」


「あは、なに言ってるんでしょうね、わたし。ごめんなさい、もう寝ますね。うるさくしてすいません。おやすみなさい」


　影は頭から布ふ団とんをかぶる。





　──夏のにおいがする。




[image: ]





　　　　＊





　ほんの少しだけ時間はさかのぼり、二ノ宮家を囲む雑ぞう木き林ばやしの一角──





「お嬢じようさまぁ、もうやめましょうよ、こんなこと。よくないですよう」


　楡にれの木の根元から上を見あげ、保坂はすがるようにして主人を諌いさめた。


　が、太ふと枝えだにまたがって双そう眼がん鏡きようをのぞきこむ麗華は、「あの投書に書いてあった通りですわ……」などと呟つぶやくばかりで、下げ僕ぼくの進言に耳を貸かそうとはしない。


「ああ、旦だん那なさまになんて言えば……」


　おろおろする保坂をよそに、


「おなじ部屋で寝起きするとはなんて破は廉れん恥ちな。もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れましたわよ、月村真由……」


　スワロフスキー社製せいのクリスタルレンズは、よそよそしく何かの作業をしている峻護と、ひどく緊きん張ちようした様子で黙だまりこくっている真由の姿すがたを映うつし出している。


「……っ」


　新しん婚こん初夜のような初うい々ういしさを見せるふたり──と、彼女は解かい釈しやくした──を目まの当たりにし、麗華は双眼鏡を握にぎる手に力をこめた。


　ぱき、という音と共にレンズ越ごしの光景が割われる。


「お嬢さま、北条コンツェルンの後こう継けい者しやがこんなまねしてちゃ、下の者に示しめしがつきませんよお。はやく帰りましょ、ね？　ね？」


　とうとう木の上まで登ってきた保坂が、主人のすそをくいくいと引く。


　麗華は、逆ぎやくギレした。


「おだまりなさい！　保坂のくせに、生意気よっ」


「そんな無茶な──ぐえ、おじょうざま、やめ、げいどうみゃぐが……」





　　　　＊





　ほぼ同どう刻こく、二ノ宮家の居間──





「あらあら、こういう展てん開かいになるのねえ」


　ハンディ・モニターを手にソファでくつろいでいた涼子がころころ笑った。


「雨降ふって地固まる、というし、こういう刺し激げきを与あたえてみるのもいいかもしれないな」


　ソファのうしろからそれをのぞきこんで、美樹彦。


　モニターに映っている画えは、峻護の厳げん重じゆうなチェックをあっさりかいくぐった特注マイクロカメラから、リアルタイムで送られてくるものだ。


「いずれにしろ、これで面おも白しろくなってくるな」


「そういうことね。わたしたちの賭かけが吉きちと出るか凶きようと出るか。それに──」涼子はモニターの映像を何度か切りかえて、


「こういうのもあるわよ？」


「ふむ」


　雑木林で、少年と少女がもみ合っている画だった。一方的に攻せめ立てているのは少女のほうで、少年のほうは首を絞しめ上げられたまま、糸の切れたマリオネットのようにがくがくと揺ゆすられている。


「なるほど、こういう展開になるか」と美樹彦。


「面白くなってきたでしょ？」と涼子。





　　　　＊





　長かった一日が終わる。それぞれの思おも惑わくをのせ、夜はただ更ふけてゆく。




　其の四　男を見せよう二ノ宮くん







　翌よく日じつの朝食の席は──


　静かに、修しゆ羅ら場ばだった。


「ふむ、うまい」


　三種類の雑ざつ穀こくを混まぜたはちみつパンをひと齧かじりした美み樹き彦ひこが、満足げに舌した鼓つづみを打った。


「ちゃんと焼きたてのパンを出してくるとは君も見上げたものだな、峻しゆん護ごくん。はちみつの甘あま味みは適てき度どだし、それにこれは──粗あら挽びきした胡ご麻まと黒豆、えんどう豆か。香こうばしさが引き立つし、栄養価かも期待できる。大したものだ」


「…………どうも」


「真ま由ゆは、どう思う？」


「…………」


「真由、聞こえているかい？」


「──えっ？　あ、うん」


　ゆで卵たまごにジャムをぬっていた真由、あわてて、


「ええと、何？」


「峻護くんの料理のことさ。どう思う？」


「あ、うん──とてもおいしいです、本当に」


　美樹彦はうんうんとうなずき、


「それにこのコーンポタージュもインスタントではないね。ちゃんと生のトウモロコシをつぶして作ってある。どうだい涼りよう子こくん？　愛弟の料理の出来栄ばえは。一流どころのホテルでも中々これだけの朝食は出せないものだが」


「そうねえ……ま、ギリギリ及きゆう第だい点てん、ってとこかしらね」


「はっはっは、君も手て厳きびしいねえ」


「決め手に欠けてるのよ。素人しろうと根こん性じようが抜ぬけないというか。……あら真由ちゃん。もういいの？」


　真由は、ジャム卵を半分だけ食べ終えたところで席を立とうとしていた。


「はい、ごちそうさまです」


「駄だ目めよ真由ちゃん。どれだけ不ま味ずくても朝はちゃんと食べなきゃ」


「すいません。のこりは冷れい蔵ぞう庫こに入れておいて、あとでいただきますから」


　ぺこりとお辞じ儀ぎして残り物の皿を手に取ると、幽ゆう体たい離り脱だつでもしているような表ひよう情じようで食堂を出ていく。


「…………」


「…………」


「…………」


　残された三人は、無言で手と口を動かしている。


　おのおの、食事に集中しているだけのようにも、見える。


　ただひとり峻護のみが、暑いと感じた時に出るものとは別の汗あせをだらだら流している。


　この際さい、沈ちん黙もくは針はりのムシロだった。


　言い逃のがれできないことはわかっていた。


『夜通し泣き明かす』以外ではこうはならないだろう、と思われるほど目を赤く腫はらした真由を見ただけでもバレバレなのである。朝食の席での彼女の言動と考え合わせれば、幼よう稚ち園えん児じでも事情は察する。


「…………」


「…………」


「…………」


　汗という汗をしぼり尽つくして、脱水症しよう状じようになるかと思われるころになって、


「さて。そろそろ出ようか涼子くん」


「そうね」


　無言の威い圧あつ、その発生源げんが揃そろって立ち上がった。


　つい、気を抜いたところへ、


「さて峻護くん」


　不意打ちで美樹彦が切り出した。


　す、とその目が細まり、峻護はただのそれだけで凍こおりつく。


　凄すさまじいプレッシャーだった。殺気、と言ってもよい。視し線せんが峻護を刺さしてくる。刺す、というのはもはや比ひ喩ゆではない。彼の脳のうは確たしかに、物理的な感かん触しよくをもつ何かが自分を串くし刺ざしにするのを知覚していた。


「多くは言わないでおこう。だが、もしまたこういう事があれば」


　美樹彦のあとを、やはり視線だけで弟をえぐっていた涼子が、引き取る。


「その時は、わかってるでしょうね……？」


　心しん臓ぞうが凍る。おれはここで死ぬ──本気でそう思った。


　が、峻護とていつもいつも圧あつ力りよくに屈くつしているわけにはいかないのだ。過去に味わってきた数々の仕打ちを脳のう裏りに再生し、それをエネルギーに変える。


　気力を奮ふるい、言った。


「おれは──おれだって、好きでこんなことに付き合っているわけじゃない。初対面の女の子と無理やり同どう居きよさせられるわ、その女の子を命がけで守らせられるわ、文もん句くのひとつも言えば妙みような映えい像ぞうを盾たてにとられて脅きよう迫はくされるわ。──どうしておれがこんな目に遭あわなきゃいけないんだ？　大体おれに何の責せき任にんがある？　彼女の男性恐きよう怖ふ症しようはおれには何の関係もないことだろ？　もうたくさんだ。もうおれは降おりる。何と言われようと、もうおれは降りるからな。あとはあんたたちだけで勝手にやってくれ！」


　一息にぶちまけた。


　気づけばいつの間にか椅い子すを蹴けたてて立ち上がっている。テーブルを叩たたきつけていたものか両手がじんじん痛いたむ。フルマラソンを全力疾しつ走そうしたあとのように呼こ吸きゆうが荒あらい。


　言った。ついに言った。難なん事業を達成した爽そう快かい感が全身を満たし、そして一いつ瀉しや千せん里りに退ひいてゆく。感情の赴おもむくまま、とうとうやってしまったが──この二人相手にこんな真ま似ねをしてただで済すむわけがない。


　反はん撃げきに備そなえ──備えたところで無む駄だだが──二人の様子を窺うかがった。


（……あれ？）


　拍ひよう子し抜けする。涼子も美樹彦も、至いたって平静なままだ。


　いや、少々空気が変わっている。ただし一触即そく発はつの危き険けんなそれではない。


　この二人にはまるで似につかわしくない、今にもため息の出そうな、失望の色がにじむ、鈍にぶい空気だった。


「……あまり真ま面じ目めな事はやりたくないんだがね」


　事実ため息をつきながら、美樹彦が億おつ劫くうそうに口を開く。


「少し、真由の話をしようか」


「美樹彦」


「いやいいんだ。話しておきたい」


　たしなめるような口調の姉を制せいし、美樹彦は言葉を継ついだ。


「もう十年も前のことになる。そのころの真由はまだ、本当にごく普ふ通つうの女の子だった。今と同じくらい優やさしくて、今よりもずっとよく笑う子だった」


「そう──ですか」


「僕らは早くに両親を亡なくしてね。おまけに当時、僕はもう仕事で世界中を飛びまわっていたから──あまり彼女の面めん倒どうをみてやれなかった。甘あまえたい盛さかりの年とし頃ごろだ、さぞ寂さびしかっただろうと思う。でもそれを決して顔には出さなかった。もっとも、真由が養子同然に預あずけられていた家族は、彼女にひどくよくしてくれたがね。だけどあの通り、周囲に気をつかいすぎる性せい格かくだし、自分のことよりも他人のことを心配する子だから。表面上はともかく、決して気楽な日々ではなかったはずだ」


　いつもの、仄ほのかな笑えみを絶たやさない表ひよう情じようで美樹彦は語る。口調もまるっきり普ふ段だんどおりだ。なのに、なぜか、次し第だいに口をはさめるような雰ふん囲い気きではなくなっていく。


「その家に一人の少年がいた。彼は真由の境きよう遇ぐうにいたく同情して、こまごまと面倒をみてくれていた。そして自然の成り行きだろう、真由は彼に好意を寄よせるようになっていった。だが、それがきっかけになってしまったのさ」


「…………」


「生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しようの発症は、年ねん齢れい的条件を除のぞけば、恋れん愛あい感情に端たんを発することが多い。かといって因子保ほ持じ者すべてにそれが当て嵌はまるわけじゃない。幼年期であればなおさらだ。が、残念ながら真由は該がい当とうしてしまった。そして彼女は本ほん能のうの命ずるままに、恋こいする少年の精せい気きを吸すった。そこにもう一つ不運が重なる。言ったろう？　彼女は自分の力を制せい御ぎよすることができないんだよ。では、そんな彼女に精気を吸い尽つくされた少年がどんな運命をたどったか。──説明が必要かな？」


　息をのむ。絶ぜつ句くのあまり何も返せない。美樹彦の話が事実なら、彼女はかつて一人の少年の命を──


「その時の真由の心情は察するに余あまりある。彼女は自らのしでかしたことに打ちひしがれ、心を閉とざした。それからしばらくのことは──すまないね、話せない。あの頃の事は思い出すのも厭いやでね。十年たった今でも、僕ぼくの唯ゆい一いつのトラウマだ」


「…………」


「それでも尽じん力りよくの甲か斐いあって数年後、真由は一時のどん底から立ち直ることができた。性格は随ずい分ぶん変わってしまったし、当時の記き憶おくはかなり曖あい昧まいになってはいたがね。かろうじて、かつて恋した少年がいたことは覚えているようだが、自分が彼に何をしたか、その結果彼がどうなったかは、綺き麗れいに深しん層そう心理が覆おおい隠してしまった。残ったのは男性に対する拒きよ絶ぜつ反応と、そこから転じた極きよく度どの恐怖心だけ。そしてほどなく彼女はこの国を離はなれ、ある修しゆう道どう院いん直ちよつ轄かつの寄き宿しゆく学校に入り、僕以外の異い性せいとの接せつ触しよくを例外なく断たった。以来ほんの数日前に至るまで、妹はそこから一歩も出なかった。僕が強ごう引いんに引っ張ぱり出さなければ、おそらく死ぬまであそこに閉じこもっていたことだろう」


「…………」


「だが考えてもみたまえ。異国の地でただ一人、年とし端はも行かない少女が外界と隔かく離りされた環かん境きようで生きるとはどういうことか。おまけに彼女は敬けい虔けんな信徒でもなんでもない、それどころか宗しゆう教きようとは一いつ切さい関かかわりない人生を送っていたんだよ、それまでは。


　それと、これはまだ話していなかったことだけどね。生命元素関連因子欠損症には禁きん断だん症しよう状じようがある。これは症状の周期、程てい度ど、どちらにもかなり個こ人じん差さはあるが──妹はそういうことを決して顔に出さないからね。僕にも真由の禁断症状がどれほどのものか、正せい確かくなところはわからない。参考までに、彼女と類似した遺い伝でん子しを持つ僕の場合を例に出そう。好こう奇き心しんから、かつて一度だけ試ためしてみたことがあるんだが──五分と保もたなかったよ。僕が妹を掛かけ値なしに尊敬している点は、僕と大差ないだろう禁断症状に、発はつ狂きようすることなく耐たえ切っていることだ。僕が分けてあげられる精気程度では、禁断症状を抑おさえることなんてできやしないんだからね。さらに告白しておこう、僕は何度も妹に忠告した。相手がどうなるかなんて考えるな、食事をするのと同じだと思って、誰だれでもいい、男の精気を吸え、罪つみは僕が背せ負おう、とね。でもその種のことを言うたび、真由は否ひ定ていも肯こう定ていもせず、ただいつも、ひどく哀かなしそうな顔をしたものだよ。もっと白状しようか？　僕は妹のためならいくらでも畜ちく生しよう道どうを往ゆけるんだ。僕は以前──」


「もういいわ美樹彦」


　静かに、涼子。


　そのひとことで美樹彦は収まった。


　姉はそれ以上何も言わず、無表情のまま食堂を去る。


「──ふむ。少し冗じよう談だんが過ぎたかな」


　苦笑いした美樹彦、あごを撫なでながら峻護に向き直り、


「おや、その様子だと君もすっかり信じ込んでしまったみたいだね。まあ信じてくれるなら、それはそれで上々なんだが。どうだい？　なんともかわいそうな女の子じゃないか、僕の妹は。さあ同情したね？　同情したろう？　ならば、ぜひともそれを形で示してほしいものだ。期待しているよ」


　一方的に切り上げ、美樹彦も姉のあとに続く。


　椅い子すから立ち上がり、両手をテーブルに叩きつけた姿し勢せいのまま、峻護は狐きつねにでも化かされたような気分でそれを見送る。





　　　　＊





　理不尽だと思う。


　昨日からこのかた、法治国家に対する挑ちよう戦せんともいうべき、むごたらしい児じ童どう虐ぎやく待たいの数々を受け続けてきた。百歩譲ゆずろうと千歩譲ろうと、たとえ天地がひっくり返り、地球の磁じ場ばが反転しようと、自分は憐あわれみを受けて然しかるべき被ひ害がい者しやのはずである。


　なのにどうして、こんな気分にならなければいけないのか。


　先を行く真由から十メートル離はなれて通学路を歩きながら、峻護は『こんな気分』──悔かい恨こんと罪ざい悪あく感を後味の悪さで煮に込こみ、自じ己こ嫌けん悪おをトッピングしたような気持ちに、苛さいなまれ続けている。


　理不尽。そう、どう考えたって理不尽だ。おれは不当な扱あつかいに対して怒おこっていい。無む茶ちやな要求は拒きよ絶ぜつしていいはずだ──己おのれに対して為なされた数あま多たの仕打ちを思い返し、峻護は自らの正当性せいを補ほ強きようする。しようとする。先ほどから何度もそうしている。だけど上う手まくいかずにいる。


　嘆たん息そくし、彼は認めた。つくづく損そんな性せい格かくである。


（確たしかに昨日のはまずかった）


　真由は逃にげるようにして先をいそぐ。


　といっても女の子の足だから、普ふ通つうに歩いていてもすぐに追いついてしまう。


　もちろん峻護は、追いつかないように気をつかって歩いている。


　追いつくことができるほど彼は器用ではない。


（まずかったな……）


　男なら誰でもいい、だって？


　ばかげている。相手は寝ね込こみを襲おそわれるところを想そう像ぞうしただけで泣くような少女である。そのことがなくても、ここ二日のつきあいだけで十分知れる。彼女がそんな人間であるものか。まして、彼女の性格については美樹彦から念を押されていたのに。


　ひょっとして──いやひょっとしなくても、あれは彼女に対する最大の侮ぶ辱じよくだったのではないか。


（まずいよな……）


　さらに痛いたいのは、


『二にノの宮みやくんには、そんな風に思われたくなかったです』


　である。


　なんたる不用意、無む神しん経けい。


　彼女にとって二ノ宮峻護という人間の存そん在ざいがどういう意味を持つか、考えてみる。


　彼女は男性恐きよう怖ふ症しようである。それを治すために二ノ宮家へ来た。そのリハビリのための当て馬が、自分である。しかも行く先々で彼女は自分に守られている。


　自分がいなければ彼女のリハビリは頓とん挫ざする。


　彼女にとって自分は、運命をゆだねている相手である。


　さらに、だ。


　自分は、彼女に触ふれてもさほどの影えい響きようがないという、めずらしい男である。触れた異い性せいをすべて卒そつ倒とうさせてしまう彼女にとって、ある種特別な存在だったことは疑うたがいない。


　そしてまた自分は、彼女がさほど恐怖心を抱いだかないですむという、稀け有うな男でもある。はじめの頃ころならとてもそうは思えなかったろうが、一連の出来事を見てきた今ならわかる。自分は確かに、あまり恐こわがられていない。


　彼女にとってそんな人間は、自分一人しかいない。


　自分以上に適てき任にんなリハビリの相手はいない。


　自分しか頼たよる相手がいないのである。


　そういう相手に、彼女はいちばん言われたくないことを言われた。拒絶、否ひ定ていされた。


（まずいぞ……）


　そうでなくとも彼女はよく頑がん張ばっている。男性恐怖症の身で、おまけに社交的なほうでもないだろうに、見知らぬ他人の家へ連れてこられて、会ったばかりの男と同じ部屋に住まわされて、それでも文もん句くのひとつも言わない。


　そこへきて先ほどご丁てい寧ねいにとどめをさしてくれたのが、美樹彦の吐と露ろである。


　頭をかきむしる。


　冗談、であるとは思う。相手はあの月村美樹彦だし、当人もタネ明かしをした。第一、あんなのが事実であってたまるか。


（…………）


　冗談だとしよう。それでも、あれは正直、効きいた。卑ひ怯きようだ。作り話にしたって、今さらあんなこと。これでは完全に自分が悪役ではないか。いやちがう。そんなことはない。なぜならこっちだって被害者なのだ。理り不ふ尽じん。そう、どう考えたって理不尽だ。おれは不当な扱あつかいに対して怒おこっていい。無茶な要求は拒絶して──


　……自己弁べん護ごの永えい久きゆうサイクルに嵌はまりはじめた頃、神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの校門が見えてきた。


　さらに峻護はげっそりする。


　今度はここで、毎日恒こう例れいとなった行事の洗せん礼れいを受けねばならない。


　真由のうしろについたまま、覚かく悟ごをきめて校門をくぐる。


　…………。


（ん？）


　例の『あれ』がない。


　めずらしく今日は欠席でもしているのか、と思って見れば──ちゃんと北ほう条じよう麗れい華かはいつものところにいる。生徒会メンバーの顔ぶれに変わりはないし、はにかんでいる保ほ坂さかも主人のそばに控ひかえている。


　それでもやはり、あの発声学上の奇き跡せきは披ひ露ろうされない。


（？）


　当とう惑わくしながらも、


「どうも、おはようございます北条先せん輩ぱい」


「……あら、ごきげんよう」


　…………。


（あれ？）


　あいさつを交かわしただけで、ぷい、とそっぽを向いてしまった。今日はこれだけで解放してくれるらしい。どういうわけかチクチクと針はりで刺さすような視し線せんで見られはしたが──それだけだ。


　問題なのはそっぽを向いた先だった。


　麗華は、峻護が思わずたじろぐほどの激はげしい目つきで真由を射い抜ぬいている。まともに目をあわせればそれこそ石化でもしかねないような眼がん力りきで。


　ところが次の瞬しゆん間かんには、気を取りなおしたように余よ裕ゆうの表ひよう情じよう。ふふん、と鼻で笑いながら、傍かたわらを通りすぎていく真由を見送る。もっとも、当の相手のほうは心ここにあらずであいさつも忘わすれ、そんな麗華の変化にまるで気づいてないようだったが。


（……どうなってるんです？）


　という目で保坂を見やるが、どうとでも取れるはにかみが返ってくるだけ。


　……たとえ迷めい惑わくなものであっても、当たり前であるべきことが起こらないのはいい事ではない。


（何かよくないことの前ぜん兆ちようだとか──いや）


　湧わき起こりかけた胸むな騒さわぎをあわてて打ち消す。これ以上厄やつ介かいごとが重なってはたまらない。何か起こるにしても雨が降ふるとか、せめて槍やりが降る程てい度どであってくれればいい──そう願いながら真由のあとを追った。


　教室に入るや否いなや、待ちかまえていた吉よし田だと井いの上うえが歓かん声せいをあげて駆かけより、すぐに怪け訝げんな表情をこちらに向けてくる。一目見て真由にまつわる雰ふん囲い気きのちがいに気づいたか、他ほかのクラスメイト達も騒ぎたてようとはせず、日ひ奈な子こあたりも珍めずらしく困こん惑わく顔である。


　うつむき、無言のまま真由は席につく。


　昨日のお祭り騒ぎだけでは飽あき足りない連中や、ファンクラブの会員たちがぞろぞろとやってくる。が、いずれも教室から漏もれ出す空気に呑のまれて戸と惑まどっているようで、中に入ってこようとはしない。
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　そのころ──


　学園の中庭を、肩かたをそびやかして歩くひとりの人物がある。


　砂さ漠ばく化かの激しい頭とう頂ちよう部ぶ、脂あぶらぎった肌はだ、突つき出たビール腹ばら。この国において典型的とされる嫌中年男性オヤジの特とく徴ちようをすべて満たした男。


　私立神宮寺学園の校長である。


　うしろに倒たおれるんじゃないかと心配になるくらいふんぞり返り、周囲を睥へい睨げいするようにして、彼は彼の庭をゆく。もっとも、背せが低いのであまり様になってはいないが。


　昨日以来、彼はいたって不ふ機き嫌げんであった。


　原げん因いんは彼の部下となった二人の新米である。


　まったく、けしからぬことであった。あの二人には、ボスである自分を敬うやまおうとする意思がハナクソほどもない。この学園において神ともいうべき校長の存そん在ざいを一体なんだと思っているのか。給料とボーナスの査さ定ていも、いや、その首を切ったり付けたりするのでさえ、自分の口利ききひとつだというのに。


　さらに気に食わないことに、連中はこれまで見たこともないような美男、美女である。自然、生徒に非ひ常じような人気がある。あまりの人気ぶりに昨日は暴ぼう動どうまがいの騒ぎが起こる始末だ。まったく、校長であるこの自分を差しおいて！


　第一、理事会からは自分になんの相談もなかったのだ。朝、気づいてみたら辞令がとどいていて、何食わぬ顔でやつらは着ちやく任にんしていたのである。


　たしかにこの学園は教育界の特とく異い点てんである。どんな不思議、不ふ可か解かいが起こってもおかしくはない。だが、校長である自分をないがしろにする事じ態たいは、いかなる理由があっても許ゆるされないはずである。


　まあいい。時間はたっぷりある。額ひたいを地面にこすりつけてかしずくべき相手が誰だれなのか、これからじっくりと連中に教えこんでやらねば。


　と、その時、彼の眉み間けんに深いしわが刻きざまれた。


　噂うわさをすれば何とやら、新人の用よう務む員いんである。


　どういう工く夫ふうがあるのか、よれよれの作業服を小こ粋いきに着こなし、周囲を取り巻く女子生徒たちと談だん笑しようしている。竹たけ箒ぼうきを持っているところを見ると、どうやらこのあたりの掃はき掃そう除じをしていたようだが──小こ娘むすめどもにまとわり付かれてはかどった様子はない。


　どうやらさっそく失点をつかむことができたらしい。校長は舌したなめずりをした。


　先方もこちらに気づいたようだ。


「おや、校長先生」


「月つき村むら君、どういうつもりかね」


　あからさまに嫌いやそうな顔をしてくる女子生徒たちを睨ねめまわし、


「こういうことをさせるために給料を払はらっているわけじゃないんだがね？　くびになりたくなければ、さっさと自分の仕事をすることだ」


　はっはっはと用務員は快活に笑い、


「さあみんな、僕ぼくはそろそろ掃除の続きをしないと。これ以上話していると校長先生にいじめられてしまうからね」


　ええー、という不満の声が一いつ斉せいにあがる。なによハゲのくせに、オヤジのくせに、というひそひそ声も聞こえる。


「きさまらもさっさと教室にもどらんか！　こんなところで油を売っているヒマがあったら自習でもしていろ！」


　頭にツノを生やして怒ど鳴なりちらすときゃーきゃー悲鳴をあげ、口々に不平を爆ばく撃げきしながら逃にげ散っていく。


　はっはっはと笑いながらそれを見送る用務員に、


「君もさっさと仕事をしろ。そんなふうに他ほかごとに関かかわっているから──見たまえ」


　校長はおもむろに屈かがみこんで目を凝こらし、地面を指でなぞると、


「こんなにホコリがたまっている。サボっている証しよう拠こだ。こんな仕事が続くようなら給料は出さん。さあ早くやりたまえ。ここと、そこと、あそこの掃除もだ。手を抜ぬくんじゃないぞ」


　山やま盛もりの作業を押おしつけてやる。明らかに一いち個こ人じんの手にあまる量だ。


　これで多少は溜りゆう飲いんを下げられる──かと思いきや、


「はっはっは、いいでしょう」


　あっさり承しよう知ち。


　とみるや、用務員は竹箒を曲芸のように操あやつり、てきぱきと仕事を進めはじめた。あっという間に掃除が片かた付づいてゆく。そのうえ過か剰じよう労働にまるでこたえた様子もなく、至って涼すずしげな表ひよう情じようだ。


「ふ、ふん、手を抜くんじゃないぞ」


　芸のない捨すて台詞ぜりふをのこし、校長はその場をあとにした。


　あれだけの手て際ぎわを見せ付けられては何も言えない。せっかくのいびりが台無しだ。気分が悪い。じつに、気分が悪い。


　かっかかっかしながら大おお股またで校こう舎しやに入る。


　と、そこで違い和わ感を覚える。


　心しん臓ぞうの動どう悸きが、なんだか調子っぱずれになっている。


　校長はかなりの高こう血けつ圧あつである。何度も医者に注意を促うながされてはいたのだが、こうはっきりと自覚症しよう状じようが出るのは初めてだった。これもあの忌いま々いましい用務員のせいだ。


　いらいらしながら考える。とにかく経けい験けんのないことだから対たい処しよ法ほうがわからない。しかたがない、とりあえず保ほ健けん室しつへ──


　と、そこで彼はいやな顔をした。だが背せに腹はらは代かえられない。渋しぶ々しぶながら足を運ぶ。


「おい、二ノ宮君」


　引き戸を開けた途と端たん、陽気な騒さわぎ声が保健室から溢あふれ出した。


　人ひと垣がきが、すぐ入り口のところまで迫せまっている。どう見ても収しゆう容よう人数オーバー、飽ほう和わ状じよう態たいになった男子生徒たちの熱気で中はむせ返っていた。


　校長はさっそく彼の本ほん領りようを発はつ揮きした。


「きさまら、保健室は騒ぐ場所じゃない！　そろそろホームルームが始まるだろう！　教室にもどっていろ！」


　男子生徒たちからも速そつ攻こうで不平があがる。えー、んだよハゲのくせに、オヤジのくせに。横おう暴ぼうだ、職しよつ権けん乱らん用ようだ、ねー二ノ宮センセ、何とか言ってやってよ。


「はいはいあんたたち、そのくらいにしときなさい。こっちも忙いそがしいんだから」


　ええーっ、そんなあー。


「恨うらむんなら校長さんを恨みなさいね。ほらほら、早く行きなさい。ほらあんたも、いつまでベッドで寝ねてるの。何？　頭が痛いたい？　下手な芝しば居い打ってないでさっさと出る！」


　小こ僧ぞうどもは代わる代わる校長に悪態をつきながら、名残なごり惜おしそうに保健室を後にした。


「さて校長さん、どんな御ご用よう？」


　保健医はデスクに腰こし掛かけて、タイトスカートからのびた長い足を組んだ。


　一いつ瞬しゆんその脚きやく線せん美びに鼻の下を伸のばした校長だったが、すぐに咳せき払ばらいし、事情をのべる。


「──ふうん、なるほどねえ。校長さん、血圧の上はいくつ？」


「む。だいたい１６０ほどだ」


「高すぎ。よくこれまでもったわね」


　あきれ顔で保健医は立ちあがった。


「校長さん、今の症状はどんな感じ？　我が慢まんできそうにない？」


「いや、それほどではないんだが──そんなことより君、わしは校長だぞ。もっと言葉づかいを」


「まあ、それならとりあえずは利り尿によう薬で様子を見ようか。校長さん、抗こうアルドステロン系けいとサイアザイド系と、どっちがいい？」


「いや、わしはそういうことは……」


「じゃ、抗アルドステロン系ね。ええと、ウチの保健室には確たしかその手の薬もあったはずだけど……ああ、あった」


　薬くすり棚だなから小ビンを取り出してきて、


「はい、これね」


「う、うむ、すまんな」


　が、保健医はビンを手の上にかざし、おあずけをした。


「校長さん。あなた、煙草たばことお酒は止やめてるでしょうね？」


「む……いや」


「だめねえ。それじゃあ薬で血圧下げたって焼け石に水じゃない。そうね、アルコールは一日に日本酒で半合まで。煙草は厳げん禁きん。食事制せい限げんもガイドに従したがってきちんとする。それが守れないなら無む駄だ。薬はあげない。どうする？」


「君、わしは校長──」


「守れるの？　守れないの？」


「う、うむ、わかった。そうする」


　ぐい、と鼻先まで迫せまって目をすがめる保健医の迫はく力りよくに、校長は首を縦たてに振ふった。


「そ。じゃ、あげる」


　にこりと笑い、薬を渡わたし、


「ほら、用が済すんだら突つっ立ってんじゃないの。さっさと行った行った。あ、学校終わったらちゃんと病院行きなさいね」


　廊ろう下かに追い出され、ぴしゃりと戸を閉しめられた。


「…………」


　すっかりペースに乗せられた校長、薬ビンを片かた手てにとぼとぼ保健室をあとにする。


　が、軽くあしらわれたことの不ふ快かい感がじわじわとせりあがってくる。動悸がまた不協和音を奏かなではじめる。さっそく小ビンの薬が役に立った。それがまた気に入らない。


　錠じよう剤ざいを飲み下しながら、あらためて思う。


　やはり許ゆるすまじ。あの二人、もはや天てん敵てきだ。


　やつらを押しつけた理事長は『くれぐれも粗そ相そうのないように』などと言っていたが、もはや知ったことではなかった。それに理事長とは言っても、別にこの学園の所有者なのではない。実じつ情じようは雇やとわれ者の管理者にすぎないのである。そのことを校長はよく知っていた。


　さて、そうと決まれば一いつ刻こくも早く不ふ敬けいな新米どもの欠点をあげつらって、連中をくびに追いこまなければ──


　どのようにいびり、難なん癖くせをつけていくか思案しつつ、彼は自らの執しつ務む室しつへ向かう。
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　ときに。


　北条麗華という少女の人となりについてである。


　まず、規き格かくはずれのお嬢じよう様さまである。何しろ北条コンツェルンの跡あととり娘むすめだ。北条コンツェルンといえばこの国を、いやこの地球をも牛ぎゆう耳じっているといわれる企き業ぎよう複ふく合ごう体たいである。


　自然、彼女はみずからの身分に誇ほこりをもっている。


　ただし、彼女はそれをひけらかさない。その身分が相対的なものにすぎず、未来永えい劫ごう不変なわけでもなく、自分の手で獲かく得とくしたものですらないことを理り解かいしているからである。


　ゆえに彼女は、その身分がもたらす力をみだりに用いない。そういう力の脆もろさを承しよう知ちしているからである。


　その自じ律りつと自制こそが、彼女が慕したわれる理由の一つである。だからこそ曲くせ者ものぞろいのこの学園にあって、生徒会長として彼らをまとめてもいける。


　ただし。


　彼女は同時に、己おのれの身分がもたらす力の有用さをも熟じゆく知ちしている。


　そしてまた自律と自制のほかに、火のような気き性しようもあわせ持っているのだった。





　こうして彼女の果か断だん速そつ攻こうが、校長の前にかたちとなって現あらわれることとなる。
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　校長室では思わぬ来客が彼を待っていた。


「そう硬かたくならなくても結けつ構こうですよ、校長先生」


　対面のソファに浅く腰こしをかけ、その男は鷹おう揚ような笑えみを浮うかべた。


「は、いえ、その」


　しきりにハンカチで顔をぬぐいつつ、校長の返事は要よう領りようを得ない。


　それも無理はないのだ──彼は自分を庇かばいながら、目の前の男を上目づかいに見る。


　悠ゆう然ぜんたるオーラをまとった、壮そう年ねんの紳しん士しである。


　瘦そう身しんながら周囲を圧あつする貫かん禄ろくといい、眼がん光こう鋭するどい相そう貌ぼうといい、いかにも切れ者の風がある。身にまとっているスーツなどは目にするだけでも稀け有うな眼福だと思えるような逸いつ品ぴんで、校長の薄はつ給きゆうではそのボタンの部分だけでも賄まかなえるかどうか疑うたがわしい。


「ああ」紳士は微び苦く笑しようし、


「これはうかつだった、自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたな。失礼をした」


「い、いえ、とんでもない」


　あわてて首と手を振ふった。紹介などされずとも、世界に名だたる北条コンツェルン総そう帥すい、北条義よし宣のぶの顔を知らぬ者はない。


「それで北条先生」居い住ずまいを正し、


「本日、このように朝早くからご光来いただきましたるは、一体いかなるご用向きでございましょう」


「ははは、先生ですか。これはいい。先生であるのは本来あなたであって、私ではないだろうに」


「は、いえ、その」


　質しつ問もんの答えを聞けず、救いをもとめるように来客の背はい後ごにひかえる二人の男を見た。


　一見、秘ひ書しよ風の男たちである。


　そう、秘書には違ちがいないだろう。だがそれ以上に、彼らは最さい精せい鋭えいのボディーガードでもあるはずだった。屈くつ強きよう、というには遠いが、見た目のおだやかさとは裏うら腹はらな剣けん呑のんさを、鋼はがねの意い志しによって何重にも押おしつつんでいる──校長の小動物的なカンはそのことを敏びん感かんに感じ取っていた。


　それにしても一体なんの用よう件けんだろう。一人娘が通っているというのに、北条家はこれまで学園に対してまったくの不ふ干かん渉しようであった。その事情について、一説には北条麗華自身がそれを峻しゆん拒きよしているからだともいうが、真しん偽ぎのほどは定かでない。いずれにしろ神宮寺学園は、北条家の強大な力とは関かかわりなく運営されてきた。


　それが突とつ然ぜん、北条義宣総帥みずからの来校だ。果たして何を言い出すつもりか──


「娘から話は聞いています」


　そう、北条義宣は切り出した。


「貴き校こうは良き学まなび舎やのようですな。麗華は、ここをいたく気に入っているらしい」


「は……万ばん端たん、ご承知とは思われますが、当校は徹てつ底ていして生徒たちの自じ主しゆ性せいを尊そん重ちようする校風でありまして。それゆえ大いに風通しもよく、生徒の成長にも良好に影えい響きようしております。もちろんそのことについてはご令れい嬢じよう──麗華さんの運うん営えいする生徒会の優ゆう秀しゆうさによるところが大でありまして……」


　総帥は校長の世辞に感じ入った様子もなく、


「じつを申し上げれば、娘が貴校に通うことについて、私はあまり感心しなかったのだが──結果としてはここを選んだ娘の選別眼が正しかったらしい。貴校に通うようになって、コンツェルン後こう継けい者しやとしての風ふう格かくがいよいよ具そなわってきた。あなた方には感かん謝しやしていますよ」


「お、おそれいります」


「そこで今日は他ほかでもない。微力ながら貴校の手助けになれれば、と思いまして」


　そう言うと北条義宣はふところから何かを取り出し、テーブルの上に置いた。


　一枚の紙切れである。


　校長の目はそれを、零ゼロがたくさん書かれている紙、とだけ認にん識しきした。


「貴校を運営する資し金きんの足しにしてください」


　顔に「？」マークを浮かべ、もう一度テーブルに目を戻もどし、そして彼はそれが小切手であることにようやく気づいた。しかもそこに書きこまれている額がくは、運営資金の足しどころか、この学園を土地ごと買いなおしてもお釣つりがくるだけの大金である。


　身もふたもなく目の色を変えた校長だったが、きわどいところで自じ制せい心しんを振ふり絞しぼった。


　ことさら謹きん直ちよくな顔を作り、


「お申し出は大変ありがたいのですが、当学園は運営資金に不足をきたしてはございません。必要な分はそのつど、私どもの理事会が十分に用意しておりますので……」


「ふむ」総帥はあごをひと撫なでし、「では、これはあなたの物だ」


「は？」


「聞こえませんでしたか？　この小切手は、あなたの物です」


「…………」


「ああ、税ぜい金きんのことが気になるのですか。ご心配なく。配はい慮りよしておきます。その他ほかにも法的な問題があれば、解かい決けつしておきましょう」


「…………」


　本当に？


　本当にこれだけの金が自分のものに？


　喉のどがごくりと鳴り、口の中が干ひ上あがって何も飲み下せないことに気づき、何か飲み物を、と思った瞬しゆん間かん、テーブルの上に茶の一つも出ていないという粗そ相そうに青くなり、


「こっ、これは失礼いたしました、ただいまお飲み物をお持ちいたしますので」


　ぎくしゃくと立ち上がり、執しつ務む机づくえの内線をとった。


　つながるのを待つ合間にも明るい人生計画が際限なく湧わき上がり、校長のテンションは否いやが上にも高まってゆく。


　十回目のコールでようやく出ると、相手の確かく認にんもせず押し殺した声で叱しかり付けた。


「気のまわらん馬ば鹿か者め！　誰だれでもいいからお茶をお持ちしろ！　今すぐにだ！」


　声が答こたえる、


「おや校長先生。どうしました」


　用よう務む員いんだった。


　たちまちバラ色の妄もう想そうがしぼんでゆく。


「なんだ。なぜ、君が出る。他に手の空いている者はおらんのか」


「あいにくと」


「……ええい、やむをえん」気はすすまないが、四の五の言っている場合ではない。


「君、校長室までお茶を持ってくるんだ」


「ほう、お茶くみですか。面おも白しろそうですね」


「何を言っている。いいから早くしたまえ。玉ぎよく露ろだぞ」


　言い捨すてておき、揉もみ手をせんばかりの愛あい想そ笑いで席にもどる。


「たいへん失礼いたしました。すぐに、すぐにお茶がまいりますので」


「ところで──」来客は校長の媚び態たいなど鼻にもかけず、


「昨日付けで、貴校に転入生が就しゆう学がくしたそうだね」


「はあ……転入生、ですか」校長は総そう帥すいの言葉よりも、彼がテーブルから取り上げた小切手のほうに意い識しきを注いでいる。「確たしかにそのような者が一名、おりますが」


　その転入生は新米職しよく員いんふたりと同じく、理事長に『くれぐれも粗相のないように』と押しつけられたのである。たしか用務員の妹だったはずだ。


「その者が、何か」


「辞やめさせたほうがいいでしょうな」


　小切手をひらひらさせながら、北条義宣は唐とう突とつに告げた。


「は……？」


「聞こえませんでしたか？　辞めさせたほうがいい、と申し上げた」


「それは──どういう……」


「困こまりましたな」


　わずかに眉まゆを寄せ、


「私はすでに言うべき事を申し上げた。それ以上、あなたは何を聞きたいというのです？」


「…………」


　校長は素す早ばやく打算をめぐらせた。めぐらせるまでもなく、結けつ論ろんは出た。


「いやはや、これはとんだご無礼をいたしました。理由など、なんでもよろしゅうございますな。ではさっそくその生徒に退たい学がくの」


　その時。


「失礼しますよ」


　ノックと共に、お茶を盆ぼんに載のせた用務員が姿すがたをあらわした。


「君、遅おそいだろう。いつまでお待たせする気だ。──申し訳わけございません、なにぶん使えぬ男でございまして。おい、早くしたまえ」


　さりげなく責せき任にんをなすり付けつつ、用務員をまねきよせる。


「はっはっは、申し訳ない。いいお茶を淹いれるには、どうしても時間がかかるもので」


「言い訳はいい、さっさとお出ししたまえ。──北条先生、粗茶ではございますが……北条先生？」


　校長は怪け訝げんな顔をした。


　そこには別人のごとく血相を変えている北条コンツェルン総帥の姿があった。世界を牛ぎゆう耳じるとさえいわれる男が、悠おう揚ようさも貫かん禄ろくもどこかへ置きわすれ、ただ愕がく然ぜんの二文字だけを五体すべてで表ひよう現げんしている。


　それだけではない。謹きん直ちよくに控ひかえていた二人の秘ひ書しよまでもが似にたり寄よったりの姿を呈ていしていた──いや、こちらはさらにひどく、ほとんど恐きよう慌こう状じよう態たいというに近い。


　彼らの視し線せんの先には、用務員がいた。


　ふと気づいたようにそいつが片かた眉まゆを上げた。


「おや北条氏。奇き遇ぐうですね、こんなところで会うとは」
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「…………つっ」


「さあ、お茶をどうぞ」


「つっ、つっ、つっ、つっ」


　がくがく震ふるえ、奇き妙みような発声を繰くり返しつつも、北条義宣は反はん射しや的に湯飲みを受け取った。


　展てん開かいについていけない校長を尻しり目めに、


「お元気でしたか北条氏。……おっと失礼。あなたを死にそうな目に遭あわせたのは僕ぼくでした。元気かも何もありませんね。あっはっは、これはうかつだった」


「つ、月村美樹彦──い、いや、月村さん、い、い、い、一体なぜ、ここに？」


「なに、ちょっとばかり転職しましてね。今はこの学園で用務員をやっています。ところで北条氏──」


「は、はい、なんでしょう？」


「熱くないんですか？　お茶があなたの太ももにこぼれて湯気を立てていますが」


「え」


　総帥は言われた箇か所しよをみた。


　数すう瞬しゆんの間。


　そして絶ぜつ叫きよう。


「あっはっは、愉ゆ快かいな人だな。ですがそのままだと日にち常じよう生活に支し障しようが出るでしょう。保ほ健けん室しつに行ってきたらどうです？」


　奇声をあげてぴょんぴょん跳とびまわる火傷やけど患かん者じやと、度を失ってオロオロするだけの秘書たちに、用よう務む員いんはもっともなことを勧すすめる。


　状じよう況きようを把は握あくできずにいた校長だったが、ようやく彼なりにこの場の判はん断だんを下した。


「と、とにかく北条先生、まずはお怪け我がのお手当てを。保健室までご案内いたします」


　進言し、秘書たちと共に世界を牛耳る男を搬はん送そうする。痛いたみのためか、精せい神しん的ショックのためか、総帥の顔色は紙のように白く、一言も発さない。


　保健室の戸を、張はりたおすようにして開けた。


「おい、二ノ宮君！」


「なあに、どうしたの校長さん」


　デスクワークをしていた保ほ健けん医いが手を止めて、


「さっきの薬のこと？　あれは即そつ効こう性せいのあるものじゃないからすぐには効きかないわよ」


「わしではない、このお方が火傷をされた。二ノ宮君、君も知っているだろう。このお方は北条コンツェルン総そう帥すい、北条義宣氏であらせられる。粗そ相そうがあれば許ゆるさんぞ。さあ北条先生、こちらへ。北条先生？」


　校長は怪訝な顔をした。


　彼に輝かがやける未来をもたらしてくれるはずの男と、その秘書たちの顔色は。


　白いのを通りこして、透とう明めいになっていた。


「あら北条さん。ひさしぶりね」


　保健医がにっこり笑う。


「──にっ、にの、にのみ、にのみ」


「あなたがここに居いるってことは──ああはいはい、そういうことか」


　ひとり合点し、


「ところであなたの娘むすめさんだけど。この学園に通っているわよねえ？」


　途と端たん、雷らい撃げきに打たれたようになる総帥。


「なかなか面おも白しろい子ね。気に入ってるわ」


「待っ、ご、後生です、娘むすめだけは──」


「さ、じゃあ治ち療りようしましょうか。ほら北条さん、ぼんやりしてないで、早く怪我したところを出しなさい」


「けけけけ結けつ構こうです！　失礼いたしました！」


　素すっ頓とん狂きような声をあげると、北条義宣は怪我人とは思えない俊しゆん敏びんさで、転がるようにして保健室を飛び出した。秘ひ書しよ二人もそれにならう。つられるように、校長も続く。


「くそ、なんてことだ、なんということだ！　麗華の転校先をさがせ！　この学校から連れもどすんだ！　いいか、最さい優ゆう先せん事じ項こうだぞ！　それと祈き禱とう師し、いや除じよ霊れい師しを呼よべ！」


「ほ、北条先生、いったい何事です？」追いすがり、ようやくそれだけを訊きく校長だが、


「なぜあの男とあの女がここにいる！」


　逆ぎやくにすさまじい表ひよう情じようで詰つめよられた。


「は？　いえ、それは」


「まてよ……校長、先ほど話した転入生。名前はなんといった？」


「え？　ええ、たしか、月村真由とか」


「月村……くそ、なんたるうかつだ。いいか校長。私がその転入生について話したこと、あれは無しだ。取り消す。それに私は金こん輪りん際ざい、この学園には関かかわらん。よろしいですな」


「は？　あの、それでは先ほどの小切手は──」


　が、もはや北条氏は聞く耳をもたなかった。校長を振ふりはらい、いっそすがすがしいほどの全力疾しつ走そうで校こう舎しやの外へと消える。


　校長は、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんとそのうしろ姿を見送るしかない。


　と、彼の背はい後ごに誰だれかが立つ気配があった。


「おやおや、あわただしい人だな。もう少しゆっくりしていけばいいのに」


「そうねえ。せっかくだから、いろいろ遊んであげてもよかったんだけど」


　校長はジャンク品のロボットのような動作で振り返る。


「ん？　どうしました校長先生？　顔面神経痛になったみたいに顔を引きつらせて」


「あら困こまったわ。そういう症しよう状じように効く薬って、何かあったかしら」


　新米ふたりは、ひどくほのぼのとした口調でそんなことを言った。


　校長はただ、青白い顔で自らの部下たちを見くらべている。





　──この学園は教育界の特とく異い点てんである。どんな不思議、不ふ可か解かいが起こってもおかしくないのだ。





　　　　＊





　午前中の授じゆ業ぎようを終え、昼休みを迎むかえた神宮寺学園の生徒会長室では──


「どういうことですのっ！」


　北条麗華が魂たましいの叫さけびをあげていた。


　割われんばかりに机つくえを叩たたき、地じ団だん駄だをふみ、さらに「きいいいいいい」と甲かん高だかい声をあげ、


「これでは話があべこべじゃない！」


（お嬢じようさま、ささくれ立ってるなあ……）


　その勘かん気きに保坂はただ首をすくめるばかり。


　が、主人の不ふ機き嫌げんと不可解も無理からぬことではあった。


　北条コンツェルン総帥である父、義宣に依い頼らいし、月村真由を僻へき地ちの三流校にでも飛ばす手て筈はずだった。獅し子しはネズミ一いつ匹ぴきを狩かるのにも全力を傾かたむけるという。麗華も、小娘ひとりを排はい除じよするのに力の出し惜おしみはしなかった。害がい敵てきと判はん断だんした以上、最大戦力でもって速すみやかにこれをつぶす。理にかなう行動だったはずだ。


　ところが結果はこのとおり、麗華自身が父から退たい学がくを命ぜられてしまった。月村真由の周囲に関する調ちよう査さも差し止められた。最強の切り札だったものが、今では最悪の障害に転じてしまっている。たしかにあべこべである。


『そこにいると危き険けんだ、今すぐ帰ってこい』という言いつけこそ突つっぱねて、まだ学園に居い残のこってはいるが──それもむなしい抵てい抗こうに終わることだろう。


（でもそのほうがいいですよ、お嬢さま）


　大おお荒あれに荒れる麗華を尻しり目めに、保坂はそっとつぶやく。


　彼としては敬けい愛あいする主人に、これ以上この件けんに関わってほしくない。相手が悪すぎる。抜き差しならなくなる前に手を引かせてあげたいのだが──


　残念ながら、彼のささやかな願いは届とどかなかった。


　ほどなく現あらわれた生徒会メンバーのひとりが、麗華に面会を希望している人物がいることを告げたのである。


　その人物の名を聞かされて首をひねった麗華だったが、すぐ部屋へ通すように言い、保坂には人ひと払ばらいを命じた。


　どういう結末を迎むかえるにしろ、これですべては手て遅おくれになった──面会希望者が誰だれであるかを知って保坂はそう確かく信しんし、そっと嘆たん息そくした。





　命令どおり、保坂は人払いをした。


　が、たとえ人払いを命じられてもそばを離はなれる訳わけにはいかないのが彼の職しよく掌しようである。


　生徒会長室の外でひかえる保坂のもとに、会話の断だん片ぺんが漏もれ聞こえてくる……


（……ゲーム、ですって？）


（……二ノ宮峻護の秘ひ密みつをいろいろ教えてやる？　二ノ宮峻護との仲を取りもつ？　なにを勘かんちがいしてらっしゃるの、あなた。わたくしは……お待ちなさい。誰もいらないとは言ってませんわよ）


（……ふん、あなたの提てい示じする条じよう件けんにはこれっぽっちも魅み力りよくがないけれど、まあいいでしょう。それで、あなたの要求は？──えっ？　月村真由を？）


（……いいえ、その条件で構かまいませんわ。わたくしとしても、今は手て詰づまりになっているところですし……いいえ、こっちの話です）


（……けれども、そんなことをしてあなたに何の得が……まあいいですわ。聞かないでおきましょう）


（……は？　わたくしが失敗したら？　ふん、そんなこと万に一つも……ええ、いいでしょう。もしそうなったら、あなたの言うことを何でも聞いてさしあげてよ）


（……ちょっ、冗じよう談だんじゃありませんわ！　どうしてわたくしがそんな……お待ちなさい。人の話を最後まで聞かないと、人生損そんをしますわよ）


（……ええ、失敗なんてありえませんわ、もちろん。赤子の手をひねるより簡かん単たんなこと）


（……結けつ構こう。その条件、呑のみましょう。もしそうなれば、あなたのお望みどおりにしてさしあげますわ）


（止めても無む駄だ……だろうなあ）


　保坂少年の気苦労はいよいよ絶えない。他ほかのことならいざ知らず、この件に関してはどれだけ軽けい率そつを諌いさめても徒と労ろうだろう。


　二ノ宮峻護。


　月村真由。


　このふたり、彼の主人にとっては徹てつ底てい的に鬼き門もんであるらしい。





　　　　＊





　大小の悲ひ喜き交こも々ごもを呑みこみ、私立神宮寺学園は今日も放課後をむかえる。





（ひどい一日だった……）


　逃にげるように一人で教室を出る真由を追いつつ、峻護は深く深くため息をついた。


　今日は、昨日のようなお祭り騒さわぎはなかった。むろんその原因は、重力場の異い常じようでも起きているのではないかと思えるほど重苦しい空気を終始纏まとっていた真由に起因している。


　おかげで峻護の周囲は打って変わったような静けさだったが、必ずしもそのことは彼の平へい穏おんを意味しない。会話どころか目すら合わせようとしない真由。その原げん因いんが峻護にあるらしいことを次し第だいに察し、温度の低い眼まな差ざしを送りつけてくる生徒たち。


　昨日とはちがう意味で最悪だった。


　この状じよう況きようを何とかしたい、と切に願うのだが、きっかけが上う手まくつかめない。あるいは、それを作り出すことができない。


　しかも彼には迷まよいがあった。


　これでいいのではないか、と思うのだ。


　もともと彼女との同どう居きよなど望んではいなかった。彼女と良い関係を築こうなどとは考えてもいなかった。だったらこれでいいのではないか。このままいけば、嫌いや気けの差した彼女は二ノ宮家を出ていくことになるのではないか。男性恐きよう怖ふ症しようの克こく服ふくなど棚たな上あげになって、自分はまた本来の生活に戻もどれるのではないか──


　ぼんやりそんなことを考えていると、だれかが呼よびとめる声がした。


　見れば、声の主は顔見知りの男子生徒である。


　ちょっと手伝ってほしいことがある。そう言って彼は峻護に手を合わせた。


　断ことわろうとして、しかしすぐ思い直す。足早に遠ざかる真由の後ろ姿すがたに目をやる。


（…………）


　そう、これでいいのではないか──





　　　　＊





　その生徒は、自分の行動がどのような意味を持つのか知らなかった。


　そして峻護は、その生徒が北条麗華に依い頼らいされた者であることを知らない。





　　　　＊





　校舎を出たところで、月村真由が背はい後ごを振り返った。


「…………」


　きょろきょろとあたりを見回している。そこにいるのはみな、靴くつを履はきかえて家路につく生徒ばかりだ。男子も女子もどこか彼女を避さけるように遠とお巻まきにしている。おい、お前がいけよ、バカヤロお前こそ──などと優ゆう先せん権けんを押おしつけあっている少年達もちらほらいるが、度ど胸きようを決められぬままでいる。


「…………」


　真由はなおもきょろきょろとしていたが、やがて諦あきらめたように肩かたをおとし、重い足取りで学校をあとにする。


　ひとり、彼女は帰路を行く。


　二ノ宮家までは、住じゆう宅たく街がいの真ん中をぬける細く入り組んだ小道が続く。


　一分もたたないうちに同じ制せい服ふく姿は彼女だけになる。中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯だけに人通りはほとんどない。


　ひとり、真由は帰路を行く。


　行きながら、絶たえずうしろを気にするそぶりを見せている。


　──不意に、少しだけその顔が明るさを取り戻した。


　しきりにうしろを気にしだす。そして。


　何かの誘ゆう惑わくに負けたように、彼女はそっと背後を窺うかがう。


　その顔がたちまちこわばった。


　彼女の後ろに一人の男がついてきている。


　髪かみを赤く染そめた、顔中ピアスだらけのその男は、口の中でくちゃくちゃと何かを咀そ嚼しやくし、へらへら笑いながら彼女を見ている。


　真由は顔を青くし、足を速めた。


　すぐにその歩みが止まった。


　道を塞ふさぐようにして数人の男が並んでいる。いずれも赤い髪の男と似にたような年とし恰かつ好こうだ。


　足を竦すくませた真由だったが、もうすぐそこまで赤髪が迫せまってきている。泣きそうな顔で残された逃にげ場──車一台がようやく通れるかどうかのせまい路地へと駆かけ出す。


　が、何十歩も行かないうちに彼女は行き止まりに突つき当たった。


　愕がく然ぜんと振り返る。


　十数人に膨ふくれ上がった男たちがニヤニヤと彼女を見ている。そのうしろからやってきたフルスモークのミニバンが、道全体をふさぐようにして停車した。


　もはや逃げ場はない。


　救いをもとめるように真由は男たちを見た。


　その彼らの間を割わって、細身の人ひと影かげが姿をあらわす。


「──ごきげんよう、月村さん」


　北条麗華である。


　身体からだを震ふるわせて声さえ出せない様子の真由を一いち瞥べつし、鼻を鳴らした彼女は、


「ちょっと顔をお貸かしなさい」


　言って、金で雇やとったゴロツキたちへあごをしゃくった。


　数人が下げ卑びた笑いを浮うかべて獲え物ものに近づく。


　そこが限げん界かいだったらしい。


　真由は眠ねむるようにまぶたを閉とじると、ゆっくりその場にくずおれた。


（……話に聞いていた、そのままね）


　男性恐きよう怖ふ症しようとやらの度合いに麗華は半ば呆あきれつつ、


「さあ、お運びなさい」


　うーす、というたるんだ返事とともに、数人が真由へとかがみこむ。


（ふん、他た愛あいもありませんわ）


　ひとり、そう呟つぶやいてきびすを返した時。


　背後──小こ娘むすめのいたあたりで、どさ、どさ、と鈍にぶい音がした。


　振ふり向く。


「……何をやっていますの？」


　眉み間けんにしわを寄よせ、ゴロツキどもに睨にらみをくれる。が、知らない、わからないとでもいうように彼らは首を振るばかりで、さっぱり要よう領りようを得ない。


　麗華はあらためてその光景を見回した。


　小娘が倒たおれている。長い髪をアスファルトに広げ、気を失ったままである。指一本、眉まゆひとすじ動かさない。


　ゴロツキどもが倒れている。生気のない蒼そう白はくな顔をし、思い思いのぶざまな格かつ好こうで転がっている。みな、小娘を運ぼうとしていた連中のようだ。


「だれか、状じよう況きようを見ていた者は？」


　ひとりが当とう惑わくした様子で説明した。よくは見ていない、女を運ぼうとしてあいつらが持ちあげたら、いきなり顔色が悪くなってブッ倒れた、ねえなんかヤバくないっすか、霊れいとか何かに呪のろわれたんじゃないすか、ヤバいっすよ、普ふ通つうじゃなかったっすよ。


「……とにかく、やるべきことに変わりはないわ。残りの人数で倒れているのを運びなさい。まずは小娘からよ」


　再さい度どの言いつけに、ゴロツキどもはおっかなびっくり真由に近づく。


　近づいたものの、おたがいに目配せしあってなかなか動こうとしない彼らだったが、ふたたび麗華にひと睨みされると、しぶしぶ真由の腕うでやら足やら首くび筋すじやらに手をかけて、


　せーの、と声をかけ合い、


　──持ちあげる前に卒そつ倒とうした。


「…………」


「…………」


　生き残ったゴロツキどもは、微び妙みような目つきでそれぞれ顔を見あわせる。


　次いで彼らは無言のまま、揃そろって雇こ用よう主ぬしを見た。


「…………」





　結局、麗華が度ど胸きよう試だめしをすることになった。





　　　　＊





　そのメモは下げ駄た箱ばこに入っていた。


（……？）


　何ということもなく、峻護は折り畳たたまれたそれを開く。


　──思考が急速に回転しはじめる。


　このメモの真しん偽ぎについて素す早ばやく検けん討とう。北条麗華の署しよ名めい入り。筆ひつ跡せきに記き憶おくがある、校内報ほうの記事か何かだったか。まず本物。ならば内ない容ようは。月村真由を拘こう束そくしている場所、必ずひとりで来るように、そこで何をするか、要約すればその三点。またずいぶんな真ま似ねをしてくれた。これだけ堂々とした拉ら致ちというのも奇き妙みようだが、あのひとのする事なら成なる程ほどとも思う。しかしそれにしても解げせないことが多い。何か裏うらがありそうだが──くそ、そんなことはどうでもいい。また大だい失しつ態たいだ。このことを知ったらあの二人は……。拉致、拉致か。相手は複ふく数すう、最少でも実行班はんとサポート班の二手に分かれるだろう。すると人数はまず十人以上、その倍はいるかもしれない。まずい。陣じん容ようは男が多数を占しめるはず、拉致する際さいに彼女の身体からだにふれる可か能のう性せいも高い。彼女の体たい質しつまでばれたら、


（彼女の体質までばれたら──）


　ふと、我われにかえる。


　自分のことばかりだ。自分のことばかり考えている。サキュバスである彼女の体質が明るみに出ることで、彼女がどうなるかを心配しているのではない。そのことによって自分に課せられるペナルティを心配しているだけだ。拉致された彼女がどういう気持ちでいるか、少しでも考えていたか？


　今だけの話ではない。これまで彼女のことを本気で心配したことなどあったか。


　もしこれが逆ぎやくの立場ならどうだろう。


　あの真ま面じ目めで素す直なおで純じゆん情じような少女は、自らの安全、保ほ身しん、平へい穏おん、そういうことばかりに脳のうミソを使うだろうか。


「…………」


　もともと、彼女との同どう居きよなど望んではいなかった。


　彼女と良い関係を築こうなどとは、考えてもいなかった。


　それで？


　今は、どうなんだ？


　ちょっとしたことでヘッドバットみたいなお辞じ儀ぎをするような──


　寝ね込こみを襲おそわれるところを想そう像ぞうしただけで泣くような──


　栄養ドリンクをもらっただけであんな嬉うれしそうな笑顔えがおを見せるような──


　男なら誰だれでもいいんだろうと言われただけであれだけ傷きずつくような──





　そんな彼女に、自分は何をしてやれた？





　何をしてやれる？





　　　　＊





　神宮寺学園からそう離はなれているわけでもない。


　住じゆう宅たく街がいのはずれ。工業団だん地ちのならぶ区域と侵しん食しよくしあう、どっちつかずの土地柄がらである。


　コンクリで固められた凹おう状じようの人工河か川せんが干ひからびたまま横たわり、そのほとりには年代物のあばら家が雑ざつ然ぜんと列をなす。


　うらぶれた空気が澱おりのように淀よどんでいるそんな場所に、その赤あか錆さびた廃はい工場はあった。


「じゃあお嬢じようさま、もういちど手て筈はずを確かく認にんしますね」


　工作用機械があちこちに放置されたその内部では、保坂の気楽な声がひびいている。


「外に配置した人数は二十人。彼らが二ノ宮くんを迎むかえうちます。全員弱みを握にぎっている人たちですし、心づけも十分与あたえてますから、彼らなりの働きはしてくれるでしょう」


　付き人の説明を、麗華は腕うで組ぐみ立ちで聞いている。


　そのうしろに真由がいた。縛いましめは受けていない。乱らん暴ぼうをされた様子もない。失神状じよう態たいからも回かい復ふくしている。が、暗い顔のままうなだれている。


　さらに彼女を挟はさみこむようにして男がふたり。どうやら用心棒バウンサーのようなものらしいが、雇やとわれのゴロツキどもとは見た目からしてちがう。抜ぬき身の刃やいばを思わせる凄すご味み。求道者にも似にた孤こ高こうと峻しゆん厳げん。彫ちよう像ぞうのごとき沈ちん黙もくを保たもったまま、身じろぎひとつせずにいる。


「旦だん那なさまの目がありますので、動かせるのはこのあたりが限げん界かいです。各方面への根回しはそれぞれ可か能のうな範はん囲いで済すませておきました。──こんな感じでよろしいですか、お嬢さま？」


「結けつ構こう。それで十分ですわ」


「月村さんを二ノ宮くんが取りかえせば彼の勝ち。取られなければお嬢さまの勝ち。そういう条じよう件けんなんですよね？」


「そうよ」


「これもいい勉強になると思います。くじけないでがんばってくださいね、お嬢さま」


「……奥おく歯ばに物がはさまったような言いかたね」


「お嬢さまに話せないこととか色々あるんですよ、ぼくも」


「なに訳わけのわからないこと言って」


「──あのっ、麗華さん！」


　それまで口を閉とざしていた真由が差し迫せまった声をあげた。


「二ノ宮くんに──何を、するつもりなんですか」


「ふん、たいした事じゃありませんわ」


　人質に向き直り、両手を腰こしにあてる。


「あなたを助けにのこのこ現あらわれた二ノ宮峻護を、たっぷりと痛いたい目にあわせる。ただそれだけのこと」


「…………」


「あの男のわたくしに対する態度、普ふ段だんから目に余るものがあります。いつか矯きよう正せいしてさしあげる必要があると考えていましたから、今回のことはむしろ渡わたりに船。これであの男もわたくしの素す晴ばらしさを理り解かいするでしょう。せいぜい思い知るがいいんですわ」


　そう言うと麗華、満足げにうんうんと頷うなずく。


　が、すぐに心配げな表情になり、保坂にそっと耳打ち。


「ちゃんと手て加か減げんするように言ってあるんでしょうね？」


「言ってあります。でもそんな気づかいはしない方がいいと思うなあ」


　付き人のぼやきを皆みなまで聞かず、ほっと安あん堵どした息をつき、


「そういうことですわ。理解できて？」


「……それだったら、二ノ宮くんは来ないです」


　しょんぼりと、真由。


「来ない？　ふん、まあそうかも知れませんわね。それにこの際さい、わたくしとしては不戦勝でもかまいませんし」


「…………」


「二ノ宮峻護も、あなたのような小こ娘むすめのためにリスクを背せ負おうこともないでしょう。あの男は、あなたのことなんて何とも思ってないにきまってるんだから」


「そのとおりです……」


　さらにしゅんとなって、ひとりごちるように言葉を繫つなげる。


「わたしは──わたしは、ただのお荷物です。二ノ宮くんに迷めい惑わくばかりかけてるんです。わたし馬ば鹿かだし、のろまだし、気が利きかないし、おっちょこちょいだし、」


「あら。あなた、ちゃんとわかってるじゃない」


　麗華、うんうんと頷く。


「昨日も一昨日も迷惑のかけ通しでした。台所は水びたしにしちゃうし──」


「まあ。度しがたい失態ね。やっぱりあなた、あの男と同どう居きよする資し格かくなんて、」


「それに、寝ねぼけて二ノ宮くんに抱だきついたりもしました……」


「──は？　なんですって？」


「気を失って、二ノ宮くんに保ほ健けん室しつまでおんぶしてもらったりとか……」


「なっ……」


「お風ふ呂ろでわたしのバスタオルが外れたのだって、ぼおっとしていたわたしが悪いんです。そもそもわたしが、二ノ宮くんといっしょにお風呂に入ろうなんてするから……」


「…………」


「これじゃ、嫌きらわれたってしかたないです。助けにきてくれるわけ、ありません……」


　とうとうべそをかきだした。


　麗華の決けつ断だんは早かった。


「保坂」


「はい」


「この小娘、バラして海にでも撒まいてきなさい」


「……お嬢じようさま、彼女には手をださない、っていう約束だったんじゃ」


「そんなのどうでもいいですわっ！　この小娘、もう絶ぜつ対たい絶対絶対、絶っっっっっ対に、許ゆるさないんだからッ！」


「でも北条コンツェルンの次期総そう帥すいが約束を守らないようじゃ、下の者に示しめしがつきませんよう」


「保坂っ、あなたわたくしの付き人なんだから、そんな約束くらいどうとでもしなさい！」


「そんなムチャな……そもそも約束したのはぼくじゃなくてお嬢さまであって──わっ、待ってください、早まらないでください、お嬢さまみずから手をよごすのは、」


「あの、取りこみ中のところすいませんが」


　あらぬところから声。


　皆、一いつ斉せいにそちらを向く。


　──廃はい工場の入り口に、逆ぎやつ光こうを背負った人ひと影かげ。


「月村さんを返してもらいにきました」


　至し極ごくあっさりと、二ノ宮峻護はそこに現れた。


「え。うそ」と麗華。


「うーん、早かったなー」と保坂。


「………」彫ちよう像ぞうなままの用心棒ぼうふたり。


　そして真由は。


　めまぐるしく表ひよう情じようを変えている。


　おどろきの顔、ぱあっと明るくなる顔──そして何を思い出したものか、再ふたたび沈しずむ顔。


　麗華がわめく、


「ちょっと保坂！　ほんとうに二十人、それなりにちゃんとしたのを配置してたんでしょうね！」


「きちんと言いつけ通りにしました、はい」


「だったらどうして！　ぜんぜん無む傷きずじゃないあの男！」


「いいえ、額ひたいにすり傷、腕うでのところにはアザがありますよ。けっこう痛いたそうですよ」


「このばか保坂──揚あげ足とりをして！」


「そんなあ、状じよう況きようの分ぶん析せきはきちんとしないと──あっ、痛い、痛い、お嬢さま、やめ、」


　──不毛なやり取りを展てん開かいする主しゆ従じゆうをよそに、肝かん心じんの二人は別の世界をつくっている。


　峻護が真由に向き直る。


　途と端たん、「あ……」とつぶやいて真由は目をそらす。


　峻護は迷まよっていた。


　話を切り出さねばならない。彼の頭にはいくつもの選せん択たく肢しがある。その中には歯の浮うくようなセリフも、なあなあにお茶をにごす言葉もある。よりどりみどりだ。


　が、そんな器用に立ち回れるなら初めから苦労はしない。


　けっきょく彼は、もっともスマートでないやり方を選んだ。


　いきなり、ななめ四十五度で頭を下げた。


「月村さん。昨日は言いすぎた。すまない」


　それだけ。


　そのままの姿し勢せいで微び動どうだにしない。


　真由はたっぷり数秒、ぽかんとした。


　それからあわあわと、


「そっ、そんな、とんでもないです。わたし、ずっと迷めい惑わくかけてて、怒おこられるのも嫌われるのも当然で、もうこれ以上避さけられるのがいやで、だから──と、とにかく、こちらこそすいませんでしたっ」


「いや、あれはおれが悪かった。あやまる」


「いいえ、あれはわたしが──」


「ちがうんだ、あれはおれが無む神しん経けいで──」


「ちょっとあなたたち！　わたくしを差しおいてなに勝手に話を進めてますのっ！」


　声を張はりあげる麗華。


「まだ勝負は終わっていませんわ！　月村真由は、まだこちらの手にあるんですからね。──保坂！　そこの無ぶ愛あい想そうな連中、さっさと使いなさい！」


「はあ、わかりました。それじゃあ──」


　保坂が目配せし、鉄てつ面めん皮ぴの男たちが初めて動いた。


　やはりただ者ではなかった。


　真由が目を丸くし、麗華でさえ思わず声をあげた。


　速い。


　風のように疾はしり、峻護に左右から迫せまる。どうみても手て練だれの動き──それもある種の壁かべを乗りこえた者のみがなしえる動きだ。


　右に回った男が拳こぶしを、左に回った男が蹴けりを放った。


　それぞれが、鮮あざやかな弧こをえがいて標的を襲おそった。


　見事な動きだった。


　が、峻護の動きはもっと見事だった。


　すべては瞬まばたき一つのうちに始まり、終わった。


　三人の姿すがたが交こう錯さくした──真由と麗華が理り解かいできたのはそれだけだった。そして、その交錯がもたらした結果だけを彼女たちは知った。


　鈍にぶい音を響ひびかせて地に伏ふしたのは二人の手練れのほうであり、そして彼らだけであった。


「うそ……」


　麗華の口から吐と息いきに似た音が漏もれる。次いで峻護を注ちゆう視しするその顔にぽっと赤みがさし、かと思えば反はん射しや的にかぶりを振ふり、さらにはっと気づいたように真由を顧かえりみて、


「ちょっとあなた！　なに少女マンガみたいに目をキラキラさせてますの！　おやめなさい、そんな夢ゆめ見みる乙女おとめみたいな顔は！」


　自分のことは棚たなに上げて釘くぎをさしてから、


「二ノ宮峻護！」


「なんですか、北条先せん輩ぱい」


「あ、あなた、何かそっち方面の心得って、ありましたっけ？」


　倒たおれていた二人の呼こ吸きゆうを診みていた峻護、立ち上がって、


「いえ、べつに」


「じゃあどうしてそんなに強いんですのっ！　聞いてませんわよそういう話は！」


（……二ノ宮涼子の弟をやっていれば嫌いやでもこうなりますよ）


　とは口にせず、


「そんなことより、これでおれの勝ちになるんですよね、北条先輩？」


　う、と後じさる麗華。そして。


　よせばいいものを、本来の彼女なら決して取らない行動にでた。


「こ、こちらには人ひと質じちがいますのよ！　この小こ娘むすめがどうなっても──」


「お嬢じようさま、それじゃまるっきり三さん下したの悪役ですよ。というか趣しゆ旨しが最初とぜんぜんちがってます。それに彼女に手をだしちゃだめですって」


「おだまりっ！」


「きゃっ」


　麗華が手を上げ、真由がちいさく悲鳴をあげた。


　本気ではなかった。第一その手は保坂に上げたもので、真由に向けたのではなかった。


　だが、峻護の目はそう受け取らなかった。


　あわてて制せいする、


「待った先輩。彼女には傷きずひとつ付けさせませんよ。彼女の事はおれが護まもるんですから」


　涼子と美樹彦にそう言われたのだ──峻護としては言外にそういう意味をこめたつもりだったが、そう思っているのは彼だけだった。彼以外は順当に、それを『月村真由はおれの女』宣せん言げんと解釈した。


「二ノ宮くん……」真由は顔を真っ赤にして、うつむく。


　麗華もまた頰ほおを紅くれないに染そめた。ただし、こちらのは意味あいが異ことなる。


「──保坂！　保坂ッ！」


「はい」


「何とかしなさい！」


「お嬢さま、往おう生じよう際ぎわが悪いですよ。お嬢さまが納なつ得とくして受けた勝負でお嬢さまが負けたんですから──もう、こまったなあ。彼が絡からむとこれだもんなあ」


「いいから何とかなさい！　命令よッ！」


「ほんとうに、諦あきらめる気はありませんか？」


「いやよっ！　ぜっっっっっっったいに、いやっ！　何があっても、どんなことをしても、ぜったい、必ず、何とかなさいッ！」


　地じ団だん太だをふむ主人に、保坂はため息。


「──どんなことをしても、ですか？」


「そうよっ！」


「お嬢さま、いちど決めたからには取り消しはききませんよ？」


「かまいませんわっ！」


「こまったひとだなあ──じゃあ二ノ宮くん」


「はい？」


「しょうがないよね、あとはぼくしか残ってないんだから。相手になってもらえる？」


　そう言って、とことこ近寄ってきた。


　どうやら彼がやる気らしい。


　峻護、戸と惑まどいつつも迷いはなかった。


　できるだけ痛いたみを与あたえないように、首くび筋すじへの一いち撃げき。それで終わらせる。


　無む造ぞう作さに保坂が間合いに入った。同時、遠えん慮りよなく峻護は動く。


　縒よりをもどすゴムの動きをイメージしつつ、軸じく足あし、腰こし、上半身の順に気合をこめ、高々と右足を舞まわせようとして、


　ぞ、と寒気が全身を駆かけぬけた。


　次の瞬間、保坂は間合いからはるか離はなれたところいた。


　いや、そうではない。逆ぎやくだ。吹ふっ飛ばされて間合いの外にはじき出されたのはこちらで、それだけの距きよ離りをとってもなお安心できず、さらに数歩うしろに跳とびすさったのもこちらだった。


　かろうじてガードに出した左ひだり腕うでが、じん、と熱をおびている。


「よくないな二ノ宮くん」保坂は掌しよう抵ていを放った体たい勢せいのまま苦言を呈ていする。「油断してると、そこで倒たおれてる彼らの二の舞まいになっちゃうよ」


　峻護がたずねる、


「……保坂先せん輩ぱい。何かそっち方面の心得って、ありましたっけ？」


「彼らも分家の分家とはいえ保坂の血族なんだけどね。たとえ君が相手だとしても、二人がかりであの様ではこまっちゃうなあ」


　問いには答えず、保坂はトホホと苦笑いした。そのしぐさは普ふ段だんとまったく変わるところがない。だが峻護の左腕をしびれさせた一撃は、たしかに彼が放ったものだ。


　峻護は呆あつ気けに取られていた。真由も呆気に取られている。


　麗華は、さらに輪をかけて呆気に取られている。


（くそ──）


　雑ざつ念ねんを断たち切る。余よ計けいなことを考えながら渡わたりあえる相手ではなさそうだった。しのいだとはいえ先ほどの一撃、姉や美樹彦に比ひ肩けんする。


　ほう、と呼こ吸きゆうをととのえる。意い識しきは、ただ闘とう争そうの一事にのみ収しゆう束そくされる。


　保坂がまた、すたすたと歩いてきた。どこもかしこもガラ空き。そのはずなのに、まったく付け入る隙すきがないのはどういうわけか。


　再度、掌抵がきた。


　半円を描えがくようにして受け流し、手刀を首筋へ──いや、このまま落とせば左甲こうで払はらわれ、勢いきおいにのせた右がくる。落とさなければ左甲はそのままあごを捉とらえる。すべて承しよう知ちの上で手刀を落とし、背せをそらして左甲をかわし、その腕を絡からめとる──読まれていた。バランスを崩くずしているはずの右がもうこちらを狙ねらっている。もう一度あごだ。打点をずらし、額ひたいで受ける。思ったより腰の入った一撃、脳のうがすこし揺ゆれた。つぎは喉のど元もとに抜ぬき手。かすった。肘ひじ打うち。左手で防ぐ。さらに抜き手──


　あとは、ほとんど一方的だった。


　すぐに呼吸が乱みだれた。体たいが見苦しいほどに崩されてゆく。今度は間合いを離すゆとりもない。


　苦しまぎれの正せい拳けんを難なんなくさばかれ、上体が泳ぐ。それを見み逃のがす保坂ではなかった。


　次の瞬しゆん間かん、突つきだした腕をつかまれ、軸足を払われた。そのまま全身の骨ほねにガタがくるような勢いで地に叩たたきつけられる。


　後頭部を庇かばいながら反はん射しや的に目を閉じ、肋ろつ骨こつが悲鳴をあげつつ肺はいを圧あつ迫ぱくし、涙なみだが出るほどせきこみ、ふたたび目を開けたときには。


　手刀を首にあてがわれていた。


　勝負あった。


「……保坂先輩」


「ん？」


「何者なんです、あなた」


「北条家の付き人だよ」にこ、と笑い、「ところで二ノ宮くん」その笑えみのまま続ける。


「こういう力は、必要でない限かぎりできるだけ出さないようにするものだよね？　でもやむをえない状じよう況きようになれば出さないといけない。もちろん、出すからには勝たないといけない。そして──」


　いつもと変わらない口調で言った。


「その力を知られた相手は、できれば始末しておきたいところだよね？」


　息を呑のむ音が、ふたつ。


「ちょ、ちょっと。保坂？」


「だめですよお嬢じようさま。ぼく、ちゃんと聞きましたから。『どんなことをしても』ですよね。取り消しはききませんよ、とも言いましたよね」


　むぐ、と口をつぐむ麗華。普ふ段だん通りでいてどこか別物の下げ僕ぼくに気おくれしている様子だ。


　それでもさらに言い募つのろうとする主人をさえぎり、


「二ノ宮くん、ぼくも二ノ宮の人間には手を出したくなかったけど、これもお嬢さまの言いつけだから。目の前で保坂が負けた以上、何もしないのも気がひけるしね」


（くそ……）


　意味のわからないことを言ってくる保坂をにらみつけ、峻護は打だ開かい策さくを探さぐる。


　何か手はないか？


　相手は完かん璧ぺきな体重のかけ方でこちらの自由を殺している。動けない。下手なまねをすれば即そく座ざに手刀が喉をつぶすだろう。


（どうする……）


「さあ、どうしようか。お嬢さまの見ている前だし手て荒あらなことはしたくないんだけど、手荒なやりかたしかぼくは知らないし」


　決めた。向こうが動くタイミングに合わせて、動く。そこに活かつ路ろを見み出いだすしかない。居い合あいと同じ要よう領りようだ。集中しろ。呼吸を計れ。目の色と動きを見逃すな──


「そう、これは言っとかなきゃ。二ノ宮くん、君はぼくが思っていたよりもずっと強かったよ。やっぱり底力があるんだろうなあ。それと、──ん？」


　保坂がちらりと横に目をやった。もちろんこちらへの注意は逸そらさぬまま。


　峻護もそちらを見た。


　真由だった。すぐそこに立っている。


「？　何？」と無む警けい戒かいに保坂。


「…………」


　目が泳いでいる。顔色が青い。いや、白くなりつつある。膝ひざ、腕うで、肩かた、どこもかしこも小こ刻きざみにふるえている。


「？」首をかしげる保坂。


「月村さん？」峻護も当とう惑わくする。


　なんだ？　何がしたい？


　ふるえているのは──何を恐こわがっている？　保坂先せん輩ぱいか。それはそうか、あのおっとりした先輩が、今はこれだ。女の子だし恐がるのも当たり前か。いや、彼女の場合はそれだけではない、男だん性せいとしての保坂先輩が恐いんだろう。女物の服を着ても違い和わ感かんなさそうな外見だが、先輩も彼女にとって男には違ちがいないはず。それを無理して近づいて。……助けて──くれるつもりなのか？　でも。


　どうやって？


「…………あ」


　わかった。


　それと同時、真由の瞳ひとみに決意が湧わいた。


　ぎゅっと目をつぶった。


　えい、とばかりに手をのばし──


　保坂の腕をしっかりとつかむ。


　つかまれたほうは、ただきょとんとしている。


「……ええと」頰ほおをぽりぽりと搔かき、


「何？　どいてくれ、ってこと？　だめだよ、これはそういう勝負──って、あれ？」


　そこまで言えただけでも見上げたものだろう。


「なに、こ……れ……」


　だが、あれだけの実力者である彼でもそれが限げん界かいだった。


　ほとんど事切れるようにして保坂が倒たおれ、あとを追うように、気力を使い果たした真由がくずれおちた。


　その時、峻護はたしかに見た。


　気を失うまぎわのサキュバスは──


　ちょっとだけ誇ほこらしげなはにかみを、彼に向けていた。





　勝負、あった。




　其の五　ご愁傷さま二ノ宮くん







　これも褒ほめられてしかるべきだろう。本来、まずもってありえない話なのである。


　どのような鍛きたえかたをしているものか──保ほ坂さかはしばしの失神の後、ほどなく意い識しきを取り戻もどしていた。


　とはいえあくまでかりそめの、不完全な覚かく醒せいだ。夢ゆめの中にあるのと大差はない。


　朦もう朧ろうとしながら彼は考える。


　いったい何が起こったのか。彼女に腕うでをつかまれた途と端たん、血でも抜ぬかれたみたいに全身が重くなり、気づいた時にはこれだ。鉛なまりになった身体からだで泥どろの中に埋うもれているような気分。まったく、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。けどこれで手て荒あらなことをせずに済んだし、ハッピーエンドだと思う。お嬢じようさまには気の毒だけど。


　本ほん能のうが、無意識のうちに状じよう況きようを確かく認にんしようとしている。手足の感覚がない。まぶたすら開けられない。舌したはコンクリ床ゆかの味だけを舐なめる。鼻もやはりその臭においだけをかぐ。


　聴ちよう覚かく器官だけがかろうじて稼か動どうしている。


　くやしげなうめきが聞こえる。主人のものだ。何か声をかけようとしてみるが、この状じよう態たいで舌と口を同時に動かすなんてアクロバットに等しい。


　別の音も聞こえる。こちらはひどく機き嫌げんのよさそうな含ふくみ笑いだ。


「あらら、残念だったわね、麗れい華かちゃん」


「……気安く人の名前を呼よばないでいただけますこと？」


「かまわないでしょ？　だって、今日からわたしがあなたの主人なんだもの」


　さっ……というこの音は、血の気がひく時のそれだろうか。そんなもの聞こえるはずもないだろうに。


「あなた、わたくしに教えませんでしたわね？　二にノの宮みや峻しゆん護ごの実力を」


「だって、あんなの実力のうちに入らないもの。あの程てい度どの連中に二発も入れられてるのよ？　まったく、ちょっと放ほうっておくとすぐに腕うでをなまらせるんだから。また鍛えなおしてあげなきゃいけないようねえ……」


　うふふ、となにやら陰いん惨さんな笑い。


「こっ、この勝負、そもそもフェアじゃありませんでしたわ。それにあの月つき村むら真ま由ゆとかいう小こ娘むすめ、あれは──」


「あら言い訳わけ？　北ほう条じよう麗華が？　北条家の後あと継つぎが？　人の上に立つべきあなたが、それでどうやって下の者に示しめしをつけるのかしらね？」


　ふたたび悔くやしそうなうめき。


「それにあなたには保坂が三人ついてたじゃない──ああ、そうか。そうね、たしかにフェアじゃなかったわね。だって、あなたのほうがよっぽど有利だったんだもの。そう思ったから受けた勝負なのよね？　え？　ちがうの？　ひょっとして油断？　自分の命運がかかっている勝負に？　そんな、まさか。ねえ？」


　哀あい願がんするような主人の声、「わ、わたくしは北条コンツェルンの後こう継けい者しやで、生徒会長で、だからいそがしくて──」


「お生あい憎にくさま、明日からそっちのほうは副業になるの。これからたいへんよ麗華ちゃん。今後は本業と両立させていくことになるんだから」


「ばっ、ばかげてますわこんなこと！　お父さまが、北条コンツェルン総そう帥すいがそんなまねを許ゆるすと思って？」


「ああ北条さんにはもう諒りよう解かいとってあるから。ふたつ返事で承しよう知ちしてたわよ。泣きそうな顔で。何なら確かく認にんしてみる？」


「お、お父さまが？　あなた一体……」


　──いくら鍛えかたが違ちがうといってもこのあたりが限げん界かいだった。


　ふたたび保坂の意識は黒くぬりつぶされる。





　　　　＊





　朱しゆ色いろの陽ひ射ざしが横よこ殴なぐりに風景を染そめ抜く中、峻護はゆっくりと家路をゆく。


　気を失った真由をおんぶして運びながら。


　当然、背中のそこかしこに柔やわらかな感かん触しよくがある。


　だが邪じや念ねんを抱いだいてはならない。悟さとりの境きよう地ちをもってそれにあたる。とはいえ所しよ詮せんインスタントな悟りだけに、九九の詠えい唱しようは片かた時ときもおろそかにできない。


　言うまでもなく注目の的である。なにしろ可か憐れんなセーラー服姿の女の子と、それをかついでブツブツ呪じゆ文もんを唱えながら往おう来らいをゆく少年の図だ。官かん憲けんを呼ばれないだけ僥ぎよう倖こうと思わなければならない。


　じろじろ見てきたり、くすくす笑ったり。通りかかる人間がいろいろな反はん応のうをよこしてくる。恥はずかしいったらない。でも、それほど嫌いやなわけでもない。


　さんざん身体を動かした後でもあるし、なにより真由に触ふれているためだろう。体力の消しよう耗もうがはげしい。おそろしくだるい。


　でも、それがふしぎと心ここ地ちよいのはなぜだろう。





　死ぬ思いで家にたどりつき、部屋の中まで入ったところで。


「──あの、もうここで」


　背中の同どう居きよ人にんがささやいた。


「え？　ああ、うん」


　急に声をかけられ、おたおたしつつ彼女をおろす。


　とん、と降おり立ち、


「ありがとうございました」ぺこり。


「え？　ああ」


　顔色こそすぐれないが、思いのほか意い識しきがしゃんとしている。


（…………）


　もしかして、とっくに目を覚ましていたのだろうか？


　目を覚ましていて、ずっと？


「今日はありがとうございました。本当に」


　当とう惑わくする峻護をよそに、真由はあらためて礼を言う。


「いや、こっちこそ妙みようなことに巻まきこんで。北条先せん輩ぱいって普ふ段だんはもっとやり手だし、尊そん敬けいできる人なんだけど……」


「いえ。本当に、うれしかったです」


「いや……」


　なんだろう？　なんだか調子が狂くるう。今の彼女は、以前よりどこかキッパリハッキリしているというか、人変わりしているというか。


「ああそうだ、」ことさらな大声で、「月村さん、今日は疲つかれただろう？　何だったら、今のうちに少し眠ねむっておいたら？」


「そう──ですね」ちょっと考え、「今日はだいぶ精せい気きを減へらしちゃいましたから……あとで兄に、その、いつものを頼たのむことになると思います。それまで──」


「うん、そうだな、美み樹き彦ひこさんが帰ってくるまで、そうするといい」


　また『回かい復ふく』してもらうのだろう。そのやりかたを知っている身としては、なんとなく心こころ穏おだやかではないが。


「それで、あの」言葉をにごす真由。


「え？……ああ、着き替がえだな。そうかすまない、気づかなかった。すぐ出てくから」


「いえ。わざわざ出て行かなくても、うしろを向いててくれれば、それで」


「そ、そう？　わ、わかった」


　こくこくうなずき、スピンターン。


　やや、ためらう気配。


　やがて、しゅる、ぱさ、と繊せん維い質の何かがほどけたり重なり落ちたりする音。


　考える。


　彼女はこれから睡すい眠みんをとるんだから、いずれにせよ自分がここにいても仕方ないのではないか。何もしてやれることはないし、邪じや魔まになるだけなのに。なぜ、引きとめるようなことを言うのだろう。


　布ずれの音がやんだ。が、真由は何も言わず、ベッドに向かう様子もなく。


「……ええと、」


　こうなれば自分がするべきことはひとつ。退たい散さんあるのみ。


　背中を向けたまま、


「それじゃあおれはこれで──」


「ひとつ、お願いしてもいいですか」


　かぼそい声がさえぎる。


　背中を向けたまま、


「お願い？　まあ、かまわないけど」


「…………」


　真由、すぐには切り出さなかった。その沈ちん黙もくから、もじもじと両手の指をからませて口ごもっている姿すがたがありありと想そう像ぞうできる。


「あの」


　決意、


「二ノ宮くんが、してくれませんか」


　…………。


「は？」


「兄が帰ってくるまで、まだ時間がありますから。それにいつまでも兄に頼たよってばかりじゃいけないから、だから──」


「そ、それって」


「二ノ宮くんのことは初めて会った時からあまりこわくなかったし、むしろ二ノ宮くんを見ていると安心できるというか、ほっとするというか──そんなひと、二ノ宮くんしかいなくて、だからこんなこと頼める相手、たぶん他ほかに誰だれもいなくて」


　毛け穴あなという毛穴から汗あせがふきだし、みるまに滝たきとなって流れ落ちていく。


「ただわたし、意い識しきがあるとやっぱり男の人がどうしてもだめで、でも、意識がないときならたぶんへいきだから、だからあの、寝ねている時にその、あの、」


　アドレナリンの出血大サービス、心しん拍ぱく数すうが自じ己こベストを更こう新しん、


「こういうことって、相手は誰でもいいわけじゃないし、だけどわたしは二ノ宮くんだったら、その──」


「…………」


「あっ、もちろんそれは二ノ宮くんも同じだと思うし、だからあの、無理は言いませんから……もしわたしでもよければ、でいいですから」


「…………」


「ええと、あの、ええと、その、じゃ、お待ちしていますから。──おやすみなさいっ」


　どこか的はずれな言葉でしめくくる。


　とたとたと駆かける音。がさごそとベッドにもぐりこむ音。


「…………」


　だから言ったんだ。同どう居きよなんてとんでもない。ひとつ屋根の下にいれば──


　ひとつ屋根の下にいれば。


「…………」


　夕日の差しこむ夏の部屋で。


　背せ中なかを向けたまま、峻護は石になっている。





　　　　＊





　二時間がすぎた。


　とっくに日は暮くれている。月明かりをふくんだ闇やみが部屋を満たしてひさしい。


　物理的に圧あつ力りよくを感じるほどの緊きん迫ぱくを放ほう射しやしていたベッド上は今、凪なぎのように静まり返っている。まるで寝付けない様子の真由だったが、最後には精力の消しよう耗もうからくる疲ひ労ろうが勝ったようだ。


　峻護は石のままである。


　が、見た目とは裏うら腹はらに、心中はかつてないほどの大おお時し化けである。


　人はだれしも心の中に天使と悪あく魔まを住まわせているという。たとえばそれは節度、貞てい心しん、良りよう俗ぞくといったものであり、あるいはまた自じ堕だ落らく、無節せつ操そう、不道徳の類たぐいである。


　両者は絶たえず相そう克こくしあい、前者が優ゆう位いを保たもつことで、人は社会生活に適てき応おうするだけの能のう力りよくと資し格かくを得る。峻護はそう信じている。


　そして彼がすごした十六年の人生においては、天使が常つねに圧あつ倒とう的な優位に立ちつづけてきた。そう、ほんの一昨日までは。


　その図式がついに崩くずれようとしている。


　激げき闘とう二時間。今、天使は最後の決戦を挑いどもうとしていた。


　──聞け、二ノ宮峻護。


　事実は事実だ。みとめよう。今の状じよう況きよう、これはたしかに据すえ膳ぜんだ。いや、据え膳であるばかりか『はい、あーんして』とでもいう感じに、口にまでご馳ち走そうを運んでくれているシチュエーションだ。だがそれが何だというのだ？　据え膳食わぬは男の恥はじ？　否いな、そうではない、あえて据え膳に手をつけない勇気もあるはずだ。そしておまえはそれを持っているはずだ。それに重要なことを忘わすれている。おまえ、明るい家族計画を持っていないだろう？　まさかそれを用いないつもりではあるまい。それを用いなければ、当然そういう意思があるのだと判はん断だんされる。責せき任にん問題にまで事は発はつ展てんする。婚こん約やくで、結ゆい納のうで、挙式で、子こ供どもは男の子がふたり、女の子がひとりだ。お前にはそういう覚かく悟ごがあるというのか？


　必死の説得を試みる天使を悪魔が鼻で笑う。


　据え膳に手をつけない勇気だと？　語るに落ちる。その正体とは何か？　そんなものは取るに足らないちっぽけな個こ人じん的倫りん理り──いや、単なる子供じみた潔けつ癖ぺき、あるいは意い固こ地じ、もしくは度ど胸きようのなさを肯こう定ていする方便にすぎない。そのうえ明るい家族計画を持ってないから、ときた。くだらん。美樹彦の話を聞いてなかったのか？　サキュバスは異い性せい間における直じかの交こう接せつによって精せい気きを補ほ充じゆうするんだ。そんなもの着用してたら彼女の消耗状態は治せないだろうが。──そう、わかっているのか？　これはれっきとした治ち療りよう行こう為いなんだぞ。責任問題うんぬんなど論ろんずるをまたない。まったくナンセンスだ。こんなのは赤チン塗ぬるのと同じだ。おまえは産さん婦ふ人じん科かの医者をチカンだと罵ののしるのか？　人工呼こ吸きゆうをほどこす者を見て『あれはキスだ』などとはやし立てるのか？　それに第一──


　悪魔がにやりと笑う。





　──おまえ、彼女のこと嫌きらいなのか？





　図式は崩れた。


　天使はもはや大たい義ぎ名分を失った。そして古来、大義名分を持たない者が最終的な勝利をおさめた例はない。今や彼ら天使は忌いむべき堕天使であり、悪魔こそが天界に返り咲ざいた神の使徒である。


　一昨日の台所とは訳わけがちがう。


　昨日の保ほ健けん室しつと比べてさえ、そうだ。


　勘かんぐる余よ地ちのない、完全なる承しよう認にん──否、純じゆん然ぜんたる懇こん望もう。


　それを峻護は手にしている。そして悪魔──いまや天使となった──のささやいた一言。


　決まりだった。


　峻護は石をやめた。


　月明かりの中、ベッドにゆっくりと歩みよる。


　ほのかに浮うかび上がる眠ねむり姫ひめの姿すがた。


　純じゆん粋すい無む垢くな寝ね顔がお。


　緊きん張ちようゆえかしばらくは寝付けなかったようだが、今は深い夢ゆめの中に横たわっている。ただでさえ疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたはずだ。ちょっとやそっとでは目を覚ましそうにない。


　そう、彼女の望みどおりに。


　もはやあらゆる障しよう害がいは排はいされた──ただ一点をのぞいて。


「……ふたりとも、勘かん違ちがいしないように」


　真由に視線を固定したまま峻護は口を開いた。


　いい加減耳になじんだ、じー、というデジカメの音に向けて、である。


　いつからそこにいたのか、などという無む駄だなことは訊きかず、


「言っておきますがこれは彼女の合意を得て、」


「皆みなまで言わずともいい。事じ情じようはすべて承しよう知ちしているよ、峻護くん」


　なぜそんなことまで知っているのかは問わず、


「わかってるんなら──」


「この短期間で妹もずいぶん変わったものだ。男を誘さそえるまでになるとは予想以上の成果だよ。君には感かん謝しやしている」




[image: ]


「もっとも、がんばったのは真由ちゃんのほうであって峻護、あんたじゃないけれどね。さ、やるんなら早くして。こっちだっていそがしいんだから」


　無む視しし、


「いいから、出てってくれ」


「──ま。あんたも言うようになったわねえ。虚こ仮けの一念岩をも通す、助平の一念姉をも軽かろんず……」


「よかろう。僕ぼくらにはマグマのごとく滾たぎるリビドオを抑よく止しする術すべはなく、またその意思も、権けん利りもない。無ぶ粋すいな真ま似ねはよそう。君の希望を汲くんで、われわれは退たい散さんする」


「見られてるほうが燃もえると思うんだけど……変わった趣しゆ味みね、あんたって」


「自じ在ざいにやるといい。兄として、保ほ護ご者しやとして、それを認めよう」


　ぱたん、とドアが閉しまる。


　峻護は一度も振り返らなかった。


　今や、あらゆる障害は排された。


　あらためてベッドに向きなおる。この騒さわぎに彼女が気づいた様子はない。首元まで掛かけた布ふ団とんが胸むな元もとでゆっくり上下している。月光に浮かび上がるその顔かんばせは、この上なく──


「…………」


　そっと手をのばし、髪かみを一ひと房ふさ、指でくしけずる。絹きぬ、あるいは羽う毛もうを思わせる手て触ざわり。この感かん触しよくひとつとっても千金の価か値ちがあると思う。


　緊張がまたぞろぶり返してくる。まばたきの回数が多い。意味もなく咳せきばらいがしたくなる。指先がふるえている。異い様ように肩かたがこる。力の入れすぎで背せすじが痛いたい。粉が浮きそうなほど喉のどが乾かん燥そうしている。つばを飲もうとするが、出ない。喉を上下させ、飲みこんだフリだけで我が慢まんする。


　くちびるに目をやる。露つゆをふくんだ花びらのようにあでやかな、小ぶりの朱しゆ唇しん。


　ほしい、と思う。


　す、と顔をよせる。


　ふわっ、と女の子のにおい。


　花びらがすぐそこまで近づいて──


　ぴた、と進軍が止まった。


　なぜだろう。これは、やってはいけない気がする。これをすることは、他ほかのどんなことをするよりも重大な事じ態たいを引きおこしそうな気がする。


　かまわず、侵しん攻こうを再さい開かいしようとする。思うようにいかない。無理をしようとすると、全身が金かな縛しばりにあったようになる。度ど胸きようが足りない？　まさか。それはもう乗りこえたはず。


　まあいい、と思いなおす。茶さ道どうや華か道どうのように決まった作法があるわけではない。あとに回しても差しつかえない。


　そろりと布団をよける。


　ふわっ、とまた、女の子のにおい。


　これがよくない。


　今までに何度も何度も彼の煩ぼん悩のうを刺し激げきしてきた、サキュバスの魅み惑わく。至し近きん距きよ離りでそれをさんざん吸すいこんでいるのだ。正直、理り性せいが飛びかけている。動どう悸きと息切れもきつい。心しん臓ぞうはどの瞬しゆん間かんにショック死してもおかしくないほどばっくんばっくんやっている。アドレナリンの分ぶん泌ぴつ量りようは、もはや喀かつ血けつ大サービスとでもいうべき有様。脳のうみそはどろどろのスープと化し、頭ず蓋がい骨こつをぱかりと開ければさぞかし食欲をそそる湯気が立ちのぼることだろう。この状じよう態たいで意い識しきを保たもてているのだからギネスに申しん請せいしたってよさそうなものだ。ほとんど意地だけでパジャマに手をかける。百を越こしたご長ちよう寿じゆのように指が痙けい攣れんし、おまけにまばたきのしっ放しだから遠近感もろくに捉とらえられず、うまくボタンがつまめない。すかすかと何度も空から振ぶりする。つまんだらつまんだで、にじむ汗あせのためにウナギみたいにつるつるすべる。言い聞かせる──相手は逃にげたりしないんだ、あわてず、ゆっくり。爆ばく弾だんの信管でも抜ぬいてるような手つきで、亀かめのようなのろさで、順番に外してゆく。よし、できた。次はこのパジャマを、


「ひとつ言い忘わすれていたんだがね」


　美樹彦が耳もとでささやいた。


　活動停止。


　だが峻護はくじけない。聞き流し、すぐに作業を再開する。


「知ってのとおり真由は、異い性せいと肌はだがふれただけでも精せい気きを吸すいとってしまう。それも相手を失神させるほどの量を、だ。そして妹の吸きゆう引いん能力は規き格かくはずれに強大で、なおかつ彼女はそれを自らの意思でコントロールすることができない。そのことはもう、言って聞かせたはずだね？」


　聞き流す。


「さて、そこでもうすこし想そう像ぞうの翼つばさをひろげてみよう。精気をもっとも効こう率りつよく吸引する手順は、以前説明したとおりだ。君がこれからやろうとしている事だね。そして妹がこの方法で精気を吸引するのは初めてのことになる。これも以前話したとおりだ」


　聞き流す。


「ところで君はどう考える？　妹は『異性に触ふれただけで精気を吸いとる』ことを何度も経けい験けんしていて、それにも拘かかわらず未いまだにその能力をコントロールできていない。そんな彼女がこれからはじめて試ためそうとしている能のう力りよくを、果たしてすぐにコントロールできるものだろうか？」


「………あ」


「しかも今の彼女は意識のない状態だからね。なんの遠えん慮りよ会え釈しやくもなく、君の精気を根こそぎ吸いあげることだろう。おそらく君が本ほん懐かいをとげた瞬間に即そく席せきミイラの一丁あがり……そんな結果になるのがオチだろうな」


「…………」


「まあ、実じつ際さいに試ためしてみたわけではないから確たしかなことは言えないが……試す前に、遺い書しよをしたためておくことをお勧すすめする。親しい友人へのあいさつまわりと、身辺の整理も済すませておいたほうがいいだろう。生命保ほ険けんに加入しておくのも親おや孝こう行こうのひとつの形だと思う。ああ、ちなみに明るい家族計画を使用しても無む駄だだよ。この場合は外皮による接せつ触しよくとはわけがちがう。いくらこの国の技ぎ術じゆつがすぐれているにしても、ただのゴム皮にサキュバス対たい策さくがほどこしてあるとも思えない。薄うす皮かわ一枚まい程度、妹の吸引能力にかかれば無いも同然だろう。それを知ってなお、君が自らの命を質しちに入れて試してみるというのなら、あえて止めはしないが。


　僕の言いたいことは以上だ。邪じや魔ましてすまなかったね」


　それを最後に、現あらわれた時と同じく唐とう突とつに気配は消える。


「…………」


　天使と悪あく魔まは顔を見あわせ、休戦協定をむすんだ。不毛な争いであると判はん断だんしたらしい。


　へなへなと、峻護は崩くずれおちる。


　あとには月明かりの闇やみだけがのこる。





　　　　＊





　その月が西の彼方かなたに沈しずみ、時計の針はりが新しい日付を刻もうとするころ──





　二ノ宮家の居い間までは、涼りよう子こと美樹彦がボルドーをかたむけながら談だん笑しようしている。


　交かわされる会話は、たとえばこんな感じのものである。


「どうやら賭かけは吉きちと出たようだな」


「そのようね。もっともあの二人、結局思い出しそうにないけど」


「まあそれならそれでいいさ。惚ほれた相手をキスひとつで瀕ひん死しに追いこんだ記き憶おくなど、あの子も今さらほじくり返したくはあるまい。しかし真由も、あんな年とし頃ごろからサキュバスの能力を覚かく醒せいさせるんだからなあ。峻護くんには悪いことをした。完全な蘇そ生せいを果たすまでに五回だったかな？　心しん臓ぞうが停止したのは」


「五十回よ。あの子、昔はもっと二ノ宮らしい子だったんだけどねえ。真由ちゃんに吸すい尽つくされてからは、からっきし。真由ちゃんだけじゃなくてあの子の記憶も大分すっとんじゃったし」


「いやいや。あれで生きていられるんだから、彼もやっぱり二ノ宮の人間に違ちがいないよ。サキュバスに対する免めん疫えき構こう築ちくもけた外れだしね。真由にしても、峻護くんに対してもっと強きよう硬こうな拒きよ絶ぜつ反応を示してもおかしくなかったんだが──これも三つ子の魂たましい百まで、というやつかな。むしろ真由は、峻護くんのことをすっかり気に入ったようだ」


「恋こい煩わずらいは草津の湯でもなんとやら、ってね。記憶をしまいこんだつもりでも、心のどこかにあのころの印象が刻きざみ込こまれてるんでしょう。峻護もそのあたりの事じ情じようは同じなんじゃないかしら」


「それで、麗華くんについては？」


「親おや娘こして散々ゴネてたけどね。最終的には納なつ得とくしてたわよ。観念した、とも言うけど」


「楽しみだ。とはいえ北条氏にも困こまったものだな」


「ほんと。そもそも甘あまいのよね、あのおじさん。たかだか学校法人だと思って、ろくに下調べもせずに乗りこんだんでしょ。だれが経けい営えい者しやかも知らずに。麗華ちゃんも似にたようなところあるし、たぶんあの家か系けいの遺い伝でんね」


「納得だ。しかし本当に退たい屈くつしないな峻護くんの周りは。本業の看かん板ばんはしばらく降ろして、当分は用よう務む員いん一本でいこうかな」


「いいの？　地球のパワーバランスがずいぶん変動することになるけれど」


「なあに、今はおおむね安定しているからね。僕が直接手を出さなくても、収おさまるべきところに収まるさ」


「それじゃあわたしも保健医を続けてみようかな。久ひさしぶりだとけっこう娑しや婆ばも面おも白しろいし。しばらく見ないうちに峻護がずいぶんとたるんでるから、活を入れないといけないし」


「おやおや、君のほうこそ大だい丈じよう夫ぶかい？　世界経けい済ざいが数年先まで滞とどこおることになるが」


「わたし抜ぬきでもしばらくは何とかなるでしょ」


「ふむ。そうなるといよいよ退屈しないな」


「そういうことね」





　──黒くろ幕まくたちの間で交かわされる会話は、たとえばこんな感じなのであった。





　峻護の魂の慟どう哭こくを乗せ、今日も夜はふけてゆく。







　鳥のさえずりとセミのがなり声、そして窓まどから差しこむ朝日。


　峻しゆん護ごは重いまぶたを薄うすく開ける。


「…………」


　意い識しきと現げん実じつがよみがえってくる。


　夢ゆめからは覚めた。だが、昨夜の悪あく夢むは今も記き憶おくに生々しい。


　ニヒルな笑えみを片かた唇くちびるに浮うかばせる。そして海より深いため息。いずれも、人生の辛しん酸さんを舐なめつくしたかのような苦々しさがある。


　掛かけ値ねなしで最悪の一夜だった。あれほどの無念、不ふ条じよう理りがまたとあるだろうか。


　横たわっていた床ゆかから、だらだらと身体からだを起こす。


　気づく。


　布ふ団とんが掛けられている。自分でやったのではない。


　ベッド。


　だれもいない。


　壁かべの時計をみる。


　いつもより一時間遅おくれ。


　──ようやく覚かく醒せいした。


　まずい、完全に寝ねすごした。


　手ばやく着き替がえをすませ、大あわてでドアへ向かう。


　ノブに手をかけ、


「きゃっ」


　木板一枚まいへだてたところで同じことをしていた真ま由ゆと、かち合った。


　セーラー服にエプロン姿すがたの彼女は目をぱちくりさせ、


「ごっ、ごめんなさい。まだ寝てると思って」


「あ、いや、こっちこそ」


　あやまりつつ、どちらからともなく目をそらす。昨日、ああいう事があったばかりである。何事もなかったように振ふる舞まえるほどお互たがい神しん経けいは太くない。


「……二ノ宮くん」床に視線を落としたまま、真由。「何もしなかったんですね、昨日」


「え？　ああ」


　したくても、できなかったのだが。


「わたし、がんばらなきゃって、必死で、一生懸けん命めいで。それなのに」


　感かん情じようの読み取れない表情。


「わたしって、そんなに魅み力りよく、ないですか？」


　つぶやき、指先でそっと目め尻じりをぬぐう。


　峻護は狼ろう狽ばいした。


「い、いや、ちがう、待ってくれ！　魅力がないなんて、そんなこと全然。本当だ。そもそもこれは月つき村むらさんの体たい質しつが」


「……うふふ」


「体質が──って、え？」


　いきなり、真由はぺろりと舌したを出した。そしていたずらっぽい微笑ほほえみ。


　不意打ちの表情。どくん、と心しん臓ぞうが高鳴る。


「冗じよう談だんです。本気にしました？」


「あ、ああ……いや」


　ウソ泣き？　彼女が？


「あの、昨日はすいませんでした」と、今度は打って変わった真ま面じ目めな顔で丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ。「わたしの都合で勝手なことばかり言って。どうか忘わすれてください」


「ああ、うん。いや」


　あいまいな返事をする。なんだか調子が狂くるう。


「あの、それで、」頭をあげると、途と端たんに不安そうな顔がのぞく。「朝ごはんの準じゆん備びができたから呼よびにきたんですけど。あの、わたしが作りました。二ノ宮くん起きてこなかったものだから、その」


「…………」


「あの……」


　祈いのるような目でこちらを見ている。


　朝食を作る──つまり、家事の一いつ端たんを担になったということ。


　真由が何度手伝いを申し出ても、なんだかんだと理由をつけて受け入れなかった峻護である。


　彼女を、受け入れなかった峻護である。


　だが。


　拒きよ絶ぜつする理由はもう、ない。


「月村さん、」


　がしがしと頭を搔かき、あさっての方角を向き、


「──またおれが寝ね坊ぼうしたら、よろしく」


「え？──あっ！」


　ぱあっ、と表情が華はなやぐ。


「はいっ、がんばります！」


　あふれんばかりの笑顔で、真由はもう一度お辞儀した。


（──ああ。やっぱり、そうなのか）


　それを見て峻護は納なつ得とくする。


　本人にそのつもりがなくとも、やっぱり彼女は男を惑まどわす魔ま物もの──サキュバスなのだ。これだけ心音が高くなるのも、やたら顔が熱いのも、つまりはそういうことなのだ。


　ふわっ、と髪かみをひるがえして駆かけ去ってゆく姿を目で追いながら、考える。


（要するにこういうことだ。彼女にはさっさと男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくしてもらう。そうすればこの同どう居きよ生活は終わる。一日も早くその日をむかえるために、できるだけの協力はする。彼女の面めん倒どうを見るのはそういうことなのだ。うん、そういう方ほう針しんで）


　うんうんと一人うなずく、いつまでも往おう生じよう際ぎわのわるい峻護であった。


（っと、それどころじゃないな今は）


　いそいで部屋を出る。下に行けば姉の雷かみなりが落ちることになるだろう。


　しかしその足どりは軽い。


　彼を苛さいなんだここ数日間の苦く悩のうは、これでほぼ解かい決けつした形になるからである。


　真由との同居についてはひとまず承しよう知ちできた。そして彼女とある種の信しん頼らい関係も構こう築ちくできた。このことによって、峻護の罪ざい悪あく感に深く打ち込まれ、彼の行動に枠わくをはめていたある楔くさびが、事実上解消されたことになる。


　そう、真由を押おし倒たおしていた（と受け取れる）動かぬ証しよう拠こ、あのデジカメの映えい像ぞうだ。


　なにしろ当の彼女からあの映像以上のことについて『ＯＫ』をもらっているのだ。今さらあんなものが、彼女との信頼関係に致ち命めい的な打だ撃げきを与あたえるとは思えない。つまりあれをちらつかせる事による脅きよう迫はくが、今後は一いつ切さい無む効こうになるのだ。姉と美樹彦から、いくらかアドバンテージを取り戻もどせることになる。平和の女め神がみがいよいよ彼になびこうとしている。


　そう考えれば、ああ、なんてすがすがしい朝なんだろう！


　彼は高らかに人生の歓よろこびを謳おう歌かしつつ、飛ぶような足どりで階段を下りながら、


「あ、おはようございます先せん輩ぱい」


　誰だれかとすれちがって反はん射しや的にあいさつが出た。


（…………ん？）


　振ふり向く。


　誰も──いない。


（？）


　首をひねる。


　たしかに誰かとすれちがった。それは見み慣なれない姿をした、見慣れた人物だったような気がする。決してここにいるはずのない人物だったようにも思う。


　が、すぐに思いなおす。


　ただの気のせいだろう。今日はこんなにすがすがしい朝なのだ。きっと潜せん在ざい意識が不ふ吉きつな幻げん覚かくを見せ、幸せにひたる表層意識に釘くぎを刺さそうとしたにちがいない。


　心配性の深層心理を笑い飛ばし、峻護は食堂に顔を出した。


　そして彼は平和の女神がそっぽを向いたことを知った。


　テーブルには美樹彦がいる。朝食の給きゆう仕じをしている真由がいる。


　それにくわえ、ここにいるはずのない、見慣れた姿があった。


「やあ、おはよう峻護くん」


「あ、おはよ、二ノ宮くん」


「…………」


　美樹彦に軽く頭をさげ、それからもう一人のほうを半はん眼がんで見やった。


「…………ここで何してるんです？　保ほ坂さか先輩」


「いやあ、あはは」と、箸はしを握にぎったままの手で頭のうしろをかき、


「見てのとおり、朝ごはんをお呼ばれしてるんだけど」


「…………じゃ、何でここにいるんです？」


「あのね、二ノ宮くん、それがね、」


　と、その時。


「──ちょっ、お放しなさいあなた！　無礼な、やめ、」


「往生際が悪いわね。隠かくれても無む駄だよ。しかも仕事を放ほうりだしたままで……あなたには階段の掃そう除じを言いつけてあったでしょう」


　騒そう々ぞうしい声がふたり分、二階から下りてきた。


　目が点、口が半開きになった。


　一方は、シックなエプロンドレスを着た黒くろ髪かみの少女。もう一方は、必死にもがく彼女を、子こ猫ねこの首根っこでもつかむように軽々と運んでくる姉。


「紹しよう介かいするわ峻護」荷物をぽいと放り投げて、


「彼女、今日から住み込みで働くことになったお手伝いさん」


「…………は？」


　峻護は、床ゆかにへたりこんで腰こしをさすっている人物を穴あなの空くほど見つめた。


　妙みような服を着てはいるが──どこからどうみても、北ほう条じよう麗れい華かである。北条コンツェルン総そう帥すい、北条義よし宣のぶが一人ひとり娘むすめであるはずの。


「…………おてつだいさん？」


「そう。あんた、お手伝いさんが欲ほしい、って言ってたでしょ。だから、ほら」


「…………北条先輩が、住み込みで？」


「そう」


「……どうして姉さんって人は──」


　いちいちやることが穏おだやかでないんだ、ってこんなこと訊きいてもどうせ『そのほうが面おも白しろそうだから』のひとことで済ませるんだろ、ああわかってるよちくしょう、


「ああもうっ、やってられませんわ！」


　お手伝いさんが金切り声をあげ、フリルカチューシャを床にたたきつける。


「不条理よ！　こんなのぜったい不条理よ！　こんな服まで着せて──だいたいこれって何？　うちのメイドが着る服じゃない！」


「そうよ。北条さんから貰もらってきたの」


「わたくしが着るべき物じゃありませんわ、こんなのは！」


「とか言いつつしっかり着てるじゃない」


「それはあなたが無理やりわたくしをひん剝むいて──」


「かわいい声出してたわよ」


「それはあなたがヘンなところを触さわるから……って、そんなことはどうでもよろしくってよっ！」


「不思議だわ。どうしてそんなに嫌いやがるの？　あなたはこれで、峻護と同じ屋根の下で暮くらすオフィシャルな理由ができたじゃない」


「なっ……な、な、な、な、なぜわたくしが、そんな、理由なんて要いらな、何の関係も、」


「そうそう。北条さんから、ついでにこんなのも貰もらってきたんだけど。ほら」


「！　なぜあなたがその写真を！　それはわたくしとお父さましか」


「他ほかにもほら、こんなものとか、こんなものまで。──ちょっと峻護、こっち来なさい。いいもの見せてあげるから」


「いやああああああああッ！　やめてやめてやめてやめて！」


「はっはっは、いやいや、急に騒さわがしくなった。──おや？　チャイムが鳴っているな。みんな取りこみ中のようだし、僕ぼくが見てこよう」


「ええ、お願いね美樹彦。──さ、麗華ちゃん。この写真を地球規き模ぼでばら撒まかれたくなかったら、早くコーヒーを淹いれてくるように。掃除はあとでいいから。ブルマンとモカの三対一、温度はジャスト八十五度Ｃね。ミスったらやりなおしよ」


「く、くやしいいいいいいッ！　おぼえてらっしゃいよ、あなた！」


「本当に諦あきらめの悪い子ねえ。まあどうしても納なつ得とくいかないなら、直ちよく接せつあなたのお父さんに掛かけ合ってみたら？　電話、使っていいわよ」


「ところで涼りよう子こさん、さっきぼくが話してたことの続きなんですが」


「何だったかしら、保坂くん」


「ぼくもこの家に居い候そうろうしていいんですよね？　だってぼく、麗華お嬢じようさまの付き人だし」


「ええかまわないわ。ただし、お手伝いさんとしての仕事はやってもらうわよ。三食付きで日給二百円。これならあなたの主人とおなじ待たい遇ぐうだし、文もん句くないでしょ？」


「はい、わかりました」


「じゃ、今のうちに栄養はしっかり取っておきなさい」


「はい、じゃあ遠えん慮りよなく」


「ちょっと峻護、そこに立たれると邪じや魔ま。あんたもさっさと朝食を済ませなさい。それが終わったら、寝ね坊ぼうしたペナルティを発表するから」


「お父さま！　お父さま！　何度もわたくしが助けを求めているのにどうして──ちょっとお父さま、『おまえは産うまれてこなかったものと思って……』ってどういう意味ですの？　もしもし？　もしもしお父さま！」


「わあ、このお漬つけ物ものおいしい！　これも月村さんがつくったの？」


「いえ、わたしは漬けこんだだけで、糠ぬか床どこは二ノ宮くんが。あの、保坂さん、昨日はすいませんでした」


「ううん、気にしてないよ。それにしてもすごいなあ、二ノ宮くん。糠床まで自前なのかぁ。ほらお嬢さま、ここにいれば毎日こんなおいしいお漬物が食べられますよ。ひと切れいかがですか？」


「保坂、このばか！　わたくしがこんな目にあっているのに、おまえは──」


「ぐえ、おじょうざま、やめ、胃の中身が」


「おおい、峻護くん。君にお客さんだ。玄げん関かんじゃなんだから上がってもらったよ」


「──おい二ノ宮。おまえが月村さんを押おし倒たおしている映像が匿とく名めいで送られてきたんだが。これはどういうことなのか説明しろや。納得できる説明を聞けるまではここを動かねーぞ。なあ井いの上うえ」


「吉よし田だの言うとおりだ。しかもいっしょに送られてきた告発文には、おまえが月村さんと同じ部屋に住んでるって書いてあるんだが、こりゃどういうこった？　まあたとえ納得できる説明が聞けたとしても、おまえを全殺しにすることはもう決定しているわけだが。だよな、綾あや川かわ？」


「そういうこと。ああそれと、この映像はクラス全員に回かい覧らん済ずみだから、あしからず。きのう月村さんがあれだけ沈しずんでたのは二ノ宮くんに押し倒されたせいだって、そりゃもうみんなカンカンなんだから。学校に行ったら覚かく悟ごしといてね。罪滅ほろぼしとして、今日の美術の時間は二ノ宮くんにヌードモデルやってもらうことになってるし」


「はっはっは。峻護くん、あの映像を誰だれにも見せないなんていう約束はしていないだろう？　そんな目で僕を見ないでくれたまえ」


「おおっ！　月村さんのエプロン姿！」


「ああっ、待って月村さん、何もしないから近づかないから遠巻きにしてるから！　逃にげないでもうちょっとその姿を拝おがませて！」


「ていうか二ノ宮くんと美樹彦さんの部屋はどこ？　ここまできたらパンツの一つもかっぱらってみんなに自じ慢まんしなきゃ、女がすたるわ」


「ってあれ？　生徒会長じゃないすか。何してるんすか、こんなところで」


「え？　こ、これはちがいますのよ？　これには訳が──」


「しかも何なんすか、その恥はずかしいカッコ………」


「い、いやああああああああッ！　見ないで！　汚けがれたわたくしを見ないで！」


「ちょっと麗華ちゃん、コーヒーまだ？　それと峻護、いつまで突つっ立ってんの。朝食抜ぬきにするわよ。ちょっと、聞いてるの？」


「…………」





　峻護は。


　この乱らん痴ち気き騒ぎに向かってひとこと言ってやるべく。


　ありったけの想おもいをこめ、大きく息を吸すいこんだ。
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　あとがき







　本編を読どく了りようされた皆様、お疲れ様でした。あとがきから読まれている皆様、この本を手にとっていただきありがとうございます。あとで本編もどうぞ。


　どちら様も初めまして。作者の鈴すず木きです。以い後ご、どうかよろしくお見知りおきを。





　さて、あとがきです。


　実はこのあとがき、第三稿目であります。第一稿は『世界の難なん易い度ど、あるいは条件付きモラトリアム永えい住じゆう権けん』と銘めい打うたれた内容の堅かた苦くるしさゆえ、第二稿は毒が多すぎることが仇あだとなり、いずれも却きやつ下かの憂うき目をみることとなりました。


　そこでこの稿ではその轍てつを踏ふまぬよう、『私の執しつ筆ぴつ暦れき』といった無ぶ難なんな内容を取り上げることにします。しばしお付き合いいただければ幸いです。





　それほど本を読むほうでもなかった私が小説を書こうなどと血ち迷まよったのは、たしか中学二年の時が最初だったと記憶しています。「これ、読め」と友人に進められた、神かん坂ざか一はじめ先生の『スレイヤーズ！』がきっかけでした。


　いや、これが当時やたら面おも白しろくてですね。どのくらい面白かったかというと、私のような人間に「よっしゃ、俺も小説書くぜ！」と思わせるくらい面白かったわけです。で、調ちよう子しに乗って書き始めたのはいいんですが──「わかった、俺に小説は無む理りだぜ！」と納なつ得とくするまで三十分も要いりませんでした。なにせ、原げん稿こう用紙一枚分のスペースを埋うめるのさえままならなかったのですから。小説家ってえのはよくこんなモンを何枚も書けるもんだな、などとつくづく感心したものです。


　以い降こう、小説への志こころざしは何の未み練れんもなく綺き麗れいに捨すて去り、次に執筆と縁えんがあるまで十年近いブランクを経へます。縁をくれたのは大学の授じゆ業ぎようでした。レポートの代わりに小説を書け、という課か題だいが出たんですね。


　で、書きました。原稿用紙三枚程てい度どだったと思います。この時は一応完かん結けつだけはさせたのですが──レベルは推おして知るべし。起き承しよう転てん結けつなどという上等なものはもちろん無なく、ただ頭の中にあるイメージをひどく稚ち拙せつにスケッチしただけの、駄だ文ぶんのお手本のような小説でした。実じつ際さい成績もＣ評ひよう価かでしたし。同じ授業の仲間内でお互たがいの小説をちょっと見せ合ったりもしたのですが、たぶん私のが一番ショボかったはずです。


　そしてこの時小説を書いたのは、あくまで授業の一いつ環かんだったからです。これを境さかいに執筆にいそしんだ、ということもありません。『俺に小説は無理だぜ！』という納得は中々に強固で、なおかつそのことに対して忸じく怩じたる思いがまったくなかったのです。小説を書けないことについてなんの不ふ都つ合ごうもなかった、と。


　そんな事情が一変し、小説への情熱が燃え滾たぎることになるまでさらに数年を要ようするのですが──そろそろスペースに余よ裕ゆうがなくなってまいりました。まことに中ちゆう途と半はん端ぱではありますが、その話はいずれ機き会かいがあれば、ということで。





　本編についても少しだけ。当小説は作者乾けん坤こん一いつ擲てきのバカ・ラブコメです。登場人物たちが巻き起こすアホ騒ぎを世せ知ち辛がらい人生の一時の慰なぐさみにしていただければ、これに如しくはありません。以上です。本当に少しですね。





　さて、最後になりましたが、担当のＳ氏、イラストの高たか苗なえ氏をはじめ、この本に関わって頂いただいた全ての人たちに満まん腔こうの謝しや意いを。言うまでもなく、皆みな々みな様さまがたのお力なくしてはこの小説が日の目をみることはなかったでしょう。本当にありがとうございました。


　それではこのあたりで失礼いたします。またお目にかかれることを祈いのりつつ──






　解説






富士見ファンタジア文庫編集部







　一つ屋根の下に、ナイスバディの美少女とふたりっきり！


「いけっ！　今すぐ押し倒せっ!!　なにを躊ちゆう躇ちよしている。こんなチャンスは二度とこないぞっ!?」とかなんとか、煩ぼん悩のうかきたてまくりです。第16回ファンタジア長編小説大賞佳作『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん』。


　ほのかな憧あこがれとか、熱い友情とか。ファンタジア大賞のさわやかなイメージをぶちこわしまくる妄もう想そう満開、おチャクラ全開、めくるめくお笑いリビドー空間がここにあります。とはいえ。この『二ノ宮くん』、大事なものも忘れちゃいません。





　男の精せい気きを吸すって生きるサキュバスのくせに、極きよく度どの男性恐きよう怖ふ症しようで触さわられるだけで失しつ神しんしてしまう純情娘・真ま由ゆ。彼女が唯ゆい一いつ、触ふれることのできるのが主人公の二ノ宮峻しゆん護ご。ところがこれまた二ノ宮くんは、ちょっと硬こう派はというか、マジメというか。みだりに婦女子にヘラヘラしません。お互いちょっと気になる存在でありながら、そういったこだわりとか性格とかのために、なかなか距きよ離りが近づかないふたり。見てる方がいらいらじりじりしてくる、けっこう甘あま酸ずっぱい青春味のストーリーが語られていきます。





「サキュバス娘と一つ屋根の下」なんていう軽めの設せつ定ていですが、描かれていくのは好きなコに簡単には「好き」といえないつらさ、ちょっとしたことですれ違ってしまう焦あせりといったとても切せつ実じつな気持ちです。そのあたりは、著ちよ者しやの誠せい実じつさ、マジメさが現れているのかもしれません。


　初めて誰かを好きになったときのように、著者の鈴すず木き大だい輔すけはきっとどきどきしているはずです。この物語を、あなたが好きになってくれるかどうか。叱しつ咤た激げき励れい──手にとってくださったあなたの感想をぜひきかせてください。




ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん





鈴すず木き大だい輔すけ
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